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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　第七章　メイドの死闘～Traverse of the Maid～













　欧おう州しゆう。ハンブルク。


　ドイツ第四の都市。市街地から離はなれた郊こう外がい。針しん葉よう樹じゆの林を覆おおい尽つくすように、腹はらに響ひびくエンジン音が轟とどろいた。


　上空に黒点がある。鳥とは明らかに違ちがう、無ぶ骨こつなシルエット。一見虫のようにも見えるずんぐりした形。ローターを二つ持つ、軍用ヘリコプターであった。


　オリーブドラブに塗ぬられた機き体たいが、ゆっくりと降こう下かする。林を切り開いて作ったヘリポートに向かって着陸した。エンジンは絞しぼられ、音は急速に低下した。


　グランドクルーが両手で合あい図ずをする。知らない人が見たらＮＡＴＯ軍の演習にも見えただろう。だがアルミ製のドアから降りてきたのは、黒に近い紺こんのワンピースとエプロン姿の女性。メイドであった。


　第二装甲猟兵パンツアーイエーガー侍女中隊メートヒエンカンパニー長、シンシア大尉ハウスキーパーは髪かみが乱みだれないよう手で押さえていた。


「……面めん倒どうなものだな」


　かたわらのメイドに呟く。


「わざわざドイツまで出しゆつ張ちようしなければならんとは」


「ＭＭＭ本部の裁さい可かは受けております」


　ショートカットのメイドは、素っ気なく返事をした。


「組そ織しきのためには必要なことです。ご主人様も多大なる期待をかけられておりますので」


「博ばく打ちは好きではない。こんな作戦はデイジーにやらせればいい」


　デイジー大尉ハウスキーパー率いる第一騎兵侍女中隊キヤバルリーメイドカンパニーはヘリコプター部隊のため、のるかそるかの作戦でよく使用される。デイジー自身もギャンブル狂きようであり、一時は賭かけビリヤードで生活していた。


「デイジー大尉ハウスキーパーでは、話を大きくするか混乱させてしまいます」


「いくらブランデンブルク部隊が半はん壊かいしたからと言って、我々が後釜というのもな」


「中隊全ては動かしておりません」


「小しよう規き模ぼの作戦だけになるな」


「はい。できれば我が中隊も前面に出ることは望のぞましくありません。ことは一部の過か激げき思し想そうの持ち主にやらせておく必要があります」


「……どうも本部のやり方は好きになれんな」


　差し回しのメルセデスがシンシアの前に停てい車しやする。彼女を後部座席に乗せると、運転手に合あい図ずしてスタートさせた。





　　　　◯





「きゃん！」


　宮みや間ま夕ゆう菜なの身体からだは大きく弾はじき飛ばされ、空中をくるくる回ると地面に落らつ下かした。


　普通ならとても立てないほどの衝しよう撃げきであったが、彼女は即そく座ざに身体を起こし、着ちやつ剣けんしたＡＫ47を構かまえて駆かけだした。その瞳は怒りの炎ほのおで満みちていた。


「今度こそ最後です、リーラ！」


「そこまでです」


　なだらかな平原に、銀髪メイドの声が響く。


　第五装甲猟兵パンツアーイエーガー侍女中隊メートヒエンカンパニー長のリーラはさっと手を振る。周囲の繁しげみからＳｔＧ44突撃銃を手にしたメイドたちが現われた。夕菜の周囲を半月形に取り囲む。


　銃じゆう口こうは太陽の光を鈍にぶく反はん射しやしていた。どれもこれも夕菜を狙ねらい、ぴくりとも動いていない。


　圧あつ倒とう的にリーラに有利な状況だが、メイドの声は変わらず静かだった。


「いかに宮間様といえど、自じ動どう小しよう銃じゆうの一いつ斉せい射しや撃げきに勝てるとは思いませんが」


「くっ……」


　夕菜は悔くやしげに唇くちびるを嚙かむ。


「もちろん命を取るつもりはありません。ただ、邪じや魔まをしないでいただきたいだけです」


　夕菜はさすがに銃口を下ろしたものの、闘とう争そう心しんは失うしなっていなかった。


「リーラ、邪魔をしてるのはあなたです！　和樹さんを返してください！」


「式森様は大切なご主人様です。宮間様にお渡しするわけにはまいりません」


「和樹さんはメイドなんかのものじゃありません！」


「宮間様のものでもありません」


「言いましたね!!」


　怒りを沸ふつ騰とうさせると、銀髪メイドにつかみかかろうとした。そこを銃口の群れが取り押さえる。


　あっという間に組み伏せられ、地面に這はいつくばることになった。


　リーラは首を振る。


「いい加減、そのなんにでもお怒りになられる癖くせを、改められるのがよろしいかと存じます」


「わたしが怒るのはあなただけです！」


「わたしといたしましても、ピンの外れた手しゆ榴りゆう弾だんのようなお方に近ちか寄よってもらいたくはありません」


「人をなんだと思っているのですか！　その譬たとえを訂てい正せいしなさい！」


　リーラは無む視しし、軽く合図をした。メイドの一人が夕菜に手て錠じようをかける。そして強ごう引いんに立たせた。


「これでお別れとしましょう。あの」


　銀髪メイドは顎あごをしゃくった。フォルクスワーゲンのビートルが止まっている。かつてドイツで広く使用された国民車だ。


「車で街まちまで送らせます。どうぞ日本へお帰りください」


「あなたはどうするんですか」


「わたしたちは当分こちらで」


「リーラ！」


　手錠をしたまま食ってかかろうとする。周囲のメイドたちが身体を押さえる。


　夕菜の目はぎらぎらしていた。


「あなたがなにを言おうと、和樹さんを奪い返すまで離れたりはしません」


「とんでもない女性に見込まれたものです」


「地じ獄ごくだって追っていきますから」


「まだわたしは、地獄も天国も移り住む予定はありません。エーファ！」


　眼鏡めがねをかけた、気弱そうなメイドがやってきた。


「は、はい」


「宮間様を街までお送りしろ。丁てい重ちようにな」


「了解しました」


　エーファが敬けい礼れい。夕菜は手錠をしたままフォルクスワーゲンに乗せられた。


　座らされたのは助手席。運転はエーファがする。空くう冷れいエンジンがばたばた音を立て、アスファルト道路を走り出した。


　夕菜は最後の挨あい拶さつとばかり、武ぶ装そうしたメイドたちに向かって中指を突き出す。


　リーラはもう、こっちを見ようともしなかった。





　　　　◯





　ドイツの風景は日本とはずいぶん違う。平地が多く、起き伏ふくには乏とぼしい。風も遥はるか遠くから流れてきて、どこかへと去っていくようで、さぞかし冬は寒いだろうと思わせた。


　つい先日まで、ブランデンブルク部隊がどうのこうのやっていた夕菜が、ここにいるのには理由がある。


　リーラたち第五装甲猟兵パンツアーイエーガー侍女中隊メートヒエンカンパニーは、和樹を主君と仰あおいでいる。もちろん夕菜は認めていないが、そう主張しているのは確かだ。その和樹が奪うばわれそうになったため、夕菜は一時的に手を組んだ。


　ブランデンブルク部隊の野や望ぼうを砕くだくことは成功し、和樹が拉ら致ちされることは防ふせがれた。ところがその彼を、メイドたちが日本から連れ出した。


　知った夕菜は激げき怒どした。妻つまたる自分に黙って夫を連れ出すとは、誘ゆう拐かい犯はんにも劣おとる行為だ。しかも行き先がドイツと知り、さらに激怒する。外国とはどういうつもりだ。


　どうも、「もっともっとメイドさんＭＭＭにふさわしい主人になるための研修」を受けさせるためらしい。もっとも、それほどつらい訓くん練れんではなく、欧州の邸てい宅たくに数日住んでもらって、雰ふん囲い気きを直じかに味わってもらう。観光と言っても差さし支つかえはない。


　夕菜にとっては腹の立つことこの上ない。このままでは和樹がＭＭＭに馴な染じんでしまい、メイドに違い和わ感かんを覚えなくなってしまうではないか。そんな大量殺人犯よりも悪あく辣らつなメイドのたくらみは、絶対に防がなければならない。


　一時的な共きよう闘とうは破は棄き。再び敵同士だ。そう決けつ断だんしてからは早かった。玖く里り子こを拝おがみ倒して金を借り、かつてイギリスへ行くのに使ったパスポートを握にぎりしめると、成なり田たからルフトハンザに飛び乗った。そうしてここ、ハンブルク近きん郊こうのＭＭＭ訓練施設までやってきたのだ。


　到着してからも素早かった。施設に潜入するやＡＫ47自動小銃を奪うばい、訓練中のリーラたちに単たん身しん突とつ撃げきを敢かん行こうしたのである。群むらがるメイドたちを蹴散らし、リーラまであと一歩に迫ったのだが、逆に反撃されて冒ぼう頭とうのようになった。そして追放され、今に至る。


　フォルクスワーゲンはときおりぎしぎし音を立てつつ、疾しつ走そうしていく。えらく古い型だが、快調であった。


　しばらくジャガイモ畑と林が続く。


「……どこまで行くんです」


　夕菜は窓の外を眺めながら訊きく。


「街まちです。そこで解かい放ほうしろと命令されています」


　エーファが返事をした。以前と同じように気弱そうだが、葉のこすれる音にも悲鳴を上げそうな脆もろさは消えていた。


「エーファ、皿を割わる癖くせは直ったんですか」


「個人の仕事内容はお話ししません」


「また割ったんですか」


「……週に三枚だけです」


　それが果たして進歩なのかどうか、いまいち分からなかったが、とりあえず厨ちゆう房ぼうの人間には同どう情じようした。


　街中へ入る。駅の前で止まった。


「お降りください」


　素す直なおに従う。ここから帰れという意味だろう。エーファが封ふう筒とうを差し出す。


「ここに旅りよ費ひがあります。どう使おうと自由だと、リーラ様はおっしゃっていました」


　夕菜は手錠をかけられたまま、封筒の中を覗のぞいた。紙し幣へいが数枚。


「……これじゃ運うん賃ちんギリギリです。ご飯はんも、おみやげも買えないんですか」


「強きよう制せい送そう還かんされないだけマシだ、とリーラ様からの伝でん言ごんです」


「ふん」


　両手を突き出した。


「手錠を外してください。これじゃ悪い人みたいです」


「…………」


　エーファはなにか言いたそうだったが、口に出すのはひかえていた。手錠の鍵かぎを取り出す。


　夕菜は駅前を見渡した。レンガとコンクリートの建物が混こん在ざいし、道路は直線でトラムが走っている。典てん型けい的てきなドイツの町並みだった。夕菜やエーファを見ても、奇き異いな目は向けていない。


「この街にメイド達は多いんですか？」


「……ＭＭＭの訓練施設、支し部ぶ、家か政せい学がつ校こうがあります。わたしたちには慣れています」


「ふーん。だからメイド姿でも違和感がないんですね」


「ＭＭＭには世界中からメイドが集まります。宮間様のような東洋の方も、多くいます」


「つまりわたしがここにいても、不ふ審しんには思われないのですね」


「ええ……？」


「よく分かりました」


　ぴん、と鍵の音。


「外れました」


　両手首が楽になる。夕菜は交こう互ごに揉もんだ。


「電車は二十分後に来ます……わたしはこれで」


　夕菜は聞いていない。ただエーファをじっと見ていた。眼鏡のメイドは怪け訝げんそうに、


「……どうしました？」


「外しましたね」


　彼女はにやりとした。





　十分後、夕菜はメイド服で街まち中なかにいた。エーファを気き絶ぜつさせると縛しばり上げ、メイド服を取り上げて公こう衆しゆうトイレに放り込んだのだ。外から施せ錠じようして清せい掃そう中ちゆうの札ふだをかけておいたから、しばらくは発見されないだろう。半はん裸らのままにしておくのは寝覚めが悪いので、自分の服をそばに置いた。気がついたらさぞかし驚おどろくことだろう。


　問題はここからだ。メイドに変へん装そうして潜せん入にゆうし、攪かく乱らんして和樹を救出するつもりだった。だが一度失敗したため、警けい戒かいが厳しくなっていることが考えられた。前と同じではまた捕まるだけだ。


（どうしましょう……）


　そこらの人間に聞いて情報収集する手もあるが、ドイツ語はよく分からない。色々制せい約やくがある。


「エクスキューズ・ミー」


　悩なやんでいたら話しかけられた。アメリカ人らしき観かん光こう客きやくだ。「有名なビアホールはどこだ」と聞かれた。


　彼女はにっこり笑うと「あっちですover　there」と指さした。もちろん適てき当とう。彼女は未成年でこの土地のものでもない。一緒に調べている余裕はないのである。


　観光客は礼を言って握あく手しゆをした。


（そうだ……）


　歩いていくアメリカ人を見ながら思いついた。ここにはメイドが沢たく山さんいる。彼女たちが通うビアホールやら喫きつ茶さ店てんやらがあるのではないか。そこに行けば様々な情報が手にはいる。もちろん第五装甲猟兵パンツアーイエーガー侍女中隊メートヒエンカンパニーのことも。メイドたちは語学に堪たん能のうだから、ドイツ語が分からなくても会話はできる。


　思いたったが吉日。夕菜はさっそく警けい官かんの姿を探した。





　探し当てたビアホールは、すでにメイドで一杯だった。訓練所が休みらしい。ほとんど貸し切り状態で騒さわいでいた。


　つんざくような叫さけびと歌。メイド服の集団が客で酔よっぱらっている、というのもなかなか奇き異いな光景だ。前ぜん後ご不ふ覚かくの人間も多く、おかげで夕菜のことが目立たなかった。


「すみません……」


　手近なメイドに話しかける。だがそのメイドは、黒ビールのジョッキを片手に歌をがなり立てており、聞いてくれなかった。


（お酒の匂いが凄すごい……）


　顔をしかめる。メイドなんですから、もっとしっかりしなさい、と知らず知らずのうちに感じていた。


　カウンターでミルクをもらうと、空あいているテーブルに座る。あちこちでメイド服が騒いでいて、まるで潜せん水すい艦かん乗のり組くみ員いんがくだを巻いているラ・ロシェルの酒場だ。


（だらしのない……メイドなんて、しょせんこんなものですか）


「みっともないな。いい面つら汚よごしだ」


　近くから、同意見が聞こえてくる。


「しかし大尉ハウスキーパー殿、これも今のうちです。部ぶ隊たい配はい属ぞくされれば、このような余よ裕ゆうもなくなります。楽しめるうちに楽しみたいのでしょう」


「酒はご主人様のおつきあいでたしなむ程度。それで十分だ」


　英語の会話だった。どこかで聞いたことがある。


　振り返る。と、隣のテーブルもこっちを見ていた。


　眼鏡のメイドと目があった。


「……シンシア！」


　夕菜は椅子を蹴飛ばした。詰つめ寄よろうとする。


　だがシンシアの動きは素早かった。激げき情じように駆かられた夕菜が行動に移す前に、立ち塞ふさがる。


「こんなところで」


　腕を押さえ、動きを封じる。シンシアの背は夕菜よりずいぶん高い。見下ろす格好になった。


「ドイツまで来ていたとは知らなかった」


「……わたしだって来たくありませんでした」


　夕菜が睨にらむ。シンシアは拳けん銃じゆうを抜ぬこうとする自分の部下を、目で制していた。


「座すわらないか。ここはビアホールだ」


「わたしは未成年です」


「ミルクが残っているぞ」


　シンシアは半なかば強ごう引いんに座らせた。


「リーラが、不ふ審しん者しやがいると言っていたが、お前だったか」


「わたしから見れば、あなたたちの方が不審者です。メイドが街一つを埋うめ尽つくすなんて、気持ち悪すぎます」
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「ここは戦前からメイドとは縁えんが深い。ドイツ皇こう帝ていのおそばに仕えたメイドを生うんだのも、この地だ」


「歴れき史しの授じゆ業ぎようなら、日本に帰ってからたっぷり受けます。あなたにはここで降こう伏ふくしてもらいます」


「ほう」


「覚かく悟ご！」


　精せい霊れいを呼ぼうとする夕菜。シンシアとは因いん縁ねんが深い。ここで決着をつけるつもりでいた。彼女にとって、メイド紛ふん争そうにおける魔法使用を禁止したハーグ陸りく戦せん法ほう規きは、子供の約やく束そくにすぎない。


　眼鏡のメイドが静かに告げる。


「まあ待て」


「待ちません。またあなたを地面に這いつくばらせてあげます」


「日本での茶番なら、私の方が復ふく讐しゆうしたいくらいだが、今日は別だ」


　シンシアは激げつ昂こうした夕菜を前にしていたが、冷静だった。


「ミヤマはシキモリを奪うばいに来たのだろう」


「奪うんじゃありません。助けるんです」


「手を貸そう」


「……は？」


　夕菜はうさんくさげな目をした。


「シキモリを奪還するのに、協力しようというのだ」


　少なくとも夕菜から見たシンシアは大まじめだった。元々女教きよう師しか秘ひ書しよみたいで、それほど冗じよう談だんを言うタイプではない。今も真剣そのものだった。


「人じん員いん、装そう備び、資し金きん、全てを我々が用意する。お前はリーラと戦ってシキモリを取り戻せばいい」


「……どうして」


「不思議な質問をする女だな。願いが叶かなうのに、理由が必要なのか？」


「あなたがわたしにそんなことをする理由がないからです」


「……知りたいと？」


「ええ」


　夕菜は言い切った。シンシアがリーラと仲が悪いことは察さつしている。しかし、彼女はメイドであった。メイドが理由もなしに自分の味方をするとはあり得ないと思っていた。


「……たいそうな理わ由けではない」


　シンシアは話し始めた。


「お前たちがブランデンブルク部隊を半はん壊かいさせてしまった。その代わりがいる」


「和樹さんをさらおうとしたんですから、当然です。もっと他に理由があるでしょう」


「今、ＭＭＭが主流派と反主流派に分かれていることは知っているな」


「もちろん」


　以前リーラに聞かされたことがあった。


「私のご主人様はいわゆる反主流派に属ぞくしている。シキモリをリーラたちの手に留とどめておくのは、いささか都つ合ごうが悪い」


「またそんなこと言って。本当は和樹さんを自分たちが利用するつもりなんでしょう」


　シンシアは薄うすく笑った。


「そうだ」


「……許しません！」


　再び精霊たちを集めようとする。床の隙すき間まから、きらきらしたものが浮上してきた。


「そうとんがるな。なにもシキモリを我々に渡せと言ってるわけではない」


「噓うそばっかり」


「本当だ。私のご主人様は反主流派でも穏おん健けんでな。無理にシキモリを使って主しゆ導どう権けんを握ろうなどと考えていない。メイドはあるがままに、を座ざ右ゆうの銘めいとされている。むやみに乱を起こすことは好ましくないとおっしゃられた」


「じゃあ、ただ放っておけばいいじゃないですか」


「そうしたら、主流派とリーラが、シキモリをとことん利用してしまうだろう。それもよくない」


「……だから、わたしに和樹さんを奪回しろと？」


「そうだ」


「それだけですか？」


「そうだ」


　シンシアの表情に変化はない。


　本当だろうかと夕菜は考えた。いけ好かないメイドが協力してくれる。もっともらしい理由までつけて。本心かどうかは不明だ。リーラもそうだが、眼前の眼鏡は能面みたいな顔をしているのだ。日本のコムスメ相手に感情を隠かくすことなど、朝あさ飯めし前まえだろう。


　理由が分からない以上、選せん択たくは自分の心次し第だいということになる。


「……分かりました」


　夕菜は精霊たちを散ちらせ、腕組みをした。


「あなたの協力を受け入れます。どうせリーラから和樹さんを奪い返すんですから」


「結構。日本人は物わかりがよくて助かる」


「でも少しだけです。あなたもメイドです。メイドは滅ほろぼすべき悪あく魔まなんですから」


「世界観かんにいささかの差さ異いはあるが、今は文句をつけるつもりはない」


　シンシアは隣に位置するメイドにうなずいた。今の今まで気づかなかったが、地味そうなメイドがずっと座っていた。


　そのメイドはメモ用よう紙しを夕菜に差し出した。


　描いてあるのは、簡かん単たんな地図であった。一か所だけ赤で丸がしてある。


「そこに行ってもらう。装そう備びと人じん員いんが受け取れる。お前に従うよう手配しよう」


　とシンシア。


「遠えん慮りよなく使え」


「……本当ですか？　わたしの手て駒ごまにしていいと？」


「そうだ」


「一人の方がやりやすいんですけど」


「リーラ相手ではいずれ力尽きるのがおちだ。そうなっては我々が困る」


「そんなこと言って、メイドじゃないわたしだったら、なにをやっても部外者ですませるつもりでしょう。成功しても失敗しても、火ひの粉こが飛んでこないようにするつもりです」


「それはノーコメントだ。否定はしないが」


「ふんだ。まあいいです。和樹さんを救えればどうだっていいんですから。それで──」


　夕菜はメモに目を落とした。


「どこです、ここ？」


「演えん習しゆう場じようだ」


　シンシアは言った。





　シンシアに送られて着いたところは、リーラたちがいたところとはまた別の演習場であった。ＭＭＭの訓練施設は広こう大だいであり、数か所に区切られている。その中でも一番遠いところにあった。


「ここで自分の部隊を編へん制せいしてくれ。員いん数すう外がいで書類に残さないが、補ほ給きゆうは受けられるよう手配する」


「幽ゆう霊れい部隊ですね」


「一応、『カンプグルッペ・ユウナ』という名称にしておく」


「どうでもいいです。いっそｚｂｖとか消耗部隊エクスペンダブルスにしたらどうです」


「戦闘団カンプグルツペで十分」


　シンシアは、夕菜を案内するとすぐに立ち去った。最後まで付き合うつもりはないらしく、これ以上話もしなかった。


　ただし、部下を残してはいった。


「……あなた、わたしの監かん視しですか」


「シンシア様から、宮間様のサポートにつけと言われております」


「それが監視です。わたしがなにをするか、逐ちく一いち報告するつもりでしょう」


「報告は社会人の規き範はんたるメイドの義ぎ務むですので」


　シンシアの側にいた無ぶ愛あい想そうなショートカットのメイドだった。名をルーシーという。


「ご安心を。報告だけではなく、極きよく力りよく宮間様の希望を叶えるように言われております」


「それが、こんな埃ほこりっぽい演習場ですか」


「いくらでもメイドがいます。好すきな娘むすめをお連れください」


　ルーシーが夕菜に説明する。目の前では初うい々ういしいメイドたちが、小しよう銃じゆうを片手に機き敏びんな動きをしていた。


　二人は小高い丘の上から、戦うメイドたちを見下ろしていた。どうもここら一帯は、ＭＭＭ反主流派の息がかかっているらしい。夕菜に奇異の目を向けるものも、とがめるものもいなかった。むしろ便べん宜ぎを図はかる気け配はいすらある。申し分のない環かん境きようではあった。


　夕菜はメイド姿だった。エーファから取り上げたのを、ずっと着ているのである。


「彼女たちは、もうすぐ訓練を修しゆう了りようします」


　ルーシーが説明した。


「過か酷こくな訓練に脱だつ落らくせず、優ゆう秀しゆうな成せい績せきで修了するものばかりです。宮間様の手足となって働くでしょう」


　どこか誇らしげだ。彼女もここの出身なのかもしれない。


　夕菜は訓練している少女たちを黙って見つめる。やがて、


「……いませんね」


「なんです？」


「わたしと共に戦う人間は、この中にはいません。しょせんメイドです」


「……経験に乏とぼしい新メイドが多い、という意味ですか」


「気合いが足りないんです」


　夕菜は演習場に背を向けた。丘から降りようとする。


「もっと別の人間が必要です。リーラと戦うのに見合った人たち。あれでは第五装甲猟兵パンツアーイエーガー侍女中隊メートヒエンカンパニーに接せつ触しよくしただけで負けちゃいます」


　ルーシーがついてきた。


「ここ以外に人員を確保できる場所はありませんよ」


「あるじゃないですか。さっきのメモに描かいてありました」


　夕菜はメモを取り出し、ルーシーに見せた。指で示す。


「……ここは」


「知ってますよね」


　夕菜は足早に向かう。


「刑けい務む所しよです」





　ＭＭＭのメイドたちはプロフェッショナル揃ぞろいだが、やはり規き律りつ違い反はんをするものも存在する。大たい概がいは営えい倉そうに放ほうり込まれておしまいだが、まれに脱だつ走そうして敵対するコスチューム組そ織しきに身を投じたりすることがあった。有名なのが水すい銀ぎん旅りよ団だんのピンクパジャマ中隊である。


　脱走に失敗したもの、あるいは非常に悪あく質しつなのは捕らえられ、メイド法ほう廷ていに立たされる。そして不ふ名めい誉よ除じよ隊たいとなって市井しせいの民たみとなる。もっとたちが悪いのは禁きん固こ刑けいとなる。


　夕菜が目指したのは、禁固刑となったメイドのいる、ＭＭＭのメイド刑務所であった。


　大きな門をくぐり、中に入る。さすがに夕菜の頼みでは不ふ審しんに思われたが、ルーシーが交こう渉しようした。


　内部の、簡かん素そで古ぼけたビルに行く。収しゆう監かん施し設せつではなく面会施設である。そこの一室を借り受けた。


　夕菜はそこに、収容されているメイドたちの身元書類を、全て運はこばせた。片かた端はしから読んでチェックしていく。


「……そんなにどうするのですか」


　ルーシーがさすがに訊いてきた。


「わたしはわたしのやり方でやります。並の手段では、リーラに絶対勝てません」


「こんな方法は聞いたことがありません」


「じゃああとでシンシアに教えてあげてください」


　夕菜はリストを作って刑務官に渡した。


「順に連れてきてください。すぐに」


　面接をするつもりであった。


　そして、最初の一人が連れてこられた。


　両手に手錠をはめられたまま、二人の刑務官（やはりメイド）に挟はさまれているのは、やけに背の高いメイドであった。ブロンドで結けつ構こうな美人だが、世間を馬ば鹿かにしたような顔をしている。


「座らせてください」


　金髪のメイドは着席した。手錠はそのまま。


　夕菜はリストをちらりと見る。英語で喋しやべった。


「レオニー・ルクレール。元少尉パーラーメイド。フランス人のメイド」


「…………」


「返事は？」


「……なあ、あんたは弁べん護ご士し官かんか？」


　レオニーはつまらなさそうに喋った。


「あたしにくだらない弁護はいらない。バッジをつけてるやつはどいつもこいつも役立たずだ。口を開けば法廷テクニックだのそんなのばかりだ。あたしの言い分は何度も繰り返したとおり。気にいらねえご主人様と上官をＣ－４で吹っ飛ばそうとした。そしたら憲けん兵ぺいに捕まってこのざまだ。帰んな」


　夕菜は帰らなかった。代わりに、ぐいっと顔を接せつ近きんさせる。


「わたしは『ア・フュー・グッドメン』のデミ・ムーアじゃありません。弁護をするつもりも、したくもありませんから。指し揮き官かん、もしくは隊長と呼びなさい」


「そりゃどうも、隊長」


「最初に言っておきます。わたしの部隊に所属すれば、自由か棺かん桶おけ、もしくはその両方が手に入ります。それほどの敵と戦うのです。面接に合格すれば、あなたは志願したことになります」


「へー、どっかにゴジラでも出てきたか」


「第五装甲猟兵パンツアーイエーガー侍女中隊メートヒエンカンパニーです」


　レオニーの眉が、ぴくりと動いた。


「知ってるみたいですね。知らなくてもいいです。どうせ、嫌でも知ってもらうことになるんですから」


「なんだかあんたが、悪魔の使者に見えてきた」


「いいですね。では訊きます。レオニー、あなたはメイドを憎にくめますか」


「…………」


「どうしました。あなたの調書にはメイドが憎いと書いてありました。メイドが憎くないんですか」


　レオニーの喉のどが動いた。つばを飲み込んでいる。


「……憎いね」


「どれくらい憎いですか」


「全てだ。あたしにこんなエプロンを着せたやつ全て」


「あらゆるメイド？」


「一人残らず」


　フランス美人の目はぎらぎらしていた。さきほどまでの倦けん怠たい感かんは微み塵じんもなく、瞳の奥にあるのは殺さつ意いだ。


「メイドを倒せますか」


「……メイドは全員死ねばいい。白いエプロンに赤い染しみを。くたばったメイドにつばを吐いてやる」


　夕菜はさらに近寄った。ぎりぎりのところで、囁ささやくように質問する。


「ドイツ人は嫌いですか」


「大嫌いだ」


「わたしはどうです。隊長であるわたしは日本人です。憎めますか」


「憎い。あたしは日本人が嫌いだ。ご主人様はドイツ人で、横取りしようとしたくそ上官が日本人だった。だから爆ばく薬やくで粉こな々ごなにしてやろうとした。ドイツ人も日本人も、全員死んでもらう。だから吐き気がするほどあんたが憎い」


「ここでいますぐ倒せますか？」


「倒せる」


「殺せますか」


「殺せる」


「憎しみを目に」


　レオニーの瞳が、ぎらっとした。光こう彩さいがドロドロしている。人間の心の奥底にある深しん淵えん。目を背そむけたくなるような、どろっとしたものがそこにはあった。


　夕菜はフランスメイドのあごを摑んだ。うっとりと眺ながめる。


「素す晴ばらしい……合格です」


　夕菜は身体を戻した。レオニーは息が荒い。今にも手錠を引きちぎりそうだった。


「訓練は明日から。それまで英えい気きを養やしなってください」


「……うまいメシにしてくれよ、隊長」


　レオニーは退出した。はたで見ていたルーシーは啞あ然ぜんとしている。


「宮間様、どういうつもりです」


「なにがですか」


「もっと模も範はん的なものから採さい用ようするのでは？」


「いい子はいりません。必要なのは刑務所でも折れない心です」


　夕菜は手を振り、端で見物してるように告げた。


　次のメイドが連れられてくる。


　背の低い、にこにこと笑えみを絶たやさない女の子だった。まだ幼よう女じよと言ってもいい。眺めていたルーシーが拍ひよう子し抜ぬけしたようになる。


　夕菜がリストの名を読み上げる。


「リディア・ヒュー・エリクソン。……階級がありませんね」


　刑務官の一人が言う。


「家政学校に在学中に拘こう束そくされました」


「……？」


「部隊への所しよ属ぞく歴れきがありません」


「ああ、それでですか」


　リディアはなにか言う前に、椅子に座った。足がぶらぶらしており、まるでフランス人形のようだ。


　夕菜は白く綺麗な顔をじっと見つめる。


「リディア、どうしてここに連れてこられたか、知っていますか」


「うん。なんかねなんかね、お姉ちゃんの部隊に志し願がんすればね、ここから出してくれるって聞いたの」


　屈くつ託たくのない顔で、笑いながら話す。「お姉ちゃん」というのは夕菜のことだろう。


「そうです。敵のメイドを倒せば、外に出られます。来ますか？」


「やだ！」


　リディアは舌したを出し、「あかんべ」をした。


「お姉ちゃんなんか偉えらそうなんだもん。それにリディアよりも綺麗なんだもん。だからやだ！」


「わたしが綺麗……？　褒ほめ言葉ですか」


「リディアは、綺麗な人や、可愛い人がだーいっ嫌い！」


　夕菜は怪訝に感じて刑務官を見た。そのメイドは咳せき払ばらいして、


「この女は……その、家政学校在学中に、同期の人間に重じゆう傷しようを負おわせまして……その理由が」


「リディアより綺麗だったからなの！」


「……だから怪我をさせた？」


「殺そうとしたの！」


　リディアはにこにこしている。自分のしたことに、なんの疑いも抱いていないよう。


「よくそんなことができましたね」


「廊ろう下かで待ち伏せしたの。電でん球きゆうの破は片へんを袋ふくろに詰つめて、爆ばく発はつさせたの。うまくいったのに、先生に邪魔をされたの！」


　頰を膨ふくらませている。


「自分のやったことを後こう悔かいしてますか」


「なんで？」


　人形みたいな首がかしげられた。


「綺麗な人は敵なの。敵はやっつけなくちゃならないの」


「そこまで嫌いですか」


「うん！」


「わたしのことは？」


「死ねばいいと思ってるの！」


　小柄な身体がジャンプした。


　机を乗り越え、手錠をしたままの腕を夕菜の首に回そうとする。だがその顔だけは、人形のように微笑んでいた。


「リディア、自分より綺麗な女の人が嫌いなの。だってリディアが世界で一番綺麗じゃなくなるから。だからみんな死ねばいいの。隊長さんも死ぬの！」


　首に指がかかる。細くて小さかったが、万まん力りきのように締めつけてきた。


「……気合いは十分ですね」


　夕菜はひるまずに、リディアの腕を摑んだ。


「いいことを教えましょう。わたしたちの敵は第五装甲猟兵パンツアーイエーガー侍女中隊メートヒエンカンパニー。指揮官はリーラです。知ってますね」


「知ってるの」


「あの美人のメイドをリディアが倒しなさい」


　リディアが表情を明るくした。


「ほんと!?　ほんとにやっちゃっていいの？」


「存分に。他のメイドたちも美人揃い。全員敵です」


「わーい、ありがとう隊長さん！」


　リディアは腕を離した。元に戻り、楽しげに椅子の上で跳ねている。


「では明日から訓練です」


「リーラを殺したらね、次は隊長さんを殺すからねっ！」


「勝手にどうぞ」


　リディアは監かん房ぼうに戻された。ルーシーが、半分諦あきらめた様子で訊きく。


「宮間様、今の殺人鬼も……」


「当然合格です」


　くだらないことを訊くな、と彼女は呟いた。


　また別のメイドが連れてこられる。


　今度の女の子はよく顔が分からなかった。というのも、うつむいていて見えないのだ。刑務官によって座らされてからも変わらなかった。


「顔を上げてください」


　夕菜が言う。


「…………」


「上げて」


　びくっと肩が動き、恐る恐る顔が動いた。


　実に気が弱そうな少女だった。エーファもそうだったが、この娘は度を超こしている。視し線せんが定さだまっておらず、たまに夕菜を見ると涙なみだが一気に溢あふれる。メイドどころか普通の社会生活もどうなんだ、というタイプだった。


「名前はサリア・ノイビル。元一等兵ワードメイド。国籍はドイツ」


「…………」


「違うんですか？」


「ご……ごめんなさいっ！」


　不ふ意いにサリアは泣き出した。


「すみませっ、ごめんなさいっ！　もうやめてください、わたしが悪いんです!!」


　手錠をしたまま、なにかから逃れるように頭を抱えて泣き出した。アルマジロのように身体を丸くしたのは、明らかに防ぼう衛えい反はん応のうだ。


　夕菜は落ち着かせようと、声のトーンを変えた。


「どうしたんです。ここは安全ですから」


「なんでもします。なんでもしますから！」


「座り直してくれませんか？」


「助けてください！」


　聞く耳を持っていなかった。この場から逃れようと、縮ちぢこまるばかりだ。ルーシーも呆れていた。


「宮間様、彼女はちょっと……メイドとしては」


　夕菜は答えず、書類をぱらぱらめくった。


　ルーシーは刑務官に目をやる。


「彼女はなにか罪を犯おかしたのか？」


「メイド法廷の記録では、サリアの罪状は暴行及び殺人未み遂すいとなっています」


「本当に？」


「記録に間違いはありません。法廷では、同どう僚りよう及び上官から、度たび重かさなるいじめを受けたため、やむを得ず反はん抗こうしたと主張しております」


「有罪判決が出ているな」


「手口があまりに……残ざん酷こくすぎましたので」


　夕菜は二人の会話を聞き流していた。じっとサリアを眺めている。


　彼女はまだ、がたがた震ふるえていた。


「ねえ、サリア」


　夕菜は優しげに、慈じ母ぼのように語りかけた。


「サリアは部隊で、罪つみを犯しましたね」


「ひ……やっ、やめてください」


「なんでそんなことをしたのか、あなたは分かってますよね？」


「やっ……嫌です……」


「いじめられたからですか？」


「は……はい」


「こっちを見て」


　夕菜の言葉に、サリアはおどおどと目を向ける。まだ瞳には涙が溜たまっていた。


「姓がノイビル……姉妹しまいにエーファがいませんか？」


「い……います。エーファは、妹です……」


「わたしもエーファは知っています。あの娘も、気弱で、なにかに怯おびえているようでした」


　トイレに置き去りにしたメイドのことを思い出す。今ごろはシンシアの部下によって救出されているだろう。ただしリーラのもとに帰されることはなく、監視下に置かれる。


「ひっく……ひっく……」


「エーファもよく泣いていました。あの性格ですからね。でもサリア、あなたは別です」


　夕菜は淡たん々たんと言葉を紡いだ。


「あなたの目には別の色がある。殺意です。あなたは気が弱くておどおどしているんじゃない。その方が獲え物ものが寄ってくるからです。あなたは身体を小さくして、なにも知らない犠ぎ牲せい者しやが近寄ってくるのを待っているんです。そうしてトゲのついた腕うでを広げて包つつみ込んでしまう。食虫植物のように」


「…………」


　サリアは変わらず震えていたが、夕菜の台詞せりふを聞くにつれ、止まりつつあった。


「初めてわたしを見た瞬間、値ね踏ぶみをしましたね。『この女はどこまで分かるのか』確認しようとした。それから泣き叫さけんだ。違いますか？」


　無言だが、小柄な身体がぴくりとする。


「でもわたしには通用しません。あなたの演えん技ぎ力りよくなんて凜りんさんの料理以下です。今でもわたしを殺そうとしたいですか」


　サリアの身体が無言で跳はねた。


　夕菜に飛びかかり、引き倒そうとする。いつの間にか手錠は外れ、針はり金がねと、カミソリが手の中にあった。


「殺してやる！」


　夕菜は落ち着いてかわすと、サリアの喉のど元もとを摑つかみ、無む理り矢や理り椅子に落とした。


「結構、合格です」


　くすりと笑う。


「リーラたちにその力を発はつ揮きすることを求めます」


　退たい出しゆつさせるよう刑務官に合図。サリアは両腕を抱えられ、「殺してやる、絶対に殺してやる！」と絶ぜつ叫きようしながら連れ去られていった。


　夕菜はルーシーに笑いかけた。


「いい人材が揃そろってます」


「……ご冗談を」


「本気です。手早くいきますか。前科の多いもの、重罪犯、精神的な疾しつ患かんがあるものから連れてきてください」


「…………」


「いいですかルーシー。相手はリーラです。あの悪党と戦うには、それ以上の悪党になるしかないんです」


　ルーシーの顔は蒼そう白はくであり、パニックになっているようであった。


「……理解の範はん疇ちゆう外がいにあります」


「いいです。納得してもらおうとは思いませんから。でもあなたもここで戦うんです。忘れないでください」


　ルーシーはなにも言わなかった。きっとシンシアにどう報告するかで迷まよっているのだろう。


　それでも構わない。あのイギリスメイドが混乱するのもそれはそれで笑える話。いずれもっと凄い、腰こしが抜けるようなことをしてやるんですからと、夕菜は思っていた。





　　　　◯





　翌日。ＭＭＭの演えん習しゆう場じよう。


　起き伏ふくに富とんだ地形に、カンプグルッペ・ユウナ所属のメイドたちが、うごめいていた。


　見かけは普通である。階かい級きゆう章しよう兼けん用ようのカチューシャに、白のエプロン。いつものスカート姿。これでお盆ぼんでも持たせたら立りつ派ぱなＭＭＭのメイドだが、今は違っていた。


　服の前面は泥どろだらけ、手足は傷だらけ。滝たきのように汗あせをかき、しかも疲ひ労ろうでくたくたであった。


　そして頭上では、夕菜の放はなった精霊たちが、しきりに飛び回っていた。


　ときおりその精霊たちから、レーザーのようなものが発射される。


「きゃあっ！」


「ひいっ！」


　あちこちから悲鳴があがる。これは魔法を使った実じつ弾だん訓くん練れんなのであった。


　自立した、独自の判断力をもたせる特別な魔法である。光の球だったり鳥の姿を模もしたりしているが、メイドを発見するたびに攻撃することだけは共通していた。


　大がかりな爆発音。メイドの一人が吹っ飛んだ。待機していた救きゆう護ご班はんが、担たん架かをもって駆けつける。


「宮間様！」


　爆発に負けないよう、ルーシーが怒ど鳴なっていた。


「危険すぎます。ただちに訓練を中止すべきです！」


「訓練には実弾が一番です。刑務所でなまった身体に、色々思い出させてあげます」


「戦闘における魔法の使用は、ハーグ陸戦法規によって禁きん止しされており……」


「紙切れはなにが書いてあろうと紙切れです」


　救護班がメイドを乗せて戻ってきた。そのまま赤十字のマークがついたテントに運ばれていく。


「今の怪我人は、全員刑務所に戻してください。使えません」


「これでは全員が……」


「生き残れるものは、優ゆう秀しゆうな殺人者となります」


　夕菜は説明しながら頭を傾かたむけた。その空間を、こぶし大の石が通りすぎていく。結構な大きさだ。直ちよく撃げきしたら、骨こつ折せつは免まぬがれない。


　投げたメイドに視線を飛ばす。


「サリア。次わたしを狙ったら、実物を使った地じ雷らい処しよ理り訓くん練れんをやらせますよ」


　エーファの姉は露ろ骨こつに舌打ちして、訓練に戻もどる。


　夕菜は手でメガホンを作った。


「さあ、あと五回です。終わった班から休きゆう憩けいにします！」





　演習場に張られたテント。そこが現在のところカンプグルッペ・ユウナの本部であった。簡かん素そなテーブルに椅い子す。ティーセットが置いてあるのがメイドらしいが、肝かん心じんの隊長はそんなものに一いち瞥べつもくれず、もっぱら地図を熱心に眺めていた。


　ところどころに赤あか鉛えん筆ぴつで丸をつける。これはリーラたち第五装甲猟兵パンツアーイエーガー侍女中隊メートヒエンカンパニーの駐ちゆう屯とん地ちを確認しているのであった。


「ごめんよ」


　テント内にレオニーが入ってきた。ルーシーが眉をひそめる。


「入る前に許可を取れ」
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　夕菜は赤鉛筆を、ちょっと持ち上げた。


「構かまいません。なんですか」


　レオニーは敬けい礼れいもせず、


「連中を宿舎に戻した。泥だらけなんでシャワーを使わせている」


「清せい潔けつな服とタオルの支し給きゆうを」


「やっとく。あと、連中が酒と男と女が欲しいとわめいてる。黙らせたが、できればなんか約束してやりたいんだよな」


「お酒は分かりますが……女？」


「アル中が四人、淫いん売ばいが五人、レズが三人いる。ヤク中と病気持ちは刑務所に戻した」


「戦せん闘とうが終わったら、好きにしろと言ってやってください。料金と責任は第二装甲猟兵パンツアーイエーガー侍女中隊メートヒエンカンパニーが持ちます」


　レオニーは、へえっという顔をした。


「シンシア大尉ハウスキーパーが？　あのお堅い中隊がよくそんなことするな」


「わたしはあの大尉ハウスキーパーさんから全ぜん権けんを委い任にんされています。心配なく」


　レオニーは「そりゃ凄い」と敬礼すると、飛び出していった。聞いていたルーシーは、文字通り泡あわを食った。


「なんてことをするのです!?」


「シンシアに伝えておいてください」


「許されません。メイドとして恥ずべきことです。ただでさえ素行に問題があるのに、男や女などと……」


　夕菜は立て続けに述べられる抗こう議ぎを、まるで意に介していなかった。


「わたしは部隊のみんなに、たっぷり甘い汁しるを吸すわせるつもりです。欲望は人間にエネルギーを与えます。メイドとして恥ずかしいなんて、知ったこっちゃありません。必要なのは欲と血です！」


「ですが……」


「リーラに負けてもいいんですか!?」


　ただならぬ迫力に、ルーシーはたじろいでいた。それほど夕菜の感情には凄すさまじいものがあった。


「これ以上、わたしのやり方に異い論ろんを挟はさむことは禁止します。いいですね」


　彼女は議論に蓋ふたをして終わらせると、再び地図に向き直った。


　リーラたちの居場所は、以前襲しゆう撃げきしたところからは移動していた。ここから車で二時間ほどである。和樹のための施設でもあるので、こんな硝しよう煙えん臭い場所ではなく、一帯はもっと閑かん静せいであった。


　地形と建物の位置関係を、それこそ舐なめるようにして観察していく。


　唇くちびるに指を当てた。よく考えられている。屋や敷しきを中心に部隊の配置は洗せん練れんされており、どこから攻撃されても支し援えん部隊による援えん護ごと予備部隊による救きゆう援えんが可能になっていた。さすがリーラ、敵ながらあっぱれであった。


「……重じゆう砲ほうの支援が欲しいところです。本当にリーラを倒すのなら、核かく攻こう撃げきも視し野やに入れておくべきなんですが」


　ルーシーは無言であったが、呆れているようでもある。


「ないものねだりをしてもしょうがありません。できるところからやっていきましょう」


　夕菜はルーシーを手招きした。


「これからわたしが言うものを手配してください。まずは……」


　ルーシーは手早くメモを取っていった。時々渋しぶい顔をする。


「どうしました？」


「こんなに必要なのですか？　シンシア大尉ハウスキーパーが想そう定ていしたのよりも、かなり規模が大きいのですが」


「ええ。十分な火力こそが勝利への近道です」


「戦車はどうかと……」


「訓練名めい目もくで借かりてくればいいんです。急いでください」





　　　　◯





　夕菜たちの演習場から車で二時間。和樹のいる通称『モルトケハウス』。


　ここは元来、ＭＭＭの見学に来た各国の要人に、お手軽に奉ほう仕しされる気分を味わってもらうための施設である。いわばモデルハウスの一種であった。モルトケハウスというネーミングは、かつてのホーエンツォレルン王家の守り神、ヘルムート・フォン・モルトケの家を模もしたからである。


　和樹はそこで、真のご主人様になるべく特とつ訓くんを受けていた。


「では式森様、次は食事の作さ法ほうです」


　リーラが言った。和樹は高価そうな椅子に座らされている。テーブルには温あたためられた皿さらとヒラメのムニエルが乗っていた。


「ナイフは右手にお持ちください。ナイフの背と腕うでのラインは一直線になるより、手首で曲がっているとスマートに見えます」


　言われたとおり、手首を曲げる。


「結構です。ただイギリスの保ほ守しゆ的な貴き族ぞく層そうには、堅かた苦くるしいことを美び徳とくと捉とらえる方も多いので注意なさってください」


　面倒だなあと和樹は思った。ここに連れてこられてから、礼れい儀ぎだ作法だと立て続けに仕込まれている。学校の授業よりは面白いが、格かく式しき張ばったことに息苦しさを感じるのは否めない。


　リーラが微笑ほほえむ。


「式森様、今ここで作法を覚えておきますと、将しよう来らい必ず役に立ちます。女性をエスコートするときに尊そん敬けいされます」


「そんな機会があるかどうかも分かんないんだけど」


「いえ、必ず女性と行動を共にすることがございます。男性の運命とはそういうものです」


　へえ、と思う。相手が誰かが重要な気もするが。


「女性といえば、夕菜がどこにいるか、知らない？」


「は……」


「なんか玖里子さんが、日本にいなくなったって電話をかけてきたんだけど」


「それは……」


　リーラがためらう素そ振ぶりを見せたので、和樹はぴんときた。


「いたの？」


　銀髪のメイドは珍めずらしく逡しゆん巡じゆんしていたが、やがて答えた。


「……こちらにお見えになりました」


「やっぱり。どこに？」


「今はもう、お帰りになってるはずです」


「帰った？　日本に？」


「はい。式森様がお忙しいことをお伝えしたところ、多少の誤ご解かいはございましたが、お戻もどりになられることを承しよう諾だくしていただきました」


　もって回った言い回しに、和樹は不安を抱いだいた。


「……夕菜がすぐ帰ったりする？」


「きちんとお帰りになられているかと」


「そうかなあ」


　夕菜の性格から言って、リーラの説得を聞き入れたというのも変だし、そもそも平和的に話をしたとも思えない。一ひと騒そう動どうあったのではなかろうか。


「まだいるんじゃない？」


「我が中隊のものが付つき添そっておりますので、すでに空くう港こうに到とう着ちやくしたと思います」


「んー……」


　このあたり、さすが和樹の方が分かっていた。見かけこそ天てん真しん爛らん漫まんな美少女だが、一ひと皮かわ剝むけばプレデターもびっくりの戦士なのだ。


「ま、リーラの言うことを信じるけど」


　和樹はナイフとフォークを皿に置いた。


「もし夕菜がいたら、僕のところに連れてきてね」


「それは……」


「その方が夕菜も落ち着くから」


「式森様、危険です」


　とリーラ。


「宮間様はその……わたしたちを相手にするときは、いつも興こう奮ふんしておられます。もし式森様が巻まき添ぞえになってしまっては、わたしたちは一生後こう悔かいしながら生き続けることになってしまいます」


「平気だよ」


「腹はらを立てた宮間様がなにをするか、想像もつかないのです。どうか」


「極きよく端たんだよ、それ」


「式森様、どうかお考え直しください。わたしはあとで臍ほぞを噬かむより、ここで心配しすぎと言われたいのです」


　銀髪メイドの説得は熱ねつを帯びていた。和樹は見られないように、そっとため息をつく。


「分かったよ」


「ありがとうございます」


　リーラはほっとしていた。


「その代わり、夕菜がきたら待つように言って。日本へは一緒に帰るから」


「は……」


　虚きよを突つかれたか、戸と惑まどうリーラ。


「僕と同じところにいなければいいんだろう。ここでは会わないようにするよ。でも二人で帰国はする。いいよね」


「……しかし」


「それくらいはいいだろう」


　言われた彼女は、わずかに目を伏せた。ため息はつかない。


「かしこまりました。宮間様にお伝えします」


「ありがとう」


「お食事をお続けください。次はデザートです」


　リーラは側にいたメイドに「あとはお前が」と命じると、一礼して退出した。





　リーラは廊ろう下かに出ると、待機していたメイドを招まねき寄よせた。


「ヨハンナ、エーファから連れん絡らくは？」


　実直そうなメイドが敬けい礼れいする。


「ありません。つい先ほど、二度目の連絡を入れましたが、コールバックもありませんでした」


「彼女は道に迷うぞ」


「近所のスーパー、レストラン、アクセサリーショップにも確認してみましたが、似にた人物は目もく撃げきされておりません」


「他に心当たりは？」


「ＭＭＭの他の訓練施設に行ってしまった可能性があると思います。しかしそうなったら、むしろ連絡があるはずですので……」


　リーラは少し考え、携けい帯たい式しきの無線機のスイッチを入れた。


「ネリー、聞こえるか？」


（感度良好です）


　スピーカーを通したせいか、変へん調ちよう気ぎ味みの声がした。


「訓練状況はどうか」


（フェーズ３まで完了しました。勝しよう負ぶ度ど胸きようはついたはずです）


「そこで切り上げろ。エーファが行方不明だ。小隊を率ひきいて捜そう索さく。エリアは訓練施設一帯」


（施設内ですか？）


「建物内もだ。全て」


（了解）


　スイッチを切る。ヨハンナに向き直った。


「モルトケハウスにいる人員は？」


「休きゆう暇かを取っている隊員以外は、全て通常配備です」


「デフコンを上げる。第二戦闘態勢。休暇中のメイドを呼び戻せ」


　ヨハンナは再び敬礼しつつ、


「敵が来ると？」


「念のためだ。心配しすぎだといいがな」


　リーラは答える。


　ヨハンナは駆けだした。その姿を見ながら彼女は、そうは言ってもまず間違いなく夕菜は来るだろうと思っていた。





　　　　◯





　夕菜はうさんくさげに眼前の物体を見上げた。


　そこにあるのは、平べったい戦車であった。デザートイエローに塗ぬられ、箱を上から押しつぶしたような形状をしている。もちろん戦車なので完全にぺたんこではないが、どう贔ひい屓き目めに見てもカメムシみたいな印象であった。


「これ、クルセイダーですよね」


　彼女は装そう甲こう板ばんをこんこん叩たたきながら言う。クルセイダーとはこの戦車の名称で、戦争中に英軍で使われていた。


「なんでこんな骨こつ董とう品ひんが？」


「スコットランドの貴族が保ほ管かんしていたものを譲ゆずり受けました。物持ちのいい方です」


　ルーシーが返事をした。


「確かに戦車が欲しいとは言いましたけど、もっとマシなのはなかったんですか」


「英国製品は全てにおいて頑がん丈じようです。何十年経たっても元のように使用できます」


　当然のようにルーシーは答えた。あとで確認したところによると、彼女はロンドンの家具屋の娘であり、自国製品に信しん仰こうを抱いだいているとのことであった。


「ちゃんと撃うてるんでしょうね」


「整備は完全です」


「相手はリーラです。死体が再生するかもしれません。火か炎えん放ほう射しや戦車も欲しかったんですけど」


「当訓練所には置いていませんので」


「乗員は？」


「戦車だけです。借りられませんでした」


「ふん……」


　夕菜は鼻を鳴らす。へたに損そん害がいが出て問題になったらたまらないので、わざと人間は連れてこなかったんだろうと想像した。新型ではなくドのつく旧式を持ってきたところを見ても、第二装甲猟兵パンツアーイエーガー侍女中隊メートヒエンカンパニーとの関係は、極きよく力りよく薄うすくしようとしている。


　ま、戦えればどうでもいいんですけど、と夕菜は思った。


　彼女は振り向いて大声を出す。


「レオニー！　戦車の操そう縦じゆうができる娘こはいますか!?」


　ミネラルウォーターをラッパ飲みしていたメイドが返事をした。


「あー、いるな。上官をひき殺そうとして有ゆう罪ざいになったやつがいたぜ」


「連れてきてください」


　しばらくしてから、レオニーがそばかすだらけのメイドを連れてきた。レーマという名前らしい。


「これを動かせますか？」


　返事なし。目の前のメイドは、きょとんとしていた。


「聞こえましたか？」


「隊長、レーマはウズベク人だ。ウズベク語しか話せねえ」


「はあ？　わたしはロシア語だって無理ですよ」


「任まかせな。あたしはこう見えても、十三か国語いけるぜ」


　レオニーは、夕菜には全く意味不明の言語を喋しやべり出した。そばかすのメイドは何度かうなずくと機き関かん銃じゆうのように喋り出す。


「……まっすぐしか走らせられねえってよ。曲がれないから上官をひき殺しかけたらしい。それでもいいかって」


「直進ができるなら、左右もできるでしょう」


「国じゃ機き関かん車しやの運転手だったんだそうだ。レールの上以外は自信がねえって」


「……走れば文もん句くはない、と伝えてください。腕うで前まえに期待してると」


　レオニーが通訳する。レーマは喜び、また立て続けに喋った。


「隊長、あんたは統とう率そつ力りよくがある。ウズベキスタンに行けばすぐに、立りつ派ぱな羊飼いになれるってさ」


「……光栄ですね」


　元犯罪者集団を率ひきいているのだから似たようなものだ。羊毛が取れないので羊よりだいぶ劣おとるが、銃を持たせればそこそこいけるはず。


「整せい備び員いんに言って、一時間で戦車に手すりをつけさせてください。出撃準備」


「男漁あさりてえって騒いでるのが、まだいるけど」


「銃を突きつけていうこと聞かせなさい。あと全員にウォトカ半リットルの配はい給きゆうを」


　またルーシーが目を丸くした。


「酒なぞ必要ないはずです！」


「アルコールは恐怖を減げん衰すいさせるんです。突とつ撃げき前に飲ませます。戦闘前に泥でい酔すいしなければ文もん句くはありません」


　旧ソ連軍の指揮官並の割り切り方であった。英国式厳げん格かくさで鳴らす第二装甲猟兵侍パンツアーイエーガーメート女中隊ヒエンカンパニーの出身者には、きっと理解できないであろう。もちろん夕菜は、そんなことに頓とん着ちやくはしない。


　彼女は地図を広げようとして、一方後ろに下がった。空気を切り裂さく音がして、地面に弾だん丸がんが着弾する。


　無言でエンフィールド小銃を取り上げると、右斜め前方の樅もみの木に向かって発はつ砲ぽうする。


　なにやら叫さけび声がして、メイド服が落っこちた。


「ルーシー、サリアを連れてきてください。死んでません。どうせ打ち身だけです」


「メイド軍ぐん法ぽう会かい議ぎにかけますか」


「そんな面倒くさいことなんかしません。偵てい察さつ班はんに編入します」


　それから付け加える。


「あなたも」


　ルーシーは驚きよう愕がくしていた。


「……私も？」


「そうです。志し願がんご苦労様」


　平然と、夕菜は言い放った。





　夕菜は数名の偵察班を編制した。攻撃前に敵てき情じようをうかがうのは戦闘前の常識である。こんなことは知らなかったのだが、リーラたちと戦っているうちに、自然と身についたのだ。


　和樹がとらわれているモルトケハウスまでは、車で行った。排はい気き音おんで気づかれる可能性を考こう慮りよし、途中からは徒と歩ほ。


　モルトケハウスは、軽かる井い沢ざわを彷ほう彿ふつとさせる林の中に、ぽつんと建たっていた。


「止まるの！」


　いくらも接近しないうちに、リディアが言った。


「誰かいるの！　気け配はいがする！」


　モルトケハウスまでは一本道で、特に人影はない。


「信じましょう。全員、腰こしを低く」


　双そう眼がん鏡きようを眼に当てる。ゆっくりと左右を確認した。


　草むらと木立の影かげが、わずかだが不自然に動いていた。


「……歩ほ哨しようですね」


　検けん問もんのように、堂々と姿を現わしていなかった。身を隠している。


「攻撃を警けい戒かい中……ですか」


　双眼鏡を下おろした。しばし考え込む。


「リディア」


「なに、隊長さん」


「あの歩哨を捕らえてこられますか」


「殺していいの？」


「駄だ目めです。無傷で」


　フランス人形みたいな少女が、頰ほおを膨ふくらませる。


「できるけど、つまんない」


「やって」


「やだ」


　夕菜は睨にらむと、前を見たまま言う。


「サリア。わたしの首に突きつけたナイフを外しなさい。あなたもリディアと一緒に、メイドを捕らえてきなさい」


　真後ろにいた、一見気弱そうなメイドは、大型のナイフをひと舐なめすると鞘さやに収める。ルーシーが言った。


「宮間様、このものたちでは無意味に死体が増えてしまい……」


「あなたが指し揮きするんです、ルーシー」


　夕菜はコルト・ガバメント自じ動どう拳けん銃じゆうをちらつかせる。


「捕ほ虜りよが死んだり、重傷を負おったらあなたの責任です。さあ、早くいきなさい。こちらのことに気づかれないように」


　ルーシーは夕菜に、なにやら知らない言語を浴あびせる。恐らくケルトの言葉で罵ののしったのだろう。憤ふん然ぜんとしながら二人を率いていく。


　三人は途中で匍ほ匐ふく前ぜん進しんに変わった。夕菜はまた双眼鏡で観察する。


　レンズの中では、リディアが嬉き々きとして銃を撃とうとするのを、ルーシーが懸命に止めていた。歩哨の位置には変化がない。


　やがて。


　木の影が不自然な動きをした。草むらもがさがさうごめくのが分かる。かすかに悲鳴も伝わってきた。


　待つことしばし、ルーシーたちは気絶したメイドを二人運んできた。夕菜は横目で確認。


「生きてますね」


「ええ……」


　ルーシーは肩で息をしていた。


「リディアが切きり刻きざもうとするので、止めるのが大変でした。サリアは今のところ、宮間様を殺すまでは他人に興味がないそうです」


「そうですか」


　夕菜は気絶したメイドを見下ろした。顔に覚えがない。日本にはいなかった面子めんつだ。ベルギーで訓練をしていたというから、そこの補ほ充じゆう兵へいだろう。


「あー、この娘知ってる！」


　リディアが、縁ふちを研といで刃やいばにしたスコップを持ちながら言う。


「学校で一緒だったの。席が隣だったの」


「あら」


「リディアのことを教官に告げ口したの。だから爆薬で一緒に吹っ飛ばそうとしたの！」


「ちょうどいいですね。このメイドの尋じん問もんはリディアに任せます」


「わーい。拷ごう問もんしていい？　刃物は？　電気は？」


「拷問をちらつかせて脅おどすのはいいですが、実際にやっちゃ駄目です」


「つまんなーい」


　むー、と不満そうな顔をする。


「言うことを聞かないと、リーラを殺させてあげませんよ」


「……分かった」


　リディアは不ふ承しよう不ぶ承しようであったが、うなずいた。


　夕菜はそれを確認すると、一同に命じた。


「引き返します。捕虜を尋問してから出撃です」





　　　　◯





　リーラは、モルトケハウス内の司令部にいた。メイド用の待機部屋が改かい造ぞうされており、大きな机と無む線せん設せつ備びが運はこび込まれている。さきほどからその無線機を使って、連絡を取っていた。


「……ネリー、どこにも見つからないのだな？」


（はい。エーファを目撃したものはいません）


　黒い予感が胸の内をかすめた。ただし態たい度どには表わさない。ここで動どう揺ようしては、部下にも伝でん染せんすることになる。


（ただ……）


「なんだ」


（一つだけ、どうしても確認しきれない施設がありました。管かん理りしている部隊が聞き分けなくて）


「どこだ、その分からず屋は」


（第二装甲猟兵パンツアーイエーガー侍女中隊メートヒエンカンパニーです）


「……シンシアがここに？」


（シンシア大尉ハウスキーパーの姿は見えませんでしたが、イギリスで見たことのある顔がいました）


「分かった。何人か残して、そこに潜入させろ。エーファを発見したら手出しせず連絡。わたしが本部を通じて抗こう議ぎする。ネリーは部隊をまとめて戻ってこい」


　スイッチを切る。指を唇くちびるに当てて、しばらく黙もつ考こう。


　第二装甲猟兵パンツアーイエーガー侍女中隊メートヒエンカンパニーは元来イギリス駐ちゆう屯とんであり、滅めつ多たな用事でもない限りドイツの訓練施設にまで出張ってこない。あそこの中隊は自前の城を持っているのだ。それが少人数とはいえいるのだから、なにかあると考えた方がいい。


　予想以上に大きなことになる気がした。ブランデンブルク部隊を撃げき退たいしたが、まだ反主流派は諦あきらめていない。そして第二装甲猟兵パンツアーイエーガー侍女中隊メートヒエンカンパニーは、反主流派に属しているのだ。


「宮間様……利用されているのか」


　リーラは部下に命じた。


「戦闘配置！　敵が来るぞ。警けい戒かいを二十四時間態たい勢せいに移行！」


　そこに、ヘッドセットを耳に付けたメイドが報告する。


「大尉ハウスキーパー、ポイントＣの歩哨から定時連絡がありません」


「ルイーゼの小隊から人を出して確認させろ」


「了解」


「ヨハンナ。いざというときのためだ。式森様に脱だつ出しゆつの準備を」


「はい。ですが、式森様は宮間様に会いたがるかもしれません」


「まだ宮間様のことは話すな。ただお願いすればいい」


　ヨハンナは敬礼して走り出す。


　リーラは再び部下に告げた。


「小隊長を集めろ。戦闘開始だ」





　　　　◯





　鈍にぶい排気音が響き、黒い煙が立ちのぼる。クルセイダー戦車のリバティエンジンは見かけと同様に古かったが、まだ元気であった。


　砲塔の周囲には、鉄てつ棒ぼうが溶よう接せつされ、手すりになっていた。簡かん素そな足場もある。ここに武装したメイドが乗るのだ。


「戦車跨乗歩兵タンクデサント……」


　ルーシーが呆れた声を出す。夕菜は当たり前のように、


「前にやったことがあります」


「ＭＭＭのドクトリンではありません。砲撃にこれほど弱いものはありません」


「わたしはＭＭＭに所属じゃありませんから」


　そう言って、文句を封ふうじる。リーラを倒すためなら、なんであろうと利用するつもりであった。


　カンプグルッペ・ユウナは、モルトケハウスから林を挟はさんだ反対側に布ふ陣じんしていた。ここなら多少物音を立てても気づかれない。道路沿いの進撃ではなく、林と草地を横切って進むつもりであった。


　レオニーが小走りにやってくる。


「隊長、捕虜が吐いたぜ」


「どうでした」


「当初と配置が変わっている。予備が呼び寄せられるみたいだな。偵察小隊らしいんだが」


「セレンの部隊です。面倒ですね」


「だけど、列車移動してくるみたいなんだ。まだ時間がかかるんじゃねえかな」


「なら先手を取りましょう」


「捕虜のメイドはどうする」


「納な屋やにでも放り込んでおいてください。ああ、リディアみたいな殺さつ人じん狂きようは近づけないように」


「あいよ」


　行きかけたレオニーを夕菜は呼び止めた。


「あ、待ってください。エーファってメイドが捕虜になっているはずです」


「誰だそりゃ」


「シンシアの部下が見張っているはずなんです。ここまで連れてきてください」


「いいの？」


　聞いていたルーシーが「勝手な真似は……」と文句を言うも、夕菜は無視した。


「いいです。文句を言うなら銃でも突きつけちゃってください」


「分かった。手の空あいてるやつにやらせる」


　そして夕菜は即そく座ざの準じゆん備びを命じた。


　カンプグルッペ・ユウナは主な移動にトラックを使っている。本来なら装そう軌き車両による攻撃が望のぞましいのだが、そこまで用意はできないとはねつけられたのだ。そのため戦車は一両きりである。


　これだけだと第五装甲猟兵パンツアーイエーガー侍女中隊メートヒエンカンパニーと戦うのは骨ほねだが、その代わり個人携けい行こう火か器きだけはうなるほどあった。


　夕菜は「武器も弾だん薬やくも、持てるだけ持ちなさい」と言うと、自分はシモノフＰＴＲＳ１９４１対戦車ライフルを担かついだ。たとえ象ぞう狩がりに使うとしても、オーバーキルな代しろ物ものだ。


　元犯罪者のメイドたちをトラックに乗せる。自分はクルセイダー戦車のエンジンルームに飛び乗った。


「レオニーも来てください」


「げー、あたしもかよ」


「通つう訳やくがいなければ困ります」


　レオニーはぶつぶついいながら、ＰＰｓｈペイペイシヤー１９４１サブマシンガンを持って戦車に登る。サリアとリディア、当然ルーシーも戦車跨乗歩兵タンクデサントをやらされた。


　排気音がひときわ高くなる。夕菜はメイドたちを見回した。


「これから、リーラたちに攻撃をかけます。容よう赦しやする必要はありません。全てを打ち倒して、和樹さんを救うんです！」


　ひときわ声を張り上げる。


「敵陣に真っ先にたどり着いたメイドには、特とく別べつ休きゆう暇かと臨りん時じボーナスを支し給きゆうします！」


　おおーっ、と歓かん声せいが上がる。


　彼女は対戦車ライフルを振り回した。


「前進！」





　　　　◯





　リーラのいる司令室に、伝令のメイドが飛び込んできた。


「監かん視し哨しようから連絡がありました。南西方向に土つち煙けむり。エンジン音多数」


「来たか」


　銀髪のメイドは呟く。地図を前にして腕を組んだ。


「メイドたちを塹ざん壕ごうに入れろ。発砲は各小隊長の任意だが、十分引きつけろ」


「はっ」


　伝令は敬礼すると、慌ただしく部屋を出て行った。


「ヨハンナ」


「はい」


「セレンとネリーの小隊はどうしてる？」


「セレン中尉ハウスメイドの偵察小隊は、もうまもなく到着するはずです。ネリー少尉パーラーメイドの第一小隊は東方向から合流する手はずになっております」


「ネリーに連絡。合流方向を変更させろ。国道３２１号経けい由ゆで、南西に進出」


「は……それでは一時的に連絡が途切れる可能性も」


「構わない。ネリーならきちんとやるだろう。……式森様はどうされている」


「まだ自室におられます」


「お会いするか」


　リーラはなおもいくつか指示をすると、早足で司令室を出た。





　和樹の居室は、モルトケハウスの二階、一番奥まった部屋にあった。ここはなるべく騒音がこないところ、なにより脱出のしやすさを考こう慮りよされている。


　リーラは入る前に衣服を整えると、軽く息を吸すってノックした。


「失礼します」


　和樹はベッドに腰かけていた。雑ざつ誌しを読んでいる。ただ、独語なので、グラビアを眺めているだけだろう。


　もし時間があるのなら、翻ほん訳やくして差し上げるのだが、とリーラは思っていた。


「式森様……」


「ん？」


「ヨハンナからお聞きになられたでしょうか。その、ここからの……」


「あー、脱出がどうのってやつ？」


「はい」


　和樹は苦笑いしていた。


「やっぱり夕菜が来るんだね」


　噓うそをついても仕方がなかった。リーラは頭を下げることで、肯こう定ていの返事代わりにした。


「逃げちゃまずいだろ」


「いえ。決して不名誉なことではありません。むしろ式森様が無事でいられるからこそ、我々は全力で戦えます」


「いやいや。それじゃ夕菜といつまでも戦うことになるじゃない」


「望のぞむところです」


「僕が良くないよ。百年戦争じゃないんだから、そこまでやることはないって」


「ですが……」


「だからさ、僕がここにいれば夕菜もそう激しく攻撃はしないし、なんなら前に出てもいいよ。戦闘を終わらせるためなら、なんでもするから。その方が、リーラたちも夕菜も、怪け我がなしですむじゃない」


　お優しい方だ、とリーラは思った。メイドたちの身体も気き遣づかってくれている。敵（リーラ視点で）にも情なさけをかけられるとは。こういう方こそ、尽つくしがいがあるというものだ。


　しかし彼女としては、なおのこと和樹に怪我をさせるわけにはいかなかった。まして前線に出るなどとは、どう考えてもあり得ない。


「式森様にご足労をおかけするわけにはまいりません」


「でもさ……」


「いえ、わたしたちだけで、どうにでもなります」


「だって夕菜だよ。リーラの言うことなんか、絶対に聞かないから」


　それはそうだろう。色んな意味で夕菜の意志は強きよう靭じんだ。メイドなんぞがなにを言おうと「たわごと」で片付けるに違いない。だからこそリーラも、初めから戦闘するつもりでいたのだ。


「重々承しよう知ちしております。ここはお任せを。いずれ式森様が宮間様と一緒に帰国できるようとりはからいます」


「ならいいんだけど……」


　和樹は少ししてから、口を開く。


「じゃあ、約束してくれるかな。前にも言ったけど、夕菜を……」


「傷つけないように、ですね」


「うん」


「承知しました」


　リーラは再び頭を下げた。


「先祖と神に誓ちかいます」


「ありがとう」


　和樹はにこりとした。


「迷めい惑わくをかけるね」


「いえ……」


　リーラは和樹の笑顔を見た途と端たん、自分の頰が熱を持つのを感じていた。


「迷惑とかおっしゃらないでください。これもメイドの仕事のうちです」


　目を合わせないよう、かすかに下を向く。手で頰を押さえるのを我が慢まんした。


「式森様はただ命じてくださればよいのです。あとはこのリーラにお任せください」


「分かった」


「では、失礼いたします」


　スカートをちょんとつまんで足を折り、くるりと回転する。扉を抜けて退出した。


　彼女にしては珍しく後ろ手で扉を閉め、少し息を吐く。


「ふう……」


「中隊長？」


　不意に声をかけられる。内心の動揺を押し殺し、目の前を見る。


　エルゼ少尉パーラーメイドがいた。第三猟兵メイド小隊長である。予備部隊なので、屋や敷しき内に待機している。
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「具ぐ合あいでも？」


「なんでもない」


　リーラは背筋を伸ばす。


「なんだ」


「警けい戒かい線せんで接せつ敵てきしたとの報告です。軽い戦闘があったようですが、損そん害がいはありません。敵を何人か倒したとの報告もありますが」


「誤ご認にんだろうな。軽い戦闘でこっちに損害がないなら、相手も無傷だ」


「ベアートリクスもそう言ってました。警戒線の人員は下げさせましたが……」


「どうした」


「それきり、敵が攻撃してこないそうです」


「なに？」


　リーラは眉まゆをひそめた。


「宮間様は溢れんばかりの敢かん闘とう精せい神しんの持ち主だ。すぐにでも銃じゆう剣けん突とつ撃げきしてくるぞ」


「それが動かないそうです」


「……ふむ」


　彼女は一瞬だけ思し考こうを巡めぐらす。すぐに決けつ断だんした。


「よし。見に行ってみよう。エルゼは小隊を待機させておけ」


「了解しました」





　　　　◯





　夕菜はクルセイダー戦車の上から、声を張り上げていた。


「横隊を組みなさい！　横です、横！」


　少人数ごとに固まっていた元犯罪者のメイドたちが、戸惑いながらも横に広がっていく。まるで紐ひもを伸ばしたようになった。


「宮間様、なにをなさるつもりですか」


　ルーシーが疑問の声を上げる。


「これでは十九世紀のオーストリア軍です。どういう意味が……」


　夕菜は彼女を無視した。


「レオニー、さっきの戦闘の損害はありませんね」


「ゼロだ。腰を抜かしたのが一人いるだけ」


　背の高い金髪メイドが返事をした。戦車の上から手をかざし、確認している。


「どうも刑務所暮らしでなまってるようですね」


「そりゃそうだ」


　夕菜はにやりとし、


「すぐに目を覚まさせてあげます。戦車を少し後こう退たいさせてください」


　ガラガラ音を立て、クルセイダーはバックした。すぐに停車。


　彼女はシモノフ対戦車ライフルを構えた。


「総そう員いん傾けい注ちゆう！　見ての通り、前方には和樹さんが捕らわれている屋敷と、第五装甲猟兵パンツアーイエーガー侍女中隊メートヒエンカンパニーの陣地があります！」


　銃口を右から左へと動かす。


「我々の目的は敵を殲せん滅めつし、和樹さんを取り戻すこと。敵陣に真っ先に取りついたものには、さっきも言ったとおり特別休暇とボーナスです。ただし」


　夕菜はいっそう声を大きくした。


「臆病さを見せたり逃亡するものには、戦車砲をお見み舞まいします！」


　メイドたちがざわつく。そのために彼女は、歩兵の後ろに戦車という、常識に反した隊形にしたのであった。


「死にたくなければ前進しなさい！　同じ銃じゆう弾だんでも、前に進めば栄光が待ってます！」


「なっ……なんてことを！」


　ルーシーが顔を青くし、異い議ぎを申し立てた。


「これではまるで懲ちよう罰ばつ大だい隊たいです！　員数外とはいえ、曲がりなりにもＭＭＭの部隊なのですから、もっと常識的な方法を……！」


「これがわたしにとっての常識です」


　夕菜は平然と言った。


「これなら地じ雷らい原げんがあっても、被害を受けるのは前のメイドだけ、後続は無事に通過できます。一番効果的な手段を取ったまでです」


「……あなたはメイドではありません」


　ルーシーが首を振った。


「常識はずれだ」


「そうですよ。メイドじゃありません」


「シンシア大尉ハウスキーパーに報告します。一刻も早く、この狂った部隊を解散……」


「そうはさせません」


　夕菜が大根並の太さを持つ銃身を突きつけた。


「ルーシー、あなたもすでに、わたしの部隊の一員です。突撃班に編へん入にゆうしてあげます。英雄になれるチャンスですよ」


「馬鹿な……」


「リディア、ルーシーを一番先頭まで連れて行ってください」


　拳銃をもてあそんでいた少女が、ひょこっと顔を出す。


「リディアがやるの？」


「そうです。常に真後ろについていてください。逃げだそうとしたら、撃って構いません」


「やった！」


　リディアは跳び上がって喜んだ。


「ルーシーさん、早く行こう。ちょっとでも下がったりしたら、リディアが撃ってあげるからね！」


「わっ、私はシンシア大尉ハウスキーパー以外の命令など……」


「ここでリディアの好きにさせてもいいんですよ？」


　リディアは「それでもいーよー。やらせてー！」と叫んでいた。ルーシーは唇を嚙みしめる。


「……悪魔め……」


「リーラのような悪魔と戦うには、それ以上の悪魔にならないと駄目なんです。わたしの悪口なら、突撃の時にいくらでも叫さけびなさい」


　ルーシーはリディアの銃口に背中を突かれ、渋しぶ々しぶ前へ歩いていった。


　夕菜は全員配置についたことを確認すると、砲塔の上に仁王立ちした。


「あの屋敷を墜おとすまで、後退は禁止します！　振り返った人間には戦車砲をプレゼントです！」


　こうまで言われては、後ろを向くメイドはいなかった。全員緊きん張ちようで顔面が蒼そう白はくだったが、しっかりと前を見据えている。


　夕菜は指揮官用サーベル代わりの対戦車ライフルを振り下ろした。


「突撃チヤージ!!」





　　　　◯





　リーラは塹壕まで出で張ばると、軍用の双眼鏡で前方を確認していた。


　うっすらともやがかかっているが、横一列に並んだメイド服が見える。少し後方に戦車がいて、砲塔には見覚えのある少女がしきりとがなり立てていた。


「宮間様……よくもまあ」


　どうやってか引き返してきて、自前の部隊まで手に入れたらしい。不ふ屈くつの精神力には、さすがのリーラも感心するしかなかった。


「宮間様の部隊もメイドのようだな……」


「あの配置、まるで懲罰部隊です」


　ルイーゼ少尉パーラーメイドが呆れた。癖くせ毛げを特徴に持つ、狙そ撃げき兵へい上がりのスイス人将しよう校こうである。


「いかにもがらの悪そうな連中を揃そろえています。メイド刑務所で徴ちよう募ぼでもしたんでしょうか」


「あり得るな。訓練施設から編制しては、必ずわたしの耳に入る」


「練度はそれほど高くなさそうです。配置に手間取っているところを見ても、極きよく端たんな脅きよう威いにはならないでしょう」


「油断はできん。相手は宮間様だ。どのような手段を取っても、わたしたちを潰つぶそうとするはずだ」


　双眼鏡を戦車に向ける。夕菜が対戦車銃を構えていた。銃口を持ち上げ、振り下ろす。


　突撃の声が、ここまで届いた。


「来たぞ、しっかり狙え！」


　ルイーゼが部下に命じた。


「……撃てフアイア！」


　第五装甲猟兵パンツアーイエーガー侍女中隊メートヒエンカンパニーは、一いつ斉せいに発砲した。





　　　　◯





　一斉射撃にさらされ、メイドたちが前に倒れ込んだ。弾が当たったのではない。伏ふせたのだ。


　攻撃を受けた人間の本能としては正しいものだったが、もちろん夕菜は容赦しない。


「いつまでも寝てるんじゃありません！　まだ死体になるのは早いです！」


　それからクルセイダー戦車の砲塔ハッチを開けさせ、中に怒鳴る。


「四百メートル前方に榴りゆう弾だんを撃ちなさい！」


　なんだかんだ返事があり、クルセイダーは六ポンド砲を撃った。大きな土煙が上がる。


「あそこに向かって突とつ撃げきです！」


　半分やけくそになったメイドたちが起きあがり、喚かん声せいを上げて走っていく。


　四方八方から、第五装甲猟兵パンツアーイエーガー侍女中隊メートヒエンカンパニーは射しゃ撃げきしていた。夕菜が立っている砲塔周囲にも頻ひん繁ぱんに着弾する。将校、特に指揮官を狙うのは、古こ今こん東とう西ざいどの戦いでも常識だ。


　夕菜はまるで意に介さない。


「いまいましい連中ですね」


　むしろ慌てているのはレオニーである。砲塔を盾たてにして隠れていた。


「レオニー、将校がおたおたするんじゃありません」


「んなこと言ったって危ねえよ。あいつら大喜びで撃ってきてるぜ」


「いつまでも喜ばせるつもりはありませんから。ルーシーとリディアはどうしました」


「隊長の命令通り、先頭で突撃したよ。リディアは本気でルーシーの後頭部に穴を空けるつもりだぜ。あれじゃあ止まれったって無理だ」


「結構ですね」


　夕菜は景けい気きづけに、シモノフ対戦車ライフルを何発が撃った。そしてレオニーに、


「レーマに伝えてください。屋敷に向かって前進です」


「こいつ、曲がれねえぜ」


「十分です。……サリア、手しゆ榴りゆう弾だんのピンを抜くのはやめなさい。わたしの背中に入れようなんて考えないように」


　レオニーが運転席に、なにごとか怒鳴った。同じような怒鳴り声が返ってきて、クルセイダー戦車は前進を始めた。


　カタカタ音がして、履り帯たいが回転する。草地を踏ふみつけて走行した。


「前方のメイドはどきなさい！　ひいちゃいますよ!?」


　カンプグルッペ・ユウナのメイドたちが、急いで左右に分かれる。戦車はそこを進んでいく。


　銃弾が戦車に集中するが、ことごとく撥はね返した。装甲板に小銃弾は鳩はとに豆まめ鉄でつ砲ぽう以下だ。微び動どうだにしない。


「もっと前進です！」


　レオニーが叫び返す。


「隊長、レーマが、このままだと塹壕だって言ってる」


「それがなんです。踏みつぶしなさい！」


　実際、対戦車壕でもないかぎり、戦車には無意味である。クルセイダーは歩兵用の塹壕を乗り越えた。


　突然、前方からぼひゅっとガスの破は裂れつみたいな音がした。キノコみたいなものが飛んでくる。


「パンツァーファウスト！」


　夕菜が叫ぶ。対たい戦せん車しや擲てき弾だんは砲塔ぎりぎりを通過した。


「発射地点に車体の斜ななめ前方を向けなさい！　お昼ご飯の角度です！」


「無理だって。曲がれないっての」


　レオニーは諦めたような返事。


「じゃあ前進です！　アクセル踏んで！」


　エンジンがぐおんとうなりを上げ、クルセイダー戦車は前進する。


　今度は車体のすぐそばで、土つち塊くれが舞い上がった。


「爆発しない!?　徹てつ甲こう弾だんだ！」


　レオニーが身を低くした。夕菜は口の中の土を吐き出す。


「少し後退です！」


　ごとごといいながら車体が下がる。


「下がりすぎ！　前です！」


　今度は少しだけ前に走り出す。


「もっと前に！　対戦車砲の照しよう準じゆんをくらませるんです。このままじゃ的になっちゃいます！」


　夕菜は何度も指示を飛ばす。そのたびに戦車は、同じところを行ったり来たりした。


「もっとまともにできないんですか!?　壊こわれたミニ四よん駆くじゃあるまいし」


　レオニーが操縦席と言葉を交わす。


「レーマが言うには、こんな聞き分けのない羊は初めてだ。故く郷にへ帰れば、もっと素す直なおな羊たちが一杯いるって」


「こんなガソリン臭い羊がいますか」


　夕菜は敵が寄ってこないよう、対戦車ライフルをぶっ放した。ちらちら見えていたメイドの頭が、慌てて引っ込む。


「だったらこのままでいいです。屋敷を攻撃します！」


「榴弾をぶちかまそうか？」


「そんなことしたら、和樹さんにも当たっちゃうじゃないですか」


「隊長の話だと、式森ってのは不死身なんだろ？」


「戦車砲は強きよう烈れつすぎます。同どう軸じく機き銃じゆうだけ射撃してください」


「他の連中がついてきてない。待った方がいいんじゃないのか？」


　見ると、他のメイドたちは塹壕線に引っかかっていた。ごく少数のメイドが突破したのみで、あとは前進できない。一部では白はく兵へい戦せんが発生しているが、やはり第五装甲猟兵パンツアーイエーガー侍女中隊メートヒエンカンパニーが優勢である。


　夕菜は舌打ちした。


「後退したら、リーラが立て直しちゃいます！」


「援えん護ごなしの攻撃は危険だって」


　もっともな意見だ。歩兵抜きで孤立した戦車が撃破された例は、それこそ枚挙にいとまがないのだ。タンクデサントなので、歩兵が乗っかってはいるのだが、夕菜は彼女たちをもっと別の場面で使いたかった。


「……いったん後退です。塹壕のあたりまで下がって。そこで砲台になります」


　夕菜の言葉を、レオニーが操縦席に通訳した。





　　　　◯





「リーラ大尉ハウスキーパー、敵戦車が塹壕を突破しました！」


　司令室に報告してくるメイドの声はうわずっていたが、リーラは冷れい静せいだった。


「どうせ一台だけだ。対戦車班に迎げい撃げきさせろ」


　各小隊には、対戦車擲弾発射器パンツアーフアウストを装そう備びした対戦車攻撃班が編制されていた。相手が十数台だったら決死の覚かく悟ごだが、一台ならかなり楽だ。歩兵を伴ともなっていないならなおのこと。


　自ら双眼鏡で前線を観察し、情報を総そう合ごうする。モルトケハウスの周辺地図に、素早くマーキングをしていった。


「戦車以外に突とつ破ぱする様子はなし、か」


　独ひとり言ごとだったが、かたわらのヨハンナが返事をした。


「塹壕で引っかかっているようです。圧力もかなりのものではありますが」


「宮間様のことだ、全てを第一撃に投入して、予備を残したりはしないだろう」


「ソ連軍並のドクトリンですね」


「ヴォロシーロア記念大学（ソ連の軍大学）だって、ここまで教えたりはしない」


　実際のところ、夕菜は「リーラ憎し」で凝こり固まっているため、なにもかもを最初に投入していた。ギャンブルで言うなら、持ち金を全て最初のゲームに賭けるようなものである。当たれば総取り。負ければ破は産さん。


　そしてリーラは、反撃用の予備部隊を集結させていた。


「エルゼ、少し早いが投入するかもしれん」


「いつでも」


　眼鏡のメイドが敬礼する。そこに通信。


「大尉ハウスキーパー、敵戦車が後退をしていきます」


「ほう、宮間様も下がることをするのか」


「ただ……報告によると、同じ場所を行ったり来たりしてるだけだと」


「……変わった戦車だな」


「あ、ちゃんと後退をします。塹壕線付近まで下がるみたいです」


　聞いたリーラは、何故かほっとした。


「配置兵力だけで事足りるか……」


「ではこのままで」


　とヨハンナ。


　しかしリーラの心中には、なにやら黒い予感が沸き上がっていた。夕菜ともあろうものが、このままですますとは思えない。あらゆる手段を使って和樹を取り戻す気のはずだ。大人しく引っ込む人間ではない。


「ヨハンナ……マスタープランに従い、式森様を連れて脱出を」


「は？　そんな必要はないのでは」


「だと思うが、万が一だ」


「式森様ご自身が、納なつ得とくされるとは思いませんが」


「必ず宮間様と一緒に帰国していただくので、今は脱出してくださいと申し上げろ。早く」


「……了解しました」


　ヨハンナは敬礼し、足早に司令室から退出する。エルゼが心配そうにしていた。


「中隊長、私の小隊を投入しますか？」


「いや、まだだ」


「セレン中尉ハウスメイドの部隊もまもなくやってきます。予備兵力に不安はないはずです」


「兵力の心配をしているわけではない」


　リーラは窓からちらっと外を見た。


「宮間様の出方だ。思いも寄らない手段を使ってくる方だからな」


「確かに……バイタリティといいますか、パワフルなお方です」


　エルゼは苦笑した。ネリーほどではないが、彼女も夕菜の行動を間近で見ていた。


「ただ掃そう除じも洗せん濯たくも調ちよう理りも、全てにわたって優すぐれた結果を残せる方です。あのような人こそ、メイドとなるのにふさわしいのですが」


「ご本人があれではな」


　夕菜は「メイド服に罪はないが、メイドは罪ざい人にん」と公言してはばからない。恐らく地球上からメイドがいなくなる日まで、怒るのをやめないだろう。


「言っても詮せん無ないことだ。……ネリーからの連絡は？」


　通信機とにらめっこをしていたメイドが振り向いた。


「さきほどありました。部隊移動は順じゆん調ちよう。エーファ一等兵ワードメイドはまだ発見できないとのことです」


「順調か」


「はい」


「ならいいが……引っかかるな」


　リーラはなおも考えていた。





　　　　◯





　クルセイダー戦車は、最初に乗り越えた塹壕まで後退した。そこで砲台となり、四方八方に射撃を繰り返している。


「ここに集結しなさい、集結！」


　夕菜は叫ぶ。が、どうにも集まりが悪い。たまたま近くにいるメイドがやってくるだけだった。


「聞こえないんですか!?」


「隊長、そりゃ難しいってもんだ」


　レオニーは発はつ砲ぽう炎えんでカチューシャが飛ばされないよう、手で押さえていた。


「塹壕でまだ戦っているんだぜ。敵を倒すまでこっちにはこられねえよ」


「すぐ倒しちゃえばいいんです」


「相手はベテランだろ。こっちがやられたらどうしようもねえよ」


「ぐぐぐ……」


　歯は嚙がみした。予備を置いておけばこの時点で突破口に投入し、戦せん果かを拡大することができたのだが、最初に丸ごと使ってしまったため存在しないのである。自由に使えるのは、戦車の上に乗っているメイドと、集まってきたメイドだけ。


　夕菜は、待とうかとも考えたが、即そく座ざに駄目出しした。待てば待つほどリーラにとって有利になる。あの女にかかっては、これくらいの危機は危機ですらないだろう。


　その時、後方からジープが一台やってきた。


「おー、派は遣けんした連中だな」


　レオニーが手をかざしながら確認する。


「派遣ってなんです」


「エーファを連れてこいって言っただろ。あれ」


　ジープはかなり離れたところに止まった。乗っていたメイドたちは、慌てたように降車して走ってくる。


「おーい、どうした」


　レオニーが聞いた。年かさのメイドが、息を切らしながら言う。


「大変でさあ、真後ろに敵が！」


「なんだって？」


「敵の別部隊が回り込んでいます。このままだと逃げ道がなくなっちまう！」


　周囲のメイドたちが、目に見えて動揺しだした。


　現われたのはネリーの小隊である。回り込んだというより別方面から参さん戦せんしたのだが、細かい違いはあまり意味がない。重要なのは、挟はさまれつつあることだった。


　レオニーも泡あわを食っていた。


「やべえよ隊長。全ぜん滅めつしちまう」


「……エーファはどうしました」


　夕菜は、新しい敵にはまるで興きよう味みを示さない。


「連れてきたんですよね？」


「え？……ああ。いますぜ」


　別のメイドが、エーファを引っ張ってきた。夕菜の服を着せられたままでしょんぼりしているが、衰すい弱じやくはしてなさそうだ。


「エーファ、こっちを向きなさい」


　眼鏡のメイドはおどおどしながらも、戦車上の夕菜を見た。


「元気みたいですね。シンシアは人道的でしたか？」


「わ……わたしを解放してください」


　小さい声で言ってくる。夕菜は即座に、


「解放してもいいです」


「え……」


「ただしリーラの出方によりますけどね」


「リーラ様……」


「サリア！」


　夕菜が呼びかける。エーファと同じような顔をしたメイドが出てきた。やはり同じように気弱な外見だが、瞳は明らかな狂きよう気きで彩いろどられている。


　エーファが驚きよう愕がくした。


「お……お姉ちゃん……」


「サリア。わたしを狙っている拳銃を下ろしなさい。エーファ、よく覚えていましたね。あなたの姉です」


「なんで……こんなとこに……」


「話すと長くなりますから言いません。あなたたち姉妹しまいにはたっぷり役立ってもらいます」


　それから夕菜は、サリアに命じた。


「あなたの妹を戦車の上に乗せなさい。見張りもサリアの役目です」


「えっ……」


　戸惑ったのはエーファの方。サリアは無言で妹の腕を摑んで引っ張る。


「お姉ちゃん……ちょっ……」


　エーファは無理矢理クルセイダー戦車に乗せられた。後ろにはサリアがぴったり張りつき、大型ナイフを突きつけている。


　夕菜はその隣にいる。


「付き合ってもらいますよエーファ。あなたの上官に挨あい拶さつです」


「こ……こんな……」


「今さら驚かないでください。サリア、エーファが逃げだそうとしたら、なにをすればいいか分かりますね」


　サリアはこくりとうなずく。


「あんたを殺してから……エーファを……」


「……好きにしなさい」


　夕菜はレオニーに声をかける。


「ルーシーとリディアはどうしました」


「そこらで転ころがってるよ」


　見ると、ルーシーは土の上で疲ひ労ろう困こん憊ぱいといった感じで倒れていた。その身体をリディアが突いている。


「先頭に立って五回も突撃したんだ。生きてるのがむしろ不ふ思し議ぎだ」


「さすがシンシアの部下。もっと働かせましょう」


　夕菜はルーシーに言った。


「さあルーシー、死体の真ま似ね事ごとは終わりです。タンクデサントをやりなさい。リディアも乗って」


　小柄な少女が口を尖らせる。


「えー、殺さなくていいの？」


「まだ使い道があります。ルーシー、乗りなさい」


　ショートカットで会計士みたいな容よう貌ぼうだったルーシーは、泥どろと硝しよう煙えんですっかり人相が変わっていた。のろのろと身体を起こす。


「……まだなにかやる気か……悪魔……」


「そんなに褒ほめないでください。照てれちゃいます」


　ルーシーの罵りも、夕菜はまったく気にしていなかった。


　銃声がだんだんと大きくなってきた。リーラの部下が、戦線に空いた穴を塞ふさぎに来たのだ。


「行きます！　しっかり手すりにつかまって！」


「おい隊長、戦車一台でどうすんだ？　歩兵の絶対数が足りねえって」


　レオニーの言葉に、夕菜は首を振る。


「いいんです。一台でできることだけをします」


　彼女は屋敷を睨むと叫んだ。


「前へフオー！」


　砲搭に人間が鈴なりになったクルセイダー戦車は、再びうなりを上げた。


　今度はいちいち停車しない。夕菜はとにかく、「前へ、前へ」と命じていた。


「いいのかよ!?　後ろ誰もいねえぞ！」


　レオニーが叫ぶ。


「構いません！」


　夕菜はいっそうスピードを上げさせた。元機関車勤務のメイドがアクセルを踏ふみ込む。


　周囲から小銃弾だけではなくパンツァーファウストも飛んでくる。夕菜は全員に「撃ちまくるよう」命じ、とにかく進ませた。


　モルトケハウスが迫ってくる。レオニーの悲鳴。


「このままだと屋敷にぶつかっちまう！」


「そのまま！」


　夕菜はためらわない。砲塔を後ろに回転させると絶叫した。


「ぶつけなさい！」


　どごんと鈍にぶい音。車体が屋敷の壁にめり込んだ。レンガの破は片へんが降ふり注そそぐ。


「バック！」


　戦車はみしみしいいながら下がった。屋敷の壁にはぽっかりと穴が空いていた。


「降車！」


　夕菜は率そつ先せんして砲塔から飛び降りた。近寄ってくる敵に、牽けん制せいの発砲。


「突入します！　和樹さんを救うんです！」


　そして真っ先に、壁の穴から屋敷内に突撃していった。





　　　　◯





　リーラは司令室から、戦車が突っ込んでくるのを眺めていた。


「呆れたものだ。ただ撃破されるだけだぞ」


「宮間様が乗っておられるようですが……」


「指揮官は常に先頭にあり。見習わなければならんな」


　リーラはエルゼに告げた。


「小隊をまとめろ。戦車を撃破して乗員を捕ほ虜りよにする」


「はっ。屋敷内に損害が出ますが……」


「仕方ない」


　エルゼは敬礼し、踵きびすを返した。


　やがて、屋敷を揺ゆるがす振動。戦車が壁に激突したのだ。


「派は手でだな」


　そしてサブマシンガンの射撃音と、対戦車ライフルの発砲音が響く。何人かが侵入していた。


　リーラは、ワルサーＰ38の撃げき鉄てつを起こした。それから司令室内に、


「避ひ難なんの必要はない。エルゼには独どく自じの判断で行動しろと伝えておけ。わたしは敵を迎撃する」


　返事を待たずに走り出した。


　廊下はうっすらと煙がたなびいている。その向こう側でポップコーンが破は裂れつするような音。


　リーラは身体を低くして突入した。


　ＰＰｓｈペイペイシヤー１９４１サブマシンガンを構えたメイドがぎょっとした。見慣れない顔。


　敵と判断すると同時に、みぞおちにグリップを叩きつける。多少の情けをかけた。


　それから振り返る。視界の隅すみに別の人物。


　ショートカットのメイドがいた。やはり味方ではない。が、どこかで見たことのある顔だ。


　不意に気づく。


「ルーシーか。シンシアの部下の……」


「リーラ大尉ハウスキーパー……」


　ルーシーは眼の下に隈くまを作っていた。


「気をつけてください、彼女は悪魔です！」


「なに？」


「宮間様はあなたを……」


　ごすっと音がして、ルーシーは前にのめった。後ろからフランス人形みたいな少女がぶん殴なぐったのだ。


　その娘はにっこりと笑う。


「あー、リーラ見っけ！」


　ぴょんとジャンプ。小さな手には不ふ釣つり合いなほど大きな拳銃を持っている。ソ連製のトカレフだ。


「死ぬの！」


　発砲。同じメイドに銃を向け、しかもまるでためらいがない。リーラは急いで下がった。


「リーラは死ぬの！　綺き麗れいな人はみんな死んじゃえばいいの！」


　続けざまに銃弾が飛ぶ。なんとか当たらないですんでいるが、かつては防ぼう弾だんチョッキも貫通する拳銃として名をはせていたほどだ。ＭＭＭ特製のメイド服でも不安が残る。


「早く死んで！」


　嬉しそうな少女の叫び。リーラは床を蹴けってダッシュ。ワルサーを構えた。


　引き金を引く。銃弾は正確にトカレフに命中して、銃口を撥はね上げた。その間に距離を詰め、少女の腕を押さえる。


　身体を捻ひねって投げ飛ばした。


「にゃん！」


　少女は床に叩きつけられ、トカレフを放して目を回した。


　リーラはいちいち確認しない。素早く前方に目をやる。


「見事ですね」


　煙けむりの向こうから声がした。


「さすがはスーパーメイド。リディアも形無しです」


　煙と埃ほこりの中から現れたのは夕菜であった。対戦車ライフルを肩に担かつぎ、後ろに人相の悪いメイドたちを従したがえている。


　例によって怒りに満みちた瞳ひとみをしているが、いまはそこに不ふ敵てきさも加わっている。山さん賊ぞくといっても通りそうだなとリーラは思った。


「これは宮間様。お元気そうでなによりです」


「つまらない社しや交こう辞じ令れいはいりません。降伏しなさい」


　夕菜は一方的に告げる。


「ほう。ここで勧かん告こくですか」


「降伏して、和樹さんを渡しなさい。そうすれば命は助けます」


「たいした自信ですね」


「わたしの部隊は、こらえ性がありません。屋敷が略りやく奪だつにあっても知りませんよ」


　リーラは銃を下ろした。


「それは困ります」


「だったら降伏です」


「そうもいきません」


　彼女はちらっと視線をやった。途端にあちこちから、ＳｔＧ44突とつ撃げき銃じゆうの銃身が突き出される。


　全員武装したメイドだった。エルゼの小隊である。


「なっ……」


　夕菜が息を詰つまらせた。同時に爆発音。クルセイダー戦車から、乗員がわらわら飛び出してくる。吸きゆう着ちやく地じ雷らいでエンジンルームがやられたのだ。


「猪ちよ突とつするだけが能ではありません」


　リーラは言った。


「しょせん戦車一台のタンクデサントでは、やれることは知れています。宮間様、降伏を」


「……はっ」


　夕菜は包囲されていることを自覚しているようだが、態度は崩くずさない。


「そんなことで音ねを上げると思っていたんですか」


「音ねを上げてもらいます」


「冗談じゃありません。言うこと聞くのはそっちです」


　彼女は指を鳴らす。一人のメイドが突き飛ばされてきた。


「……エーファ！」


　後ろ手に縛られているのは間違いなくエーファであった。そして縄なわじりを、似た背格好のメイドが握っている。


「あなたの大事な部下です、リーラ。他にもあなたの部下が二人ほど捕虜になっていますが、この娘だけ連れてきました」


　夕菜は言った。


「このサリアは殺す気満まん々まんですが、わたしが止めさせています」


「エーファを放してください」


「あなた次第です。リーラ、和樹さんを連れてきてください。エーファと交換です」


「…………」


　リーラは下唇を嚙みしめる。夕菜はこの戦闘での勝利を狙っていたのではない。和樹の奪回のみに絞っていたのであった。


「選択権はないと言うのでしょうね」


「当然です。部下を大事にする中隊長という評判を、落としたくはないでしょう？」


　夕菜はほとんど悪役だった。もっとも日頃から「和樹さんのためならあらゆる手段は合法化されます」とうそぶいているので、悪いことだとはまったく感じていないのかもしれない。


「中隊長……」


　エルゼが目線を寄よ越こす。リーラは静かに言った。


「式森様はここにおられない」


「なんですって!?」


「戦闘勃ぼつ発ぱつと同時に避難してもらいました。今ごろは五十キロほど先にいます」


「くっ……こしゃくな真ま似ねを！」


　夕菜の目が吊り上がる。


「……じゃあ取り引きは別の日にしましょう。和樹さんを連れてくるまで、エーファはこっちで預あずかります」


「それも困ります」


「だったら和樹さんを連れてきなさい。聞き分けのない」


「では、わたしの部下全員の解かい放ほうが条件です。さもなければ、宮間様の取り引きには応じません」


「……あなたに選択権はないんですよ」


「そうは思いません」


　リーラは真しん剣けんだった。和樹がいないのは事実なので、逆に最大限の譲じよう歩ほを引き出そうというのだ。


　夕菜はうさんくさげにしていたが、なにか思いついたようでにんまりした。


「分かりました。あなたの部下を全員解放します。怪我もさせません。約束します」


「ありがとうございます」


「ただし条件を変えます。リーラ、あなたが捕虜になりなさい」


「なっ……」


　絶ぜつ句くしたのはリーラだけではない。エルゼも、聞いていた全員が息を呑のんでいた。


「あなた一人と全員の交換です。和樹さんのことはそのあとで」


　できっこないだろうという顔をしていた。リーラは第五装甲猟兵パンツアーイエーガー侍女中隊メートヒエンカンパニーの頭ず脳のうである。ＭＭＭの至し宝ほうと言ってもいい。それが捕虜になるとは、まずあり得ることではなかった。


　だがリーラはためらわなかった。


「いいでしょう」


「えっ!?」


　取り引きを持ち出した夕菜の方が慌てた。


「正気ですか!?　あなた自身が捕虜になるんですよ!?」


「それくらいなんでもありません。……エルゼ、あとを頼む」


　リーラは拳銃をエルゼに預けると、自分から両手を差し出した。


「さあ、連れて行ってください。エーファと部下の解放をお忘れなく」


「わ……分かりました」


　夕菜は部下らしき金髪のメイドに指示を飛ばしている。まずエーファが引き渡される。


「リーラ様……」


　エーファの眼鏡の奥は潤うるんでいた。


「ゆっくり休め」


　そしてリーラは夕菜のもとに歩いていった。





　　　　◯





　夕菜は「引き上げます」とレオニーに告げた。


「戦車は使えません。歩きです」


「げー」


　露ろ骨こつに嫌そうにするレオニー。


「人質がいるんですから、ちょっと苦労するだけです。手出しはしませんよ」


　リーラは夕菜の傍らに立っていた。両手は手て錠じようで拘束されている。


　夕菜は口をへの字にしてリーラを眺めた。銀髪のメイドはにこりとする。


「立場が逆になりましたね」


「なんでそう余裕なんです」


「いいえ。震ふるえが止まりません」


「噓ばっかり」


　彼女は全員をうながし、モルトケハウスの壁の穴から外に出た。


　外では第五装甲猟兵パンツアーイエーガー侍女中隊メートヒエンカンパニーのメイドたちがこっちを睨んでいた。結局カンプグルッペ・ユウナの面々は勝利できなかったようで、前線から戻ってきたメイドたちも含まれている。


　さすがに銃は向けてこないが、一様に悔くやしそうであった。


「動じるな」


　リーラが言う。メイドたちがしゃんとした。


「後事はエルゼに託してある。ネリーにも言っておいてくれ」


　ざっと敬礼するメイドたち。皆、リーラの無事を案じているようでもあった。


「……教育が行き届いていますね」


「誇ほこらしいことです」


「ここであなたをひどい目にあわせたら、あの娘たちはどうなるんです？」
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「今は宮間様が神です。お好きなように」


　軽く受け流すリーラ。夕菜はむすっとする。


「……ふんだ」


「おや、なにもしないんですか？」


「女の身体をどうこうする趣味はないんです！」


　そう言いながらも、さてこれからどうしようかと、夕菜は頭を悩ませていた。









　番外編一　メイド交換ゲーム～The Maid War Swap～













　舞ぶ台たいは日に本ほん。東とう京きよう。


　まだメイドたちが葵あおい学がく園えんの彩さい雲うん寮りようにいるころ。


　宮みや間ま夕ゆう菜なは、全身ぼろぼろになって帰ってきた。


「……お帰りなさい」


　出迎えたのは風かぜ椿つばき玖く里り子こと神かみ城しろ凜りん。二人は、文字通りの呆あきれ顔であった。


「ただいま」


　夕菜は寮の庭にわ先さきに張ってある、テントの前に座り込んだ。


　彼女の姿はメイド服。ところどころ焦こげており、煤すすだらけである。火事場から逃げ出してきたメイドと言えないこともない。


　事実似にたような目に遭あっていた。燃もえさかるコンベンションセンターから脱出してきたのである。本当なら火に巻かれてもおかしくないのであった。


　玖里子が「やれやれ」といった表情を作った。


「なにがあったのか、聞かなくても分かるわ」


「でしょうね」


「さっきニュースでやってた。同どう人じん誌し即そく売ばい会かいの会場で火か災さい発生だって。ステージイベント中の出来事らしいけど……夕菜ちゃんの仕し業わざ？」


「ええ」


「会場を一つ燃やすなんて凄すごいわね」


「リーラが相手ですから」


　と夕菜は言った。


　彼女は式しき森もり和かず樹きとリーラの外出を尾行したのである。二人は同人誌即売会を見物するため会場に入った。


　そこで色々あり、リーラはシンシアと一緒にステージに立った。好こう機きとばかり夕菜は、メイド二人を倒そうと戦いを挑んだのであった。


　結果は痛いたみ分け。シンシアには勝利したものの、リーラには判定負け。戦せん闘とうの代だい償しようとしてコンベンションセンターが焼け落ちることになった。


　玖里子がいたわるように言う。


「少し休んだらどう？」


「そうするつもりです……和樹さんはどうしてます？」


「さっき帰ってきた。今ごろご飯食べてるんじゃないかしら」


　寮を見上げる玖里子。和樹の部屋に明かりが灯ともっている。


「リーラも帰ってきたし。またメイドの給きゆう仕じかしらね」


「リーラもいるんですか!?」


「そりゃそうよ」


　だってメイドじゃない、と続けた玖里子だったが、夕菜の全身から立ちのぼる殺さつ気きに気づいてたじろいだ。


「あの泥どろ棒ぼう猫ねこメイド。よくもそんなことまで……！」


「新しいジャンルね。メイドの食事っておいしいわよ。さすが本職」


「わたしはずっと缶かん詰づめです！」


　夕菜がわめく。彼女は寮内への立ち入りを禁止されているので、ちゃんとした食事が取れないのであった。


「そうやってみんな懐かい柔じゆうされていくんだから……」


　憤ふん懣まんやるかたない。事実、生徒たちは皆メイドになついており、「このままメイドさんつきの生活ができれば」と考えているものが少なくなかった。


「許せません。やはりリーラを追つい放ほうしないと日本に夜明けは訪れません」


「ずいぶんオーバーね」


「わたしが政治家なら、今ごろメイドを禁きん止しする法ほう案あんを提出してます」


　困る人間がずいぶん出てきそうではある。


　彼女は再び決意を新たにした。疲つかれは吹き飛び、新たなるやる気が沸ふつ々ふつと湧わいてくる。


「リーラめ……無事に日本からは出しませんよ」


「またやるの」


「ええ」


　断言する夕菜。玖里子と凜は顔を見合わせ、深々とため息。


　無む論ろん夕菜は、そんな感情は考こう慮りよしない。


「どうしましょうか……これまでの方法は手ぬるかったみたいです。あのメイドたちを恐怖のどん底に落としてやらないと……」


「相変わらず過か激げきですね、夕菜さんは」


　凜が言う。彼女も日本刀を持ち歩き、いざというときは抜ばつ刀とうをためらわないが、のべつまくなしに魔法を撃ちまくる夕菜とは、さすがに違っていた。


　夕菜は首を振る。


「まだ大人しい方です」


「そうですか？」


「リーラのような悪あく党とうと戦うのに、手段は選んでいられませんから。本当はもっと過激なことをしたいくらいです」


　夕菜が断言する。見かけと違って、まだまだ闘とう争そう心しんは失っていない。


「過激ってなによ」


　と玖里子。夕菜は即座に、


「誘ゆう拐かいとかテロとか、そういうことです。リーラが嫌いやがるなら靴くつに画が鋲びようでも飲み物に下げ剤ざいでもなんでもいいんですが」


「スケールが大きいんだか小さいんだか分かんないわ」


「なんだっていいんです。リーラに損そん害がいを与えれば」


「どうすんのよ。ちょっとやそっとじゃ、リーラは蚊かが刺さしたくらいにしか感じないわよ」


　それはその通りで、軽くあしらわれるのが落ちだろう。ヘリボーンによる奇き襲しゆう攻こう撃げきすら受け止めて、きっちり反撃してしまうのだ。


「む……搦からめ手てを考えませんと」


　夕菜は腕うで組ぐみをして思案。


「戦闘を挑いどんでも、向こうに一日の長が……奇襲も駄目……あとは……」


　ぽん、と手を叩いた。


「正せい攻こう法ほうでいきます」


「は？」


　聞き返す玖里子と凜。


「なにそれ」


「どういうことです」


　夕菜は若干声を潜ひそめた。


「正面からリーラと対決するんです。相手がメイドなら、それ相応の舞台を用意すればいいんです」


「……なに思いついたのよ」


　玖里子が訊く。


「今に分かります」


　夕菜は不敵に笑う。凜が不安げな顔をして、


「あの、それには私たちも含まれるのですか」


「当然です」


「え……」


　後ずさりしようとした二人を、夕菜はぐっと引き寄せた。


「ここはなんとしてもお二人の力がいるんです。協力してください」


「えー……」


　異い議ぎを申し立てようとする玖里子に、夕菜は力強く言い放はなつ。


「分かりましたか!?」


「……ええ」


「……はい」


　ただならぬ迫はく力りよくに、二人はついうなずくのであった。





　　　　◯





　それから数日後。


　リーラは早起きだ。彼女に限らず、ＭＭＭのメイドは誰よりも早く起き床しようし、全ての用意をするよう訓くん練れんされている。夜は主人が寝静まってから就しゆう寝しんし、サービスを途と切ぎれさせないようにする。このような献けん身しんが、メイドとしての評判を支ささえていた。


　いつもは起きてメイド服に着替え、カチューシャを頭に載せる。それだけで休息モードから、実戦モードへとチェンジされた。


　だが今日に限っては、別の叫び声で眠りを破やぶられた。


「リーラ！」


　窓の外からトラメガの声。


「リーラ、起きてるんでしょう!?　出てきてください！」


　夕菜であった。ニワトリやスズメよりも早く、大だい音おん声じようだ。


「……元気なお方だ」


　リーラは呟き、寝間着を脱ぬぐ。きちんとアイロンがかけられたメイド服をハンガーから下ろした。


　ドアにノックの音。続いて開けられる。


　ネリーだった。「失礼します」と言ってから、ちょっと戸惑っていた。


「あ……申し訳ございません」


「構かまわない」


　リーラは下した着ぎ姿すがただったが、平へい然ぜんと答える。


「なんだ。宮間様か？」


「はい。さきほどからリーラ様をああやってお呼びしているようですが……」


「近所の方にクッキーをお配くばりしろ。さすがにあれでは迷めい惑わくだろう」


「はい。ですがその、玄関にこんなものが投げ込まれてまして」


　ネリーは書状を差し出した。「果はたし状じよう」と墨すみで書かれている。


「これが？」


「宮間様の字体です」


「なら、中は読まなくても分かる」


　文字通り、対決したいのだろう。とかく夕菜はリーラを倒したがり、なんとしても和樹を奪回しようとしている。またどこぞで勝負を挑むつもりだ。


「無視なさいますか。いずれ食しよく糧りようが尽きて、降こう伏ふくすると思われますが」


「いや、わたしが出向く。食べ物くらいで、宮間様が両手をあげるとも思えん」


　メイド服を身につけた。カチューシャをつけ、胸元に騎き士しメイド十じゆう字じ章しようを下げる。髪の毛を一度だけかき上げた。


　それから唇くちびるに、一筋だけ口くち紅べにを引く。その凜とした姿に、ネリーはつい見とれていた。


「ではいくか」


「は、はい。護ご衛えいを」


「いらない。宮間様もお一人なのだから、こちらもそうではないと失礼にあたる」


　リーラはそう言い、自室を出た。





　　　　◯





　夕菜は寮の玄関先で腕組みをしていた。右う翼よくの街がい宣せんカー並の騒音を発したトラメガは、今は足下に置かれている。玖里子と凜は自室に戻った。


　リーラが出てくる。一人だった。


「来ましたね」


「朝早くからご苦労様です」


　リーラがぺこりと礼をする。夕菜は「あ、いえ」と頭を下げかけ、慌あわててやめた。


「リーラ、今日こそ和樹さんを返してもらい、寮から出て行ってもらいます！」


　ぴしっと指をさす。銀髪メイドは冷静に、


「何度も言っておりますが、宮間様の指し示じには従したがいませんので」


「リーラ、奥様と呼びなさい」


「宮間様は宮間様です」


　決して軽けい蔑べつしているわけではないが、断だん固こたる拒きよ絶ぜつだ。丁てい寧ねいな言葉遣づかいの中にも、夕菜を異い分ぶん子しとして扱あつかう態度が滲にじみ出ていた。


　夕菜の頭に血が上っていく。もっとも彼女はリーラがなにをしようと血を上らせる。


「まあいいでしょう。なにはともあれ勝負してください」


「またですか」


　リーラがちょっと呆れた仕し草ぐさを見せた。


「これから皆さんの朝食の支し度たくがあるのです」


「あとにしてください」


「そうはいきません。朝食をきちんととらないと、一日の活動量が低下することくらい、ご存じだと思います」


「それは……まあ」


「わたしはこの寮において、皆様になに不自由ない生活をしてもらうつもりでおります。お話はあとでうかがいますので、今はお待ちいただけませんか」


　流りゆう暢ちような日本語で言われてしまった。筋すじ道みちの通った話なので、夕菜もついうなずいてしまう。


「ま……そこまでいうなら」


「感かん謝しやします」


「いえ……。リーラ、ちゃんと和樹さんに朝ご飯をあげてください。ときどき面めん倒どうがって抜こうとしますから」


「かしこまりました……よろしければ、宮間様もお召めし上がりになりますか？」


　きょとんとする夕菜。


「……いいんですか？」


「たまにはサービスいたします」


「じゃあ、お願いします」


「あとで届けさせますので」


　リーラはそういうと、寮内に引っ込んだ。夕菜は毒どく気けを抜かれたようになり、テントへと引き返していった。





　リーラから届けられた朝食は、ご飯に味み噌そ汁しる、漬け物にアジの一いち夜や干ぼしだった。久しぶりの人間らしい食事で、夕菜は生き返ったような気がした。


　食器をメイドのネリーに返す。「おいしかったです」と言ったものの、ネジはきちんと巻き直す。


（いけないいけない……これはリーラの作戦です。きっとわたしの闘とう争そう心しんを失わせるつもりなんでしょう。そうはいくもんですか）


　それからリーラの出てくるのをじっと待った。


　そろそろ朝食の後片付けも終わるだろうか、というころ、リーラが外に出てきた。


「ようやく来ましたか」


「お待たせしました」


　リーラは玄関先で頭を下げる。


「さて、どのようなご用件でしたか」


「朝も言いましたけど、勝負です！」


　夕菜はきちんと聞こえるように言う。


「それは構いませんが……どのような方法でしょう。ヘブライ語の翻ほん訳やく勝しよう負ぶでもしますか」


「そんなのわたしが負けるに決まってます！　そういうのではなくて、もっとまともなのです！」


「遠えん距きよ離り射しや撃げきを競きそいますか？」


「それも駄目です。メイドと勝負するならただ一つ、家か事じの能力です！」


　彼女は言い放った。


　リーラは怪け訝げんな顔をしていた。それはそうだろう。家事というのは、メイドにとって最も重要かつ得意なジャンルだ。ＭＭＭではそのあたりを徹底し、家事のための競技会を開催しているほどなのだ。素人しろうとではまるで歯が立たない。


　だが夕菜は自信に満ちていた。


「これなら戦闘にならずにすみます」


「そうでしょうが……本気ですか？」


「わたしはいつだって本気です」


　断だん言げんする。リーラも噓や冗談ではないと分かったらしく、


「そこまでおっしゃるなら引き受けましょう。どこでおこないますか」


「寮内……と言いたいんですが、どうせ入れてくれないでしょうから、学校で。ちょうど休日です。誰もいません」


「宮間様お一人ですか？」


「いえ、三人ずつの団体戦にします。リーラも部下を連れてきてください」


　夕菜は次から次へとレギュレーションを述べた。これらのことは、夜明け前からずっと練っていたのである。


　リーラは承しよう諾だくした。


「では一時間後でよろしいですか」


「結構です」


　夕菜もうなずく。


　リーラは用意のため、寮内に引っ込んだ。夕菜はそれを見てから、テントに戻って自分のための準備にとりかかった。





　　　　◯





　葵学園は休日になるとほとんど人がいない。体育会系の部は活動していることが多いが、今日はたまたまどこも休みだった。


　学校の使用許可を得るのは容よう易いだった。当初は渋しぶっていたものの、「メイド」と口に出した途端に問題なし。相当鼻はな薬ぐすりが効きいているらしい。


　夕菜は玖里子と凜を連れて、二年Ｂ組の教室にやってきた。


　休みなので静まりかえっている。普段なら金だ陰いん謀ぼうだとやかましいクラスだが、今日は平へい穏おん無ぶ事じであった。


「ねーえ、ここでなにすんの」


　玖里子があくびを嚙み殺しながら聞く。


「説明したとおり、リーラたちと勝負です」


「あたしたちも？」


「そうです」


「眠ねむいんだけど……」


　玖里子は目を擦こする。凜はそわそわして、


「私は生物部室で、ナマズの生せい態たい記録を取らないと……」


「終わってからいくらでもやってください。でも今はこっちに集中しないと、勝てるものも勝てなくなりますから」


　夕菜は言い切った。まことにもっともな意見だったが、そもそも勝負する必要があるのかという、根こん本ぽん的な問題が考慮されていなかった。


　待つことしばし、リーラがやってくる。


　三人だけだった。リーラと部下の小隊長二人。ネリーにエルゼだった。


「ここが、式森様が通われている教室ですか……」


　リーラは興きよう味み深げに見回している。夕菜は意外に思い、


「初めてきたんですか？」











[image: ]








「はい。遠目から拝はい見けんしたことはありますが……」


　壁に手を触れたりしている。日本の教室自体、初体験のようだ。


　夕菜はこほんと咳せき払ばらい。


「ここはわたしも通っているんですよ」


「承しよう知ちしております。よきご学友に囲まれて、式森様は幸せな方です」


「……やりにくいですね」


　彼女は気合いを入れ直した。パンパンと手を叩く。


「さあリーラ、勝負です！　こっちを向いて」


　あらためて三人が向かい合った。


「さっき話したとおり、家事の勝負です。ちょうど奇数ですから、二勝したほうが勝ちとなります」


「勝負の詳くわしい内容は？」


「まずは掃そう除じです！」


　夕菜は腕で、教室内を指し示した。


「二年Ｂ組の教室を縦たて二つに分けます。よーいどんで掃除を開始、制限時間内により綺き麗れいに清掃をした方を勝ちとします」


　リーラがあらためて教室を見回している。


「ジャッジはどのように？」


「それぞれが場所を交代して、相手の掃除具合を確認します。そうして自分の勝ちを確認するなり、負けを認めるなりすればいいんです」


「それでは、噓がつけますよ」


「噓は禁止です。淑しゆく女じよとして」


　真顔で夕菜は言う。


　さすがにリーラもためらっていたが、やがて承諾した。


「……いいでしょう。わたしは宮間様を信じます」


「あなたに信じてもらっても嬉しくありません。けど、噓はなしでいきます。では……」


　夕菜は背後をちらっと確認した。


「それぞれ選手を出してください。わたしたちは……玖里子さん」


「あたし？」


　玖里子が自分自身を指さす。


「お願いします」


「えー……」


「やってください」


　じろりときつい視線を夕菜は飛ばす。


「……分かったわよ」


　玖里子は諦めきった顔で承諾。リーラはエルゼを指名した。


　教室の机は元の配置のままだ。これを片付けて掃除をし、また元に戻さなければならない。


　掃除道具が中央に置かれる。スタートと同時に取りに向かうというレース方式。


　玖里子とエルゼは位置についた。


「位置について……用意」


　スターターは第三者がいない都つ合ごう上じよう、凜がつとめた。


「はじめ！」


　両者はダッシュした。


　エルゼの方が動きは速い。長いスカートにも拘かかわらず滑すべり込むようにして箒ほうきとモップを確保。即そく座ざに机を移動させる。


　まず全ての机を後ろに、同時に前から掃はいていった。


　玖里子はスタートこそ後れを取ったものの、その後は順調だった。机を一列ごと移動させ、床を掃き清きよめていく。


　両者やり方は違うが、スピードは似たようなものだった。ゴミを集めてちりとりですくい、ゴミ箱に捨てるところまで同じ。


　掃き掃除が終わった。次は床のワックスがけ。


　玖里子はワックスに、モップの先を慎しん重ちようにつけた。一方エルゼは大ざっぱ。


「あっ……」


　夕菜がうめく。ここで差が出てきた。


　玖里子のは丁寧だが、やはりどうしても遅くなる。だがエルゼはいい加か減げんでも構わず、どんどん床に延ばしていった。


　ワックスは液えき体たいだ。床に丁てい寧ねいにつけようがいい加減につけようが、モップで延ばしてしまえば変わらない。エルゼはそのことを十分承しよう知ちしていた。


「玖里子さん、早く！」


　夕菜が叫ぶが、いったんついてしまった差はどうしようもない。明らかにワックスがけした面めん積せきが違っている。


　凜が時計を確認した。すでに一分を切っている。


「あと十五秒……十……九……」


　双方のモップがせわしなく動いていく。


「四……三……二……一……」


　凜は笛を持ち上げた。


「ゼロ！」


　ピーッ！　甲かん高だかい音と同時に、両者はワックスがけをやめた。


「では双方、場所を交換して確認を」


　一応夕菜が告げるが、勝負は誰から見ても明らかだった。


「……負けたわ」


　玖里子が大きく息を吐くと同時に宣言。


「あんまり掃除って好きじゃないんだけどね。プロに勝とうってのが無む謀ぼうだった」


「筋は悪くありませんでしたよ」


　エルゼが言う。彼女は息も切らしていない。


「こういうのは場ば数かずと経験による工く夫ふうです。今に上達します」


「そうなる前に、メイドを雇やとってすませることにするわ」


　二人は軽く握あく手しゆをして、別れた。ぱちぱちと拍はく手しゆをする凜。悔くやしそうな夕菜。


「我々が一勝ですね」


　リーラが言う。夕菜は顔をしかめつつ、


「ええ、あなた方の勝ちです」


「次も掃除ですか？」


「会場を移します」


　彼女は掃除道具を元の場所にしまい、教室から出るように告げた。





　次の試合をする場所は、部室棟とうの裏うら手てであった。


　ここを使っているのはもっぱら体育会系の部活動で、水場と洗濯機が備そなわっている。ここで勝負をしようというのだ。


「洗濯勝負ですね」


　とリーラ。夕菜は首肯する。


「そうです」


「全自動洗濯機では、差がつきにくいでしょう」


「機き械かいなんか使いません。勝負の道具はあれです」


　夕菜が示したところにあるのは、なんと金だらいに洗濯板であった。その奥には汚よごれ物の山。


「手洗いで勝負をつけます！」


　リーラたちは感心していた。手で洗濯をするのは全ての基本である。夕菜がそれで勝負をすることに感かん銘めいしたのだ。


　他方、玖里子と凜は呆れていた。


「夕菜ちゃん、これあたしたちに不利じゃない!?」


「そうです。私は洗濯板を使ったことなど……」


　夕菜はやんわりと手で制せいする。


「ここはわたしがいきます」


「え!?」


　驚く玖里子に凜。


「さっき負けたので、もうあとがありません。私がやります」


「でも夕菜ちゃん、洗濯板で洗ったことある？」


「ありません」


「不利じゃない!?」


「恐れることはありません。わたしだって、お母様から家事は仕込まれたんですから。やります」


　根こん拠きよがあるのかないのか、とにかく自信だけは満ちあふれていた。


　リーラはネリーを指名する。童どう顔がんだが、彼女が信頼する部下の一人だ。


　ネリーが夕菜に頭を下げる。丁てい寧ねいだが、台詞は厳きびしい。


「手加減はしません」


「望むところです」


　夕菜は礼をせずに睨み返した。


　ジャッジは前回と同じように、洗濯物を交換して洗った枚数を比べ、汚れが残っていないかどうかチェックをする。タイムキーパーはやはり凜がつとめることになった。


「……用意」


　夕菜とネリーは、腰を低くする。


「はじめ！」


　二人はダッシュし、汚れ物の山へと向かった。


　とにかく洗うものを抱え、金だらいの前に座る。そして餅もちみたいに固い石せつ鹼けんを片手に、片かた端はしから擦こするのだ。


　金だらいの水が瞬またたく間に汚よごれ、泡あわ立っていく。二人は一いつ心しん不ふ乱らんに腕を動かしていた。


　他の人間たちは固かた唾ずを呑んで勝負を見つめる。やがて玖里子が、ぽつりと漏もらした。


「……これ、夕菜ちゃんに不利じゃないかしら」


「何故です？」


　と凜。


「やっぱり洗濯物って、洗いやすいと洗いにくいがあると思うのよ。夕菜ちゃんは片っ端から持ってきたでしょ。ネリーはきちんと選んでいたわ」


　玖里子の観察は正しかった。夕菜はエプロンだろうとシーツだろうとなんでも洗っているが、ネリーはタオルやハンカチの小物、服も手頃なＴシャツ類にしぼっているのだ。


　この差は大きいと誰もが感じた。特に夕菜はキングサイズのベッド用シーツなどという、とんでもないものまで持ってきたのだ。


「勝負ありましたか……」


　凜も呟く。が。


　夕菜の動きが信じられないくらい速くなった。


「おおっ……」


　敵であるはずのリーラが、知らず知らずのうちに言葉を漏らしていた。


　手の形が見えない。瞬きすらせず、夕菜は洗濯に没頭している。恐ろしいまでのスピードで、汚れ物が綺麗になっていった。


　彼女は洗濯物の不利を速さで補おぎなうつもりなのだ。


「信じられない……」


　啞然としたのはネリーだ。家か政せい学がつ校こうでベテランと呼ばれた教官ですら、これほどの動きを見せたものはいなかった。


「ネリー、焦あせるな。自分のペースを守れ」


　リーラの忠告が飛ぶ。だが夕菜に圧あつ倒とうされ、手元が徐じよ々じよに乱れていく。


「くっ……」


　いったん崩くずれたフォームは、なかなか元に戻らない。むしろ焦りが焦りを呼び、さらなる乱れへと繫つながっていった。石鹼が滑り、金だらいの中へと沈しずむ。拾ひろうだけでもかなりのロス。


「あと十五秒……十……九……」


　夕菜のペースはさらに上がっていく。


「四……三……二……一……」


　凜は笛を用意した。


「ゼロ！」


　ピーッ！　二人の手が止まった。


　金だらい横には、あとは干すだけとなった洗濯物が積つまれていた。


　今回もまた、交換して確認するまでもない。


「私の負けです」


　ネリーは認めた。額の汗をぬぐう。


「未み熟じゆくさを思い知らされました。宮間様、あなたなら一流のメイドになれます」


「それはどうも。でもなりはしませんから」


　ネリーは握手を求めたが、夕菜はあっさりと拒きよ絶ぜつした。


　二回戦目は夕菜達の勝利。これで共に一勝一敗である。


　洗った洗濯物は共きよう同どうで干ほした。そして彼女たちはさらに場所を移動して、最終決戦におもむいた。





　最後の決戦場所は調ちよう理り実じつ習しゆう室しつであった。ガス台と流しがきちんと整せい備びされ、食材が山と積まれている。どこから用意したんだと思うくらい、多た種しゆ多た様ような品しな揃ぞろえであった。


　リーラはちらりと眺め、


「料理勝負ですか」


「そうです」


　夕菜は重々しくうなずいた。


「メイドに料理は必ひつ須す技ぎ能のうでしょう。日本の女は料理ができないと軽けい蔑べつされます。決着を付けるのに、これほどふさわしい勝負もありません」


　彼女は続けた。


「食材はなんでもあります。これを使って、得意な料理を作るんです。勝負の判定は簡かん単たん。おいしくできた方が勝ち」


「分かりやすいですね。結構です」


「そっちはリーラが出ますか」


「ええ」


　銀髪のメイドがうなずく。彼女は料理の腕前も一流レストランのコック並である。それは朝食を食べた夕菜にも分かっていた。


「ではわたしたちは……凜さんです！」


「えーっ!?」


　悲鳴に近い叫び声を上げたのは、玖里子だった。


「夕菜ちゃん、正しよう気き!?」


「失礼な。私は正常です」


「負ける気なの!?」


「そんなつもりはありません」


　玖里子は夕菜の袖そでを引っ張り、声を小さくした。


「だって凜の料理よ。どうなるか知ってるでしょう」


「十分知ってます」


「凜の料理とリーラの料理なんて、カタツムリと馬が駆かけっこするようなもんよ。『どっちも生物』以外に共通点がないんだから」


「わたしは凜さんに期待してます」


　夕菜は平然と言ってのけた。


　指名された以上、凜は料理に全力を尽くす。だがその料理こそが、常に悲ひ劇げきを巻き起こしているのだ。


　凜とリーラは、それぞれ調理台を選えらんで位置についた。まるでフジテレビが深夜にやってた料理番組だ。


　タイムキーパーは、凜の代わりにネリーがおこなうことになった。


「では、位置について……？」


　怪訝な表情をするネリー。夕菜と玖里子が身を低くして、物もの陰かげに隠れ始めたからだ。


「なにをしてるのです……？」


「忠告。あんたたちもこうした方がいいわよ」


　と玖里子。ネリーとエルゼは頭上にはてなマークを浮かべる。


「忠告したからね」


　玖里子はいっそう身を低くした。


　疑問を感じたようであったが追及はせず、ネリーは腕時計を見て秒びよう針しんのチェックをしていた。


「用意……」


　片手を挙げ、下ろす。


「スタート！」


　料理勝負がはじまった。


　リーラの動きには全く無駄がない。開始前からなにを作るか決めていたようで、素早く食材を選ぶと水で洗い、野菜の皮を剝むく。同時に石を吐き出させたアサリを煮にる。


　パスタの用意もしてあるから、イタリア料理なのだろう。北部のヴェネツィアあたりの食べ物のようだ。


　他方、凜はというと。


　くの字に曲がったキュウリが回転し、音を立ててネリーの足下に突つき刺ささった。


「なっ……野菜!?」


　さして固くもないキュウリが、釘くぎみたいに刺さったのに驚いているらしい。そこに薄くスライスされたニンジンが、次々に着ちやく弾だんする。


「まっ……まさか……」


　何百人もの敵を目の前にしても、眉一つ動かさないメイドたちの顔が、驚きよう愕がくに包まれていく。トマトの爆発まではなんとか耐えていたようだったが、成せい形けい炸さく薬やく弾だんのごとく熱ねつせられたバターが飛んでくるとたまらず慌てふためいた。


「だから言ったのに……」


　玖里子は「伏せなさい」と言い、手て招まねきをした。彼女と夕菜の隠れているところが、一番遠くて頑丈そうなテーブルなのだ。


　ネリーとエルゼは匍ほ匐ふくでやってきた。


「あれは……なんなのですか……」


　ネリーが飛とび散ちる米の粒つぶから頭を守りつつ訊く。


「なにって、凜さんの料理です」


　と夕菜。


「失礼ながら、テロ行為にしか思えないのですが……」


「そうですね」


「料理なのですよね……」


「もちろんそうです」


　創そう作さくであるはずの料理が同時に破は壊かい行動となる。凜の料理の奥深いところであった。


　隠れているところからは、両者がなにを作っているのかうかがい知れない。ただ音からしてリーラはかなりまともに、凜はいつものように食材を無駄にしているのだろう。


　それにしてもリーラの調理（の音）に乱みだれはなかった。凜の料理は周囲にまで甚じん大だいな被害を及ぼすのだが、動どうじた気配がない。さすがはメイドたちの長だ。こればかりは夕菜も認めざるを得ない。


　ネリーが伏せたまま腕時計を見る。


「二分前」


「凜さん、あと二分です」


　夕菜の言葉に、爆発音が返事をする。タマネギが天井まで跳び上がって破は裂れつするのが、隠れたところからでも見えた。


　二人の調理はラストスパートとなる。


「十秒前……九秒……八……七……」


　ネリーがカウントダウンを開始。両者一歩も譲っていない、はず。


「三……二……一……ゼロ！」


　ヒューッ。散さん弾だんのような米粒で笛に穴が空いたため、間の抜けた音が響いた。


　夕菜たちは、恐る恐る顔を上げた。


　リーラのテーブルの上には、イタリアの郷きよう土ど料理が並んでいた。アサリを使ったリゾット。パスタが添えられた子牛のソテー。ナイフとフォークが用意され、ワイングラスまであるところが憎にくい。


　他方、凜はというと、「戦争反対」を訴うつたえたくなるような有様だった。真っ二つに割れた皿ににんじんとジャガイモらしきもの（どうしてか色まで変わっている）が載のせられ、味噌汁は何故か紺こん色いろ。ご飯とおぼしきものは、誰が見たって爆ばく撃げき機きが通りすぎた後の廃はい墟きよであった。


　誰もが「これは勝敗を確認する必要があるのか」と思った。


　夕菜か重々しく告げる。


「勝負は勝負ですので、試し食しよくします。それぞれ、互いのテーブルに移動してください」


　あっと叫んだのは玖里子。これでリーラの料理を凜が、凜の料理をリーラが食べることになるのだ。


　夕菜はかすかに笑う。そう、彼女は最初から勝敗なぞどうでもよかったのだ。凜の手料理を食べさせるのが目的だったのである。あの凜の料理を。


「リーラ様……！」


　ネリーが悲鳴を上げた。料理ではなく劇げき物ぶつであることは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。


　メイドの長は軽く手を挙げて落ち着かせる。だが臭いが気になるのか、眉まゆ根ねが寄せられている。


　夕菜が号令をかけた。


「では、試食開始です！」


　ぱくっ。それぞれが料理を口に運ぶ。夕菜は勝利を確信し、玖里子は気の毒そうに、ネリーとエルゼはたまらず目を背けた。


「これは……おいしい……」


　凜はスプーンをテーブルに置き、がっくりうなだれた。敗北を認める素そ振ぶりだった。


　そしてリーラは。


「……残念ですが、わたしには及およびませんね」


　自らの勝利を確信したようだった。なにより、平然としていた。


　どこにも変化はないように見える。むしろ口元には、微び笑しようすらたたえていた。


「なかなかの料理でしたが、塩加減が少々」


　夕菜が目を丸くする。


「ええっ……平気なんですか!?」


「なにをでしょう」


「凜さんの料理を食べて……無む傷きずなんて！」


　聞きようによっては失礼どころではないが、それほど驚くべきことなのだ。


　リーラは皿を差し出す。


「なんでしたら、宮間様もいかがですか？」


「そんな馬鹿な！」


　夕菜は箸はしを手に、少し前までジャガイモだったものを口にした。味わうのもそこそこに、飲み下す。


「……うっ！」


　たまらず膝ひざをつく。食道から胃にかけて灼しやく熱ねつの石みたいな物体が暴れ回っていた。


「くっ……これは……まず……」


　衝しよう撃げき的としか言いようがない。これは本当に食べ物なのか。一種のバイオテロだ。夕菜の意識は徐々に遠くなっていく。


「リーラ……あなたは……なんで……」


　銀髪のメイドは、黙って口の中の料理を吐き出した。


「……きっ、汚……」


「食べはしましたが、飲み下してはいません」


　さらりと返事をするリーラ。


「味は見れば分かります。宮間様の目的も、だいたい見当がつきました」


「わっ……わたしに食べさせるのが狙ねらいで……」


「宮間様も、わたしに同じことをしたのでしょう？」


「くう……」


　夕菜は悶もん絶ぜつし、意識を失った。


　リーラは床に伸びている少女を、なんの感想もなく眺めながら、


「風椿様、神城様。申し訳ありませんが、宮間様をお運びください」


「分かった」


　玖里子が夕菜を引っ張り上げた。


「あたしたちの負けってことで」


「いえ。勝敗はお気になさらずに。わたしたちは宮間様におつきあいしただけです。元よりこの勝負でどうこうしようなどとは思っておりません」


　リーラは慈じ母ぼのような微笑みを浮かべていた。


「そう……夕菜ちゃんに代わって、お礼を言っとくわ。ありがと」


　玖里子と凜は、夕菜を担かついで出ていった。


　リーラがメイド二人に向き直る。


「さあ片付けだ。面めん倒どうだが、使わせてくれた方々に悪い。中隊から人員を呼び、元のようにする」


「了解しました」


　ネリーとエルゼは敬けい礼れいした。


　リーラは足を踏み出した。そこで立ち止まる。


　どうしたことか、ふらふらしていた。


　下を向き、小さくため息。


「あとの指し揮きはネリーがとれ」


「……は？」


　小柄なメイドは、目をぱちくりさせた。
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「何故です……？」


「私はもう無理だ。飲み込んでもいないのにあの料理は……ひどい」


　爆ばく発はつ物ぶつ処しよ理り班はんを呼ぶように。リーラはそう言い残して、調理実習室の床ゆかに崩くずれ落ちた。









　番外編二　メイドプラス１～Maid Plus One～













　まだ第五装甲猟兵パンツアーイエーガー侍女中隊メートヒエンカンパニーが、和かず樹きを主人と仰あおぐ前のこと。


　季き節せつはそろそろ春はるだが、気き温おんは冬。ドイツ北部の陽よう光こうはかなり弱い。刺さすような光ではなく、ぼんやりと、いかにも頼たよりなさげで、身体を温あたたかくするには心もとない。ビタミン欠けつ乏ぼうになるほどではないが、耳まで冷つめたくなる寒かん気きにはとても対たい抗こうできなかった。そのため少し懐ふところに余よ裕ゆうのあるものはフランス南部に、だいぶ余裕のあるものは中ちゆう東とうのドバイへとバカンスに出かけていた。


　リーラたちメイドはそのような贅ぜい沢たくはしない。むろん、休きゆう暇かを取って行くことはできるのだが、主人が動かない以上現在の場所にとどまっている。ここの主人は気まぐれで、「今年はドイツで過すごす」と決めたようであった。


　ヴィルヘルムスハーフェンの近きん郊こう。広こう大だいな屋や敷しきの一いつ角かくに、使用人室はある。寝ね泊とまりするところではなく、メイド将しよう校こう専用の休きゆう憩けい室しつであった。中隊長のリーラは、そこに入るなり、ちょっと変かわったことを告つげた。


「研けん修しゆう？」


　セレン中尉ハウスメイドは首をかしげた。そのためくわえた紙かみ巻まきのマホルカが、変な方向に傾かたむいた。


「わたしとお前だ」


　リーラは続ける。


「明日より一週間、海外研修だ」


「別にいいけどよ」


　セレンは使い込まれたジッポーライターで、タバコに火をつける。


「転てん属ぞくさせられてすぐ、研修に派は遣けんかよ。第五装甲猟兵侍女中隊ここってのは、そんなに練れん度どに不安があるのか？」


「戦せん闘とう技ぎ能のうを高めるわけではない。他国のメイド事じ情じようを調ちよう査さしてこいとの命令だ」


「遊びか」


「研修だ」


　リーラが素そっ気けなく言い、セレンは肩かたをすくめた。よくある話だが、研修名めい目もくの骨ほね休やすみというのはＭＭＭにも存在する。忙いそがしくてろくに休めないメイドを、強きよう制せい的にリラックスさせるのである。むろん中には真の意味での研修もあって、今回はどうもそれのようであった。


「ま、寒いとこから出られんならなんでもいいけどよ」


「研修場所も北きた半はん球きゆうだ」


「マジかよ」


　セレンは渋しぶい顔をする。


「南の島に駐ちゆう屯とん地ちがあるって聞いてたんだぜ。ドイツで寒がっているのもあと少しだって思ってたのに、また寒いとこ行くのか」


「お前の言葉は間違っている。ご主人様がいらっしゃるところが、すなわち中隊の駐屯地だ。疑ぎ問もんを挟はさむものではない」


「リーラはずいぶん堅いな。ドイツ人は全ぜん員いんそうか？」


「グローバリゼーションの時代に、民みん族ぞく性せいを云うん々ぬんするのは時じ代だい後おくれだ」


　セレンはインド人とベルベル人の血を引くポーランド人であり、幼おさないころはアフリカで過ごしていた。だから彼女の言うことはよく分かる。とはいえ自分を引き抜いた中隊長の物もの腰ごしを見ていると、「絵えに描かいたようなドイツ人だ」と感じてしまう。几き帳ちよう面めんで合ごう理り的。面おも白しろ味みはそれほどない。


　もっとも、このお堅い中隊長への興きよう味みもある。リーラが好きになる男というのはどんなタイプなのだろう。自宅と大学を往復する学がく者しやか、勤きん務む態たい度どがしっかりしている軍ぐん人じんか。いずれにせよ足あし下もとのしっかりしている人間に違いない。


　転てん属ぞくしてすぐ、「リーラは人の面倒を見るのが好き」との噂うわさを聞いたことがある。メイドなのだから当とう然ぜんだが、どう考えても自分と同じくらいの節せつ度どを相手にも求めるはずだ。いわゆる「尽つくす」女ではない。多た分ぶん。


「どうした？」


　リーラに言われ、セレンは我われに返った。


「そんなにその雑ざつ誌しが面白いのか」


　セレンは手元に目を落とした。読んでいたのはゴシップ誌しである。


「そうだな。『シュレスヴィヒ＝ホルシュタイン州しゆう議ぎ会かいの下か半はん身しん事じ情じよう』とかなかなか侮あなどれないぜ。選せん出しゆつされたばかりの女議ぎ員いんが、与よ党とう議員とやりまくってるってさ」


「噂にしても低てい俗ぞくだ」


　リーラは眉まゆをひそめた。この中隊長は「品のない」話には全て同じ反応をする。


「政せい策さくと関わりがない。あればあったで追つい跡せき調査をすべきなのに、どうせ一度書いて終わりだろう。報道で重要なのは真しん実じつと継けい続ぞく性せいだ。怠おこたるものではない」


「編集長に会えたら言っとくよ。研修はあたしとあんたの二人だけか？」


「そうだ」


「ネリーのがいいんじゃねえのか。任にん官かんしたばかりでまだ緊きん張ちようしてんだろ」


「中隊の雰ふん囲い気きに慣なれさせる方が先せん決けつだ。ネリー少尉パーラーメイドはどうかするとわたしを頼たよる。将しよう校こうなのだから、独どく自じ判はん断だんで動いてもらわないとな」


「教育監かんみたいなこともしなきゃならんとは、中隊長も大変だねえ。で、こっちはどこに行きゃいいんだ」


　リーラはさりげなくセレンから、雑誌を取り上げながら言った。


「日本」





　　　　◯





　学校の廊ろう下かで声をかけられたとき、式しき森もり和かず樹きは両手でプリントを抱かかえていた。担たん任にん教きよう師しに頼まれたもので、一クラス分だから結けつ構こうな量りようがある。日につ直ちよくというのは、雑ざつ用よう係がかりと同どう義ぎであった。


「よー、式森、ちょっと待てよ」


　声の主は相あい川かわ千ち登と瀬せという。女名前だが立りつ派ぱな男だ。クラスの委い員いん長ちようで、極きよく度どの近きん視しのため眼鏡めがねをかけているのが特とく徴ちよう。


「お前さあ、今度の日にち曜ようヒマ？」


「用よう事じはないけど」


　和樹は言った。プリントが落ちそうだったので、慌あわてて顎あごで押さえる。


「じゃあ付き合ってくれないか。関せき塚づかたちと買い物に行くんだ」


「なんで」


「なんでってことはないだろ。もう卒そつ業ぎようなんだから、みんなで遊びに行ったっていいじゃないか」


「そうだけど」


　中学生活ももうおしまいだ。あとちょっとで高校生。その前に友人同士連れだって遊ぶのは、よくあることであった。中には泊とまりで旅りよ行こうに行く剛ごうの者もいる。


「どこに行くのさ」


「秋あき葉は原ばら。関塚がパソコン買いたいんだって」


「そういうの、興きよう味みあったんだ」


「インターネットやりたいんじゃねえの」


　話題の相手、関塚翔しよう子こはテニス部に所しよ属ぞくするスポーツ少女である。話も大たい抵ていスポーツのことばかりで、インドアな趣味とは縁えん遠どおい。


「三人で？」


「あとは宮みや沢ざわさん。行くってさ。お前がいれば、人数的にもぴったりなんだけど」


「いいよ。分かった」


「お、サンキュー」


「その代わり、これ運ぶの手て伝つだってよ」


　和樹はプリントを相川に押しつける。


「しっかりしてんね」


「いいじゃん、これくらい」


　和樹は半分だけ持った。全部押しつけないところが、自分でも遠えん慮りよしがちだよなと、彼は思った。
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「騙だまされた」


　セレンがドイツ語で嘆いた。道行く人々は、怪け訝げんに思って振り返る。


「なにが自し然ぜん豊ゆたかな国だ。全然暖あたたかくない。ヴィスワ川のそばより寒いぞ」


「わたしは四し季きが豊かな国と言っただけだ。寒くないとは言っていない。まだ冬なのだから、冷ひえて当然だ」


　二人の吐はく息は白い。長時間屋おく外がいにいるのは、いささか辛つらい気温ではある。


「もうちょっと天気がよくたっていいだろ」


「地球に文もん句くをつけてもはじまらん」


　リーラは答えた。駅前の人々は、知らない言語で話をする外国人に興味を持っているようだが、振り向くと急いで目をそらした。シャイな国民だなと、彼女は思っていた。


　駅の真ま向むかいにある店には、テレビが並べられている。キャスターらしき人物が、天気図を前になにか喋しやべっていた。


「……天気はいいが、シベリア寒かん気き団だんの勢力がまだ強いらしいな。明日も寒いそうだ」


「日本語分かるのか？」


「まあな」


「じゃあここらの人間に言ってくれ、そんなにメイドが珍めずらしいのかって」


「珍しいんだろう」


　セレンの文句に、リーラはさらりと返事をする。外国人の女性が二人もさることながら、着ているメイド服が関かん心しんを寄せられている原因でもあった。


「だったら聞けばいいだろ。さっきから見るだけ見ていなくなる。気持ち悪いったらありゃしねえ」


「国民性だ」


「グローバリゼーションの時代のはずだぜ。ここはテクノロジーの先せん端たんが集しゆう結けつしてるところだ。もっとオープンな心でいろよなあ」


「シリコンバレーとは事じ情じようが違うからな」


　二人がいるのは、東とう京きようの秋葉原駅前であった。ここが研修場所なのである。


　成なり田た空くう港こうに着いてから、都内のホテルまで移動した。そこに荷に物もつを置いてから、すぐにやってきたのである。休息はなく、セレンは「酒の一いつ杯ぱいくらい飲ませろ」と文句をつけたのだが、リーラは「機内でどれだけ飲んだと思っている」と封じた。飛行機の中で十分休んだというのが、中隊長の考えであった。


　休日なので、秋葉原の人通りは多い。明らかに地方から買い物に出てきた人間も交まじっている。そこに彼女たち二人はメイド姿でいた。おかげでずっと、奇き異いの視し線せんを向けられていた。


　セレンが鼻はなを鳴らす。


「この国にもメイドはいたんだろ。ジョチュウとかいうのが」


「らしいな」


「じゃあ珍しくないはずじゃねえか」


「今でもいるらしいが、名称は変わったらしい」


「なんだ、ワークヒューマンにでもなったか」


「そこまでは知らん」


「まー、うちのご主人様よりはマシかな。こないだ、いきなりあたしの尻しりを撫なでようとしやがったぞ。あのじじい、着ちやく任にんしたばっかのメイドになにするつもりだ」


「ご主人様のことだぞ。じじいなどと言うな」


「すけべじじいって言いい換かえるか。あたしは娼しよう婦ふじゃないんだ」


「そういうときは肩かたの関かん節せつくらい外はずしても構かまわん。尻を撫でる元気があるなら、死なない」


「リーラも案あん外がいきついよな」


　二人は歩き出した。駅前から大通りに抜ける。


　セレンは周囲を見回していた。


「道路を人が歩いている。革かく命めいか？」


「歩行者天国だ。道路を市民のために開かい放ほうしている。デモも革かく命めいも起こらん。平和な国だ」


「政せい権けん交こう代たいは選せん挙きよだけか」


「そうだな」


　信じられないという顔をするセレン。


「地ち下か新しん聞ぶんとかねえのか。アネクドートで憂うさを晴はらすとか」


「聞いたことがない」


「安あん定ていしてんなあ。よっぽど強力な秘ひ密みつ警けい察さつでもあるんだな」


「お前のその、東側的な発はつ想そうはいい加か減げんなくせ」


　幅はば広ひろの道路が一直線に舗ほ装そうされている。人々は自由に通行していた。セレンは相変わらず珍しそうにあたりを見ていた。


「香港ホンコンほどじゃないが、看かん板ばんがすげえな。全部電でん気き屋やなんだろ」


「そうだ。蛍けい光こう灯とうから対たい艦かんミサイルのチップまで、なんでも手に入る」


「そりゃすげえ。この一いつ角かくだけ独どく立りつしてもやっていけるんじゃねえの」


「食しよく料りようとインフラを他た地ち域いきに依い存ぞんしているから駄だ目めだな」


「つまんねえの。おっ、免税デユーテイーフリーだってよ。寄よっていこうぜ」


「あとだ」


　リーラはメモを片かた手てに持っていた。時々住所を確認しては、標ひよう識しきを眺ながめた。番号だけによる現げん住じゆう所しよ把は握あくはなかなか困こん難なんで、日本語ができる彼女でも苦労が伴ともなった。


「……この裏うらか……」


「なあリーラ、来たのはいいんだが、なにすんだ。セーフティーハウスでも作んのか」


「いいや。実じつ地ち調ちよう査さだ。参さん謀ぼう旅りよ行こうに近い」


「市し街がい戦せんでもやんのかよ」


「日本でメイド喫きつ茶さというものができるらしい。どのようなものか探さぐってこいとの命令だ」


「メイドキッサ？」


　セレンはまるでドルイドの呪じゆ文もんのように、口の中で呟つぶやいていた。


「コーヒーショップ？」


「だと思う。メイドが給きゆう仕じをするらしい」


「普ふ通つうじゃねえか」


「それを商しよう売ばいにするんだそうだ。店に来たお客様にメイドが注文を取る。そのサービスの代だい価かとして報ほう酬しゆうを受け取る」


「やっぱり普通だ」


「今までそのような店はなかったらしい。だから作る」


「ああ分かった。ウェイトレスだな」


「メイドなのだそうだ」


「なんだか分からねえな。メイドたちはどこの家に雇やとわれるんだ」


「家に雇われるのではない。店てん舗ぽの従じゆう業ぎよう員いんとして接せつ待たいをする」


「だからウェイトレスだろ」


「メイドだ」


　セレンは目を白しろ黒くろさせていた。


「……なあ、あたしが馬ば鹿かなせいか、いまいち理解ができねーんだが」


　リーラは無表情のまま言葉を返した。


「安心しろ。わたしもそうだ」
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　翔子は肩をぐるぐる回まわしていた。電車の中なのに扇せん風ぷう機きのように回すので、和樹はたまらず訊いた。


「関塚さん、どうしたの？」


「んー、ちょっと筋きん肉にく痛つう」


　彼女は笑いながら言った。さきほどまではつり革かわにぶら下がっていたのだが、今は扉とびらに寄りかかっている。一か所に落ち着かない女の子だ。


「さぼると駄目だねー。試合があったの覚おぼえてたんだけど、練れん習しゆうしなかった」


「テニスの大会だっけ？」


「練習試合。久しぶりで疲つかれた。強いんだもん」


「関塚さん弱くないでしょ」


「うちは一年が強いの。あたしたち三年は出来が悪い。全員相手にやられた」


　横から相川が口を出した。


「あー、昨日見たことない制服姿がいたけど、ありゃテニス部のお客さんか」


「そ。久しぶりの対外試合だった。あたしの相手した娘こは強かったよー。山やま瀬せって言ったかな。可愛かわいかった」


「紹介してくれ」


「名前しか知らないよ」


　和樹は二人の会話をぼんやり聞いていた。窓まどの外の風ふう景けいが流れていく。各かく駅えき停てい車しやに乗っているのでしょっちゅう止まるが、それでもそろそろ目的地だった。


　もう一人の連れの女の子、宮沢知ち沙さはずっと文ぶん庫こ本ぼんを読んでいる。元々本以外に興きよう味みのない娘で、教室でもずっと本を手にしている。今日同行したのも珍めずらしいと、和樹は思っていた。


「宮沢さん……三冊目？」


「……え？」


　和樹の台詞に、知沙が顔を上げる。


「その本、三冊目でしょ。シリーズなんだね」


「……どうして、知ってるの？」


「休み時間にずっと読んでたじゃない。だから」


　話題を振ふったつもりだったが、彼女は文庫本を閉とじて鞄かばんにしまった。


「あれ？　読むのやめるの？」


「……式森君……見てたの？」


「え？」


「休み時間……私のこと」


「……えーと、見てたっていうか、たまたまなんだけど」


「恥はずかしい……」


　彼女はぽつりと呟く。それきり黙だまった。


　和樹が途と方ほうに暮くれた。コミュニケーション能力に欠かけると自覚しているので、我ながらうまい話題の提てい供きようができたと思っていたのだが、もうおしまいである。身の置き所がない。


「ええっと、宮沢さん……」


「…………」


「その……」


「…………」


「あー、式森君が知沙ちゃんいじめたー」


　翔子が和樹を指さした。冗じよう談だんだとは分かっているが、それでも彼はたじろいだ。


「い、いや、そんなこと」


「相川君、いじめだよ」


「なに、学級委員としては許ゆるせんな」


「崩ほう壊かい寸すん前ぜんだね、うちのクラス」


「こんないじめっ子は退たい学がくにしてもらおう」


「ちょ、ちょっと待ってよ」


　和樹は手を振った。
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「僕は宮沢さんと普ふ通つうに話をしてただけだって。ほんと」


「いじめをするやつはみんなそう言うんだ。ゆゆしき問題だ」


　相川が眼鏡をずり上げる。


「宮沢さん、教育委員会に訴えようか。僕の父親は都と議ぎ会かい議ぎ員いんだ。式森一人くらい追つい放ほうするのは簡単だ」


「待て相川、なんか本気っぽいぞ」


「僕は常に本気だ。学級委員を馬鹿にする気か」


「話がおかしい！」


　翔子が低い声で笑う。知沙はうつむいたまま。


　和樹は嘆なげいた。


「なんでこうなるんだ。買い物に付き合うだけなのに」


「それが素人しろうとなのよ式森君。人間にはキャラってものがあんの。式森君はこういう役」


　翔子はにやにやしながら、彼の肩をぽんぽんと叩く。


「ひどい話だ」


「高校でもきっとこうだよ」


「冗じよう談だんじゃない。中学のことは忘れる。関塚さんにも会わなかったことにする」


「あー、酷い。ろくな目に遭わないよ。ね、知沙ちゃん」


「……なんで宮沢さんに」


「いいの。ねー」


　再び翔子は同どう意いを求めた。知沙はうつむいたままで、返事はしなかった。


　電車は秋葉原駅に滑すべり込こんだ。
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　リーラとセレンは、中央通りから一歩奥まったところに入っていった。


　このあたりになると大型のショップではなく、小しよう規き模ぼかつマニアックな店が並んでいる。アンダーグラウンドな雰ふん囲い気きが漂ただよっていた。


「なー、リーラ、あれなんて読むんだ？」


　セレンが店の看かん板ばんを指さす。リーラは少しだけ目を細ほそめた。


「……ラーメン、だ」


「なんだそりゃ。新型の前ぜん方ぽう投とう射しや兵へい器きか」


「ヌードルのことだ。小こ麦むぎ粉こを練ねって紐ひも状じようにしたものを、スープにからめて食べる。パスタみたいなものだと理り解かいすればいい。食事としてはわりとポピュラーだ」


「ほー、日本の伝でん統とう料りよう理りか。スシ、テンプラみたいなもんだな」


「少し違う。そんなに歴れき史しが古いものではない」


「んー……？」


　セレンは不思議そうな顔をした。気を取り直したか、今度は店の前に立つ黄色い旗はたを見て、


「あれなんて読むんだ」


「カレーうどん」


「おー、カレーか。それなら知ってるぞ」


　セレンはぽんと手を叩たたいた。


「イギリスで見た。香こう辛しん料りようきかせたやつだろう」


「そうだ」


「ナンにつけて食べるんだな。日本にもあったか」


「カレーうどんは違う。ヌードルをからめる」


「……インドあたりじゃそれが正式なんだな」


「日本にしかないはずだ」


「……日本がインドの植しよく民みん地ちだった時じ期きがあったか？」


「ない」


　セレンは両手を挙あげて、文字通りお手上げのポーズ。


「お前の言ってることは、なんだかさっぱり分からんぞ」


　リーラはうるさそうに言う。


「わたしはブリタニカ百ひやつ科か事じ典てんではない。分わからないこともある。それより少しは日本語の勉べん強きようをしたらどうだ。この国のコスチューム文化は幅広い。ＭＭＭの公式言げん語ごにも採さい用ようされているのだ。今のお前は会話が多少できるだけだろう」


「こいつらの言葉分かんねーよ。ヒラガナ、カタカナだけでも数が多いのに、カンジだぞ。おまけに全部交まぜて使いやがる。国こく策さくで外国人を排はい除じよしてるのか？　人に優やさしくする発はつ想そうがないのか」


「意い思し疎そ通つうだけならそれほど難むずかしい言語ではない。不ふ明めい瞭りようなことがあったら日本人に訊きけ。皆みな親しん切せつだ」


「そりゃ、おめえみてえな美人が訊けば、誰だって親切になるだろうよ」


　ぶつぶつと文句を言い続けるセレンを、リーラは無む視しした。さっさと歩き続ける。今日中に終わらせなければならないことは多い。ぐずぐずしている暇ひまはないのだ。


　セレンはなおもあちこちの看板を眺め、「分からん、分からん」を連れん呼こしていた。


「おいリーラ。あれ、あれ」


「袖そでを引ひっ張ぱるな」


「あれ見ろよ」


「観かん光こうならあとにしろ。仕事で来たのだ」


「堅かてえこと言うなよ。あれ」


　渋しぶ々しぶリーラは、セレンが指し示す方向を見た。


　ビルの壁へき面めんに、パネル状の看板がかかっていた。カラフルな髪かみをした女性の絵がでかでかと描かれている。


「アニメーションのイラストだぞ。ほー、さすがは本場だ」


　セレンはしきりと感心していた。


　リーラは怪け訝げんな表情をしていた。日本のアニメーションのことは彼女も知っている。だがこの看板の絵は、彼女の知っているいかなるアニメとも違うデザインだったのだ。


　リーラは首をかしげながら、


「……ミヤザキやオシイの作品に、あんな人物はいたか？」


「もっとアンノウンなもんだろ。メイド服を着てないか？」


「そのようだが……それにしてはずいぶんと若い。もしかして十歳以下か」


　彼女たちの眺めている人物は、眼が大きくて等とう身しんが小さかった。髪は緑みどりがかったなんともいえない色。意い匠しよう化かしすぎていて、人間の身体をかなり逸いつ脱だつしていた。


「見ろよリーラ、猫ねこみたいな耳がついてるぜ」


「あの大きいのは鈴すずか？　うるさくて仕方がないと思うが」


「あっちはしっぽだな。獣人化ゾアントロピーしてるのかもな。お、隣となりにはウサギみたいな女もいるぞ。ヒュー・ヘフナーもびっくりだ」


「待て待て、混乱してきた」


　リーラが視し線せんを外して手を振る。こめかみを軽く押さえた。


「……なんだか、事前レクチャーを受けた文化と違うようだ……」


「お前、日本のアニメーションをたくさん見ていたじゃねえか」


「そうなんだが……ミヤザキの映画は、もっと現げん代だい文ぶん明めいと自然の関係性を見つめるようなメッセージ性の強いもので……」


「大たい衆しゆう文ぶん化かは常つねに進しん歩ぽしてんだろ。もしかしたら、こっちのが一般的なのかもしれねえぞ」


　セレンの方は混乱していない。わりあい簡かん単たんに納なつ得とくしていた。大ざっぱな性格がいい方向に作さ用ようしている。


　一方リーラは戸と惑まどったまま。


「……これも文化の一いち形けい態たいなのか。それにしてはコミック的というか、写実ともいえない上に、パロディとも言い難い。デフォルメの極きよく北ほくと判はん断だんすべきか……」


「ぶつぶつ言ってんなよ。中隊長がそんなんじゃ、部下が泣くぞ」


　セレンが手を叩いてうながした。


「ついでだ。ここらへんを見て回ろうぜ」


　リーラは顔をしかめる。


「時間がない」


「ちょっとくらいいいだろう」


　セレンは手て近ぢかなビルに入ろうとした。リーラは急いで止める。


「おい、そこに用はない」


「いいじゃねえか。見物しよう」


　彼女は狭せまい階かい段だんを軽やかに上がっていった。リーラは不ふ承しよう不ぶ承しようついていく。


　店てん舗ぽがいくつか入っているビルだった。オフィスビルのような綺き麗れいなものではない。年季が入っていることがうかがえた。


　リーラは反射的に階段と店舗の具合を確認して顔をしかめた。窮きゆう屈くつだ。火か事じになったらどうするのだろう。踊おどり場ばには紙かみ束たばのような可か燃ねん物ぶつが置かれていて、怖こわさを感じた。


「ここにしようぜ」


　セレンがショップの一つを、確かめずに飛び込んでいく。リーラはさすがにそんなことはせず、書かれている張り紙を読んでいた。


「……十八歳さいみ……み……？」


　未み満まんだろうか。どうも年ねん齢れい制せい限げんのある店らしい。理由は不明。


　中でセレンが歓かん声せいを上げた。


「ほーっ、見ろよリーラ」


　リーラも店舗に入る。外国人のメイドが二人もやってきたためか、エプロンをした店員がぎょっとしていた。


　セレンはショーケースの前にいた。


「ミニチュアドールだ。傑けつ作さくだぞ」


　リーラは背後からのぞき込む。ガラスの向こうには、剣や銃を持った女性たちがずらりと並んでいた。


「アニメーションのキャラクターか……？」


「名前は知らねえが凄すごいな。ユーロミリテールで見たプロイセン擲てき弾だん兵へいよりも精せい巧こうにできてる。精せい密みつ加か工こう産さん業ぎようの本ほん領りよう発はつ揮きだ」


「ふむ……」


　リーラもセレンほどではないが感かん嘆たんしていた。中にはメイド服を着ているのもあり、袖口の加工からカチューシャのひだ、エプロンの皺しわまで精密に再現されている。時と計けい職しよく人にんの技術のようだと思った。


　それから顔を上げる。


「アニメーションカルチャーの店か……」


　よくよく見ると、店内はデフォルメされたイラストやグッズで一杯だった。雑誌やＤＶＤ、ゲームらしき箱も置いてある。


　彼女はこのような店に入ったことはない。今の主人はあまり趣味関係の買い物に行かないので、おのずと食料品や生活雑ざつ貨かばかりの店に出入りすることになる。これはこれで貴き重ちような体験だと考えていた。


　店の一角で、またセレンが声を上げた。店員が慌あわてている。リーラは急いで近ちか寄よった。


「静かにしろ。将校がいちいち騒ぐな」


「これ見ろよ」


　薄うすい冊さつ子しを渡された。商品見本らしい。


「コミックか？」


「中だよ中」


　セレンは早くめくれとうながした。リーラは本を開く。


「……！」


　さすが自じ制せい心しんの固まり、悲ひ鳴めいこそ出なかったが、肩が跳はね上がった。


「セレン……なんだこれは……！」


「凄すげえだろ。ポルノメディアだぜ。こんなのがたくさんある」


「これは……犯はん罪ざいではないのか……」


「絵に描いただけで犯罪なら、ハリウッド映画のプロデューサーは全員刑けい務む所しよ行きだな。そういうもんだと思えばいいんじゃねえの」


「大だい胆たんすぎる。性にここまで寛かん容ような国だったか」


「男には天国だな」


　セレンは平気な顔をして本を漁あさっていた。鼻歌を歌いそうだ。


「ほー、こりゃすげーや。リーラリーラ、ハイスクールの少女がとんでもないことになってるぞ」


「大声を出すな……」


「こりゃ半陰陽インターセクシヤルか？　細かい書き込みだ」


　棚から出し入れする手つきもかなり慣れてきている。セレンはあっという間に馴な染じんだらしい。いかにも楽しそうだ。


　一方リーラは、身の置き所がない。


「おい……まだいる気か……」


「なんならリーラは先に行ったらどうだ」


「さっきの本を見ただろう。マンホールから変な触しよく手しゆが出てきたら、わたしだけでは防ふせぎきれん。お前は上官が口にもできない目にあわされるのを、見過ごすつもりか」


「あるわけねーだろあんなこと」


　まったく相手にされない。しばらくとどまるしかなかった。





　　　　◯





　電車を降りた四人は、改かい札さつ口ぐちを抜けて外に出た。電気街口と称されているだけあって、確かに家か電でんの店が出迎えてくれる。


　和樹は二回目の秋葉原だった。小さいころ父親に連れられて以来である。その時とはさすがに雰囲気が違い、パソコン関係の店が増えている気がしていた。


　翔子は物珍しそうにしていた。彼女は初めてである。


「ふーん、へー。人が多いねー。相川君、どこ行けばパソコン売ってるの」


「どこでも売ってるよ」


　相川は結けつ構こう頻ひん繁ぱんに来ているらしい。知沙は初めてのようだ。


「種類と値段には差があるけど」


「安くてたくさん売ってるとこがいいな」


「じゃあ自分の足で調べるしかないなあ。店によって微び妙みように変わったりするから」


「歩こっか」


　翔子はそう言って、さっそく歩き出す。三人は慌ててついていった。


　パソコン関連ショップの看板が立ち並んでいる。店先にも特とつ価か品ひんの値ね札ふだがずらり。ただし商品名と型かた番ばんばかりなので、素人しろうと目めにはどれがどれだか判別がつきづらい。


　先頭の翔子が言った。


「相川君、あの店どうかな」


「あそこは見てくれの割に値段が高い。やめとけ」


「あっちは？」


「アフターケアがないぞ。壊こわれたらメーカーに頼たよるしかなくなる」


「じゃああっち」


「インターネットの同時申し込みができない」


　相川は非常に詳くわしかった。常つね々づね「学級委員はなんでも知っておく必要がある」を口くち癖ぐせにしていたのだが、本当に実じつ践せんしているらしい。こんなときは実に頼りになった。


　それに比べて、僕はまだなにも知らないなと和樹は思う。中学生で全てを知る必要はないはずだが、やはりできのいい人間を見てると自分のお粗そ末まつさが分かってしまう。学校での成績も、たいしていい方ではなかったのだ。


「……式森君は、パソコン買わないの……？」


　真横から話しかけられる。知沙であった。


「え、ああ。買わないよ。どうせ家に置いておくだけで、使わないから」


　いきなりだったので、たどたどしい返事になった。


「引ひっ越こすんだよね」


「うん。今度の学校、全ぜん寮りよう制せいだから」


　四月から入学する高校は都内にあるのだが、原げん則そくとして全員を入寮させていた。集団生活を通して人間関係と規き律りつを学まなぶためらしい。ある種しゆの厳きびしさを持ったところであった。


「葵あおい学がく園えんって、大変そうだね……」


「んー、そうだね。入にゆう試しも難しかったから」


「よく式森君が受かったよねー」


　突とつ然ぜん翔子が加わってきた。いつの間にかこっちを向いていた。


「あそこってかなりレベルが高くない？　カンニングでもした？」


　口の減へらない彼女を相川が「おい、失礼だぞ」とたしなめる。和樹は苦く笑しようした。


「してないよ。分からないとこも多かったけど……なんか受かってた」


「エリート校だよね。式森君も仲間入りだ。将しよう来らいは海外留りゆう学がくでもすんの？」


「そうとは限らないよ。普ふ通つうに進学か就しゆう職しよくするんじゃないかな」


「どっかいい会社に入りなよー。同どう窓そう会かいで奢おごってもらうから」


「関塚さんには奢らない」


「あー、まだ根に持ってる」


　彼女は知沙にすがりついた。


「知沙ちゃん、式森君が酷いの」


　腕を摑つかまれた知沙は困り顔。


「女の子にだけは優しくないんだよ、酷いよね。今に知沙ちゃんもいじめられるよ」


「……？」


　知沙はどうしたものかという面おも持もち。翔子はにやりとして、


「今のうちに、式森君のこと忘れちゃいなよ」


「……えっ……!?」


　知沙の顔が朱しゆに染そまる。和樹は泡あわを食った。


「なに言ってんの関塚さん!?」


「ありゃ、式森君、知沙ちゃんのこと嫌いだったっけ」


「そうじゃなくて！」


「知沙ちゃん、式森君は責任取らないつもりだよ」


「そうじゃない！　僕はなんにもしてないよ！」


　翔子はしきりとあることないことを知沙に吹ふき込んでいる。吹き込まれている方は顔を赤くして、和樹はおろおろしっぱなし。


「酷いじゃないか！」


「えー、酷いのは式森君だよね。知沙ちゃんもそう思ってるよ」


　知沙は無言のまま。和樹は彼女に少しだけ目をやって、


「思ってないよ。きっと」


「思ってるってー。知沙ちゃん喋んないからあたしが代だい弁べんしてんのに」


「関塚さんは喋しやべりすぎるんだよ。ちり紙がみ交こう換かんじゃあるまいし」


「あー、そんなこと言うんだ。式森君、葵学園に行ったら、きっともっと変な女の子とかに出会うよ。金の亡もう者じやとか、権けん力りよくの亡者とか。クラス全部がそんなのばっかで、悲ひ惨さんな目にあうの」


「そんなクラス、あるわけないじゃん」


　葵学園はエリート校として名高い。品ひん行こう方ほう正せいも求められており、礼れい儀ぎ正しい生徒たちが集まってくるはずだ。冗じよう談だんみたいな連中がいるはずはない。


　なおも翔子は「絶対そんなクラスだ。式森君は不幸になれ」と騒さわいでいる。和樹より、むしろ相川が呆あきれた。


「おーい。遊んでないで行くぞ」


　前方のパソコンショップを指さしていた。ビル丸々全部が同じ店の量販店である。


「あそこなら安くて量もあって、店員も詳くわしい」


「その前にあそこ行きたい」


　翔子は別の店を見つけていた。同人誌関かん連れんのショップである。このところ秋葉原に出店している数多い店の一つだ。


「なんかアニメっぽい。面白そう」


「パソコンと関係ねーぞ」


「行くの」


　例によって翔子は応おう諾だくを確かめずに先へ進む。仕方なしに、三人は従したがった。





「はっはっはー、いーちばんのりー」


　翔子は階段に足をかけて高らかに笑った。階段下には簡かん素そな看板が立てられていて、手書きのＰＯＰが貼りつけてある。


「関塚」


「あーたーしーがー最初ー」


「関塚？」


　相川が顔をしかめながら呼んだ。翔子は不ふ機き嫌げんそうに、


「なによ。あたしの偉い業ぎようにケチつける気」


「そうじゃなくて、ここ俺たちが入っちゃいけねーところじゃねえの」


　看板にははっきりと、「十八歳未満の入店はお断ことわりします」と記されていた。


　翔子はちらりと目をやる。


「それがどうしたのよ。なんのための私し服ふく？」


「こういう店に入るためじゃないだろう」


「相川君は堅いなー。学級委員はこれだから」


「補ほ導どうされたらどうするんだよ」


「人じん権けん侵しん害がいだって訴うつたえればいいのよ」


　二人のやりとりを聞いて和樹は驚いた。翔子はこの「いくらなんでも中学生が入ることは許されない」店に入店しようというのだ。通常十八歳未満お断りということは、「女性が入るには抵てい抗こうがありますよ」と同どう義ぎである。


「ちょっと関塚さん、やめようよ！」


「なーに式森君。いつからモラリストになったの」


「そんなんじゃなくて、こういうところはさ……！」


「もしかしたら、入っていい店かもしれないじゃん」


「十八歳未満お断りだよ!?」


「確かめてきてよ」


　あまりにさらりと言うので、和樹は目を丸くした。


「……え？」


　翔子はむすっとしていた。


「そんなにいうなら確かめてくれば？　本当に中学生が入っちゃいけないかどうか。ゲーセンだって昼間はいいんだよ。ここもそうかもしれないじゃん」


「なに言ってんだ。見れば分かる……」


　翔子は和樹の背中を押した。階段へと押しやる。


「なにするんだよ！」


「ほら、早く」


「どうしてこんなこと……」


「じゃあもう一人つける」


　彼女は知沙のことを引っ張った。


「知沙ちゃんも一緒に行くって」


　引っ張られた方は「なにがなにやら」といった表情だ。階段で変な争いが始まったと思ったら、いきなり巻き込まれたのだ。無理もない。


「お店行って、できればなんか買ってきて」


「だから入っちゃ駄目なんだって！」


「行ってくるの」


　二人は翔子に、力一杯押された。ふらふらと、階段を登ってしまう。


「頑がん張ばってねー」


　手を振っている。なにを頑張れと言うのだ。和樹はため息をついた。しょうがないのでそのまま歩く。


「式森君……本当に行くの？」


　知沙は不安そうだ。瞳ひとみが揺ゆれている。いくら十八歳未満お断りの店とはいえ、この反応も怯おびえすぎである。


「行かないよ」


　と彼は答えた。


「店の前まで行って、引き返せばいいよ。あとで適てき当とうなこと言えばいいんだから」


　そのまま上へ登っていく。狭いうえに急なので歩きづらい。火事になったらどうするんだろうと思う。


「関塚さんも変だよね。いつも元気だけど、あんなタイプだったかな」


「…………」


「相川に無理に誘さそわれたんだけど、来なくてもよかったかな。入寮の準備もあったんだし……」


「…………」


「宮沢さん？」


　和樹は振り返った。


　なぜか知沙の姿がなかった。





　　　　◯





　リーラはいまだ店内にいた。決断は早さをもってよしとするをモットーにしている彼女にしては珍しい。それだけこの店の商品がショックを与えていると言えた。


　セレンはここを完全に気に入ったらしく、あちこちの棚を飛び回っている。メイド姿が移動するたびに他の客が道を空けたり、居い心地ごこち悪そうにして出ていくのだが、それも眼中にないようであった。


　リーラもとりあえず、同人誌のコーナーから離れた。よく見ると女性があられもない格好をしている表紙が多い。長くとどまっているといらぬ誤ご解かいを受けそうだ。


　別の、紙かみ製せいのパッケージが並んでいるコーナーに行く。店員がまたおろおろしだした。


　直方体の箱がいくつも並べられている。背のタイトルを読んだ。


（難しい漢字ばかりだな……）


　彼女は漢字の読みはかなりできる。日本人並とはいかないが、生活することになっても不自由はしない。それでも見知らぬ字ばかりだった。


「淫いん……暴ぼう……縛ばく……教きよう師し……？」


　口の中で呟く。近くにいた客の男性がぎょっとしていたが、目の前に集中しているので気づかない。


（教師はティーチャーだ……。縛は……なんだ？　糸がついているから、ロープ関係か）


　よく分からない。ロープを作る職しよく人にんが、教師について修業をするのだろうか。まだまだ自分は勉強が足りないと思った。


　確認しようと、棚から箱を取り出す。表を見た。


「……!!」


　そこに描いてあったのは、女教師らしき人物が荒あら縄なわで縛られたイラストであった。気が遠くなるのをなんとか抑え、ひっくり返す。


「……あ……」


　我ながら情なさけない声が出たと感じた。ちょっと言葉にはできない数々の画面写真が並んでいたのである。肝かん心じんなところは修しゆう正せいされているものの、こうまで大だい胆たんなイラストでは意味がない。余よ計けいに淫いん靡びだった。


（……ここはどんな国なのだ）


　むしろどんな地ち域いきだというべきか。どこの国でも性せい欲よくに直結した場所は存在するが、ここまで自然に一いつ般ぱん商しよう業ぎよう地ち帯たいと混こん在ざいしているところは知らない。


（めまいがする……）


　リーラは棚を離れた。セレンはまだ商品チェックに余よ念ねんがない。どうも買うつもりらしいのだが、日本円を持っているのだろうか。


　もし買っていたら、あとで取り上げるしかない。あんなのを中隊に持ち込まれたら、風ふう紀きに多た大だいな影えい響きようが出る。


（外の空気でも吸すうか……）


　遠くまで行くつもりはなかったが、陽ひの光を浴あびたかった。ここの空気はよどんでいる。


　店から出ようとした。と、誰かがぶつかる。


　相手は「きゃっ」と悲鳴をあげた。


「申し訳ありません」


　反射的に詫わびた。相手は転んでこそいなかったが、痛いたそうに鼻を押さえていた。
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　日本人の少女だった。リーラよりかなり背が低く、若い。どことなく地味な印象があった。


「お怪け我がはありませんか？」


「…………」


「わたしの言葉、通じませんか？」


「い、いえ……大丈夫……です……」


　驚いたのか、ぽかんとしている。外国人に流りゆう暢ちような日本語で話しかけられたのだから、当然だろう。


　リーラは彼女をしみじみと眺ながめた。明らかに自分よりも年下で。学生っぽい。日本人は若く見えると言うが、十八歳より上とは思えなかった。


「……失礼ですが」


「は……はい？」


「この店は……なんといいますか、あなたのような方にはふさわしくない品しな揃ぞろえだと思います」


「……はい？」


「差し出がましいようで申し訳ありません。ですが、入店されるのはやめられた方がよろしいかと」


　言われた女の子は、あちこちに貼はられている宣伝用のポスターをちらちら見ていた。赤面する。


「そう……ですね……」


「確か十八歳未……みま……」


「未満、ですか」


「そうです。入店ができないと書いてありました。失礼ながら、まだその年ねん齢れいに達たつしてないとお見受けします」


「ええ……十五歳……です」


「では、この店にお入れするわけにはいきません」


　そこまで口にしてから気づき、リーラは続けた。


「……もちろんわたしは当店のスタッフではありませんが、やはり年齢による制限というのは必要があるから規き定ていされております。それに、なんと申しますか……あなたにはいささか衝しよう撃げき的な陳ちん列れつ物ぶつだと思いますので」


　女の子は赤くなりながら下を向いていた。


「分かります……分かります……」


　リーラはほっとした。


「理解していただき、ありがとうございます。そうですね……」


　ちらと階下に目をやる。


「お近づきのしるしに、よろしければお茶などいかがでしょうか。この下に喫きつ茶さ店てんがあったはずです」


「あ……はい……」


　女の子はこくりとうなずいた。





　知沙にとってなかなか衝撃的な体験だった。生まれて初めて外国人と会話し、しかもお茶を飲のもうとしている。


　喫茶店はそれほど広くはないが、客がいなかったのでゆとりはあった。アルバイトの店員は「いらっしゃいませ」と言った途と端たん、外国人が入ってきたので絶ぜつ句くした。その仕し草ぐさが知沙にはおかしかった。


　二人はテーブルを挟はさんで向かい合わせに着席した。窓まど際ぎわで、陽光がまぶしいくらいに差し込んでくる。


　入店を注意した女性は、立てかけてあるメニューを眺めていた。


（綺き麗れいな人……）


　知沙はぼんやりと、そんなことを思っていた。いきなり声をかけられてお茶を誘われたのに警けい戒かい心しんや恐きよう怖ふ心しんは湧わかず、こんなことばかり考えていた。恐らく目の前の女性の雰囲気のせいだろう。厳きびしくて物もの腰ごしがはっきりしているようにも見えるが、同時に安らぎも感じさせていた。


　とはいうものの、こうしているとなにを話していいのか分からない。初対面どころではないのだ。


「すみません」


「は……はいっ」


　逆に話しかけられ、びっくりした。


「お手て数すうですが、代わりにメニューを読んでもらえませんか。どうも日本語は苦手で」


　困ったような顔だった。知沙はなんとなく気が軽くなり、上から順に読み上げた。


　彼女はコーヒーを飲むつもりだった。眼前の女性も「同じものを」と言ったので、店員に二人分注文する。「苦手だって言ったけど、店の看板読んでなかったかな」と思ったのは家に帰ってからのこと。


「注文までしていただけて、助かりました」


「いえ……これくらいなら」


　知沙は思いきって訊いた。


「なにをされてる方なんですか」


　服装に馴な染じみがなかった。黒のワンピースにエプロン。どこかの店のウェイトレスかと考えたが、それにしては品がある。


「メイドです」


　と彼女は答えた。続けて「リーラと申します」と言った。


「あ、どうも……宮沢知沙です」


　自分も名乗ったが、なんだか間抜けだった。銀ぎん髪ぱつの美人を相手にしていると、どうも卑ひ屈くつになってしまう。


　それでもリーラは「いい名前です」と言ってくれた。


　コーヒーが運ばれてくる。一口飲むと、また疑ぎ念ねんが湧わいてきた。そもそもメイドというのは、どこかの屋や敷しきに閉とじこもって家か事じをする存在ではないだろうか。


「外国のメイドさんが……なんで日本に？」


「仕事です。ご主人様に命じられました」


「はあ……日本料理でも練れん習しゆうするんですか？」


「そういうわけでもないのですが……。今日はこの区く域いきでメイド喫茶の計画をうかがい、明後日には空くう挺ていレンジャーの見けん学がくです」


　メイド喫茶に空挺レンジャー。マンガでしか見ないような単語だ。


「メイドって、そういうことをするんですか？」


「ＭＭＭのメイドはそうです。ご主人様をお守りし、あらゆる敵てきと戦う。忠ちゆう誠せいを血ちに生きております」


「……メイドって、ただの就しゆう職しよく先じゃ」


「その認にん識しきも間違ってはおりません。ですが皆、メイドに職業意い識しきを超こえたなにかを感じ、ご主人様に仕えております。あまり賃ちん金ぎんに恵めぐまれてはおりませんが、誇ほこりに満みちたところです」


　これも映えい画がのような台詞せりふだったが、不ふ思し議ぎと違い和わ感がない。格かつ好こよさすらあった。


「なんか……凄い……ですね」


「そうでしょうか」


「ええ。だって、そこまで自信を持てるなんて。わたし、臆おく病びようだから……」


　自然と下を向くようになった。学校でも発言する方ではなく、友達も少ない。中学の三年間に特とく筆ひつすべき想い出はなく、地味の一言に尽つきる。リーラのように自然体で、しかも背せ筋すじを伸のばした態たい度どは、まぶしすぎた。


　目の前の女性は、心の内を見み透すかしたように、


「なら、メイドになってみますか？」


「え……」


「ＭＭＭでは常に新しいメイドを渇かつ望ぼうしています。大尉ハウスキーパー身分のものが推すい薦せんすれば家か政せい学がつ校こうへの入校も楽です。訓くん練れん教きよう官かんに知人はおりますので、すぐにでも話をつけることができます。場所はサザンプトンとハンブルク、どちらを希望しますか？」


「あっ、あの、わたし」


　知沙はうろたえた。何の気なしに口にしたことだったのに、いきなり話が大きくなっている。おまけにヨーロッパの地名を持ち出されていた。


　リーラはにこりとした。


「冗談です」


「は……」


　胸をなで下ろす知沙。


「宮沢様がなにやらお悩なやみのようだったので、少し」


「悩みっていうか……」


「なにかありましたか？　よろしければお話しください」


「ええっと……わたし、友達と買い物に来たんです。それで二人でここに入ったっていうか、入れられて……。でもはぐれて……そしたらリーラさんに会って……」


　彼女は説明をやめた。


「ごめんなさい……。なにを言ってるのか分からないですよね」


「いいえ。承しよう知ちしておりました」


　眼前のメイドは落ち着き払っていた。





　　　　◯





　フロアにはノートパソコンがずらりと並んでいた。翔子はしきりと「あれなに。これなに」と質問しており、相川はその都つ度ど答えていた。


　当初は店員が近寄ってきたが、翔子の「インターネットっていくらで買える？」のような素人しろうと質問と、相川の「チップセットの型番と構成を教えてくれ」とのマニアックな疑問を浴あびせられ、すぐにいなくなった。今は二人だけであちこち歩いている。


「ねー相川君。パソコンってどこまで値ね切ぎれるの」


「この店で値切るやつはいねーぞ」


「つまんなーい。秋葉原って、店員と客が値段のやりとりするのか楽しいんじゃなかったっけ」


「いつの時代だよ」


　彼はちらっと店外に目をやった。通りの向こう側に、古ぼけたビルがある。


「……なあ、お前の言うとおりに置いてきたけどさ、本当にいいんだろうな」


「ほへ？　いいに決まってんじゃん」


　翔子があっさりと返事をする。


「知沙ちゃんが式森君のこと好きなの、知ってるでしょ。二人だけにしてあげなきゃ」


「でも式森は鈍どん感かんだぞ。そもそも誘ったらついてきたことが奇き跡せきだ」


「知沙ちゃんだって同じだよ。内気だもん。あたしが何回も言って、ようやく来る気になったんだよ。それって案あん外がいお似に合あいじゃない？」


「すれ違うだけのような気がすんな」


　彼はやはり不安だった。知沙の和樹への気持ちはよく知っている。翔子と二人で「あれはどうなんだ」と話したものだ。それだけにどんなアプローチを試こころみても「鈍にぶさ」に邪じや魔まをされて終わるかもしれない。


「どっちかが気づけばいいんだよ」


「失敗したらどうする」


「高校で新しい彼女や彼氏を見つければ」


　翔子は呑のん気きだ。キューピッドを自じ認にんしている割に、ドライなところが多い。


「宮沢さんは知らないが、式森に彼女ができんのかね。女にもてんのか？　特とく徴ちようねえぞ」


「知沙ちゃんの趣しゆ味みが悪いって言いたいの？」


「んなことはないけどな。式森のやつ、下へ手たしたら一生女に縁えんがないぞ」


「相川君、意外と容よう赦しやないね。ここで知沙ちゃんとくっついちゃえばいいんじゃない？」


「それもなあ……」


　相川は口をつぐんだ。店の外に人が集まっている。あちこちからやってきては、大勢が一方向を眺ながめていた。


「……なんだありゃ」


「見てくる」


　翔子はさっそく飛びだしていった。野や次じ馬うま根性が非常に強い女の子なのだ。


　すぐに引き返してくる。


「どうだった」


「大変！」


　珍しいことに、彼女はあわてふためいていた。


「火事！　あのビル燃もえてる！」





　　　　◯





　リーラはにこやかな表情だった。安心させようとしているのだろうかと、知沙は思った。


「初めてお目にかかったとき、なにかに悩んでいる風でした。失礼ながら、ぼんやりとされていて、心ここにあらずというようで」


「そうなんです。分かったんですか？」


「はい。ご主人様の健けん康こう状じよう態たいの管かん理りも、メイドにとって大事な仕事です。精神的な問題も解かい決けつする必要があります。わたしのご主人様は、元気がありあまっているような方ですが」


　一瞬だったが、「困ったものだ」みたいな表情を見せた。すぐに元に戻る。


「ですので、お声をかけさせてもらいました」


「悩みってほどじゃないんですけど……」


「ならばいいのですが」


「…………」


　知沙はためらった。この人物に相談してよいものかどうか。そもそもこれは悩みの範はん疇ちゆうなのだろうか。自分でも分かっていないのだ。


　しばらく躊ちゆう躇ちよしたが、話し始めた。


「きっ……気になる男の子がいるんです。今日、一緒に来たんですけど……」


　自然とうつむき気味になった。


「ずっと一緒のクラスで、でもあまり話したことがなくて、卒そつ業ぎようしたら別々の高校に行くんです。だからもうなんでもないはずなんですけど」


　少しだけ目線をあげた。目の前の人は怒ってないだろうか。こんなことを聞かされて、呆れていないだろうか。日本人少女のつまらない相談だったと、無む視しされたらどうしよう。


　リーラは軽く微笑ほほえんでいた。慈じ母ぼのようだった。


　もう少し話す勇気が出た。


「でも卒業しそうになったら、急にどきどきしてきたんです。このままでいいのかなって……。なんか想い出っていうか、やっぱり少しでも話をしたいって思っちゃったから。そうしたら誘われて……」


　いったん息をついた。クラスの人間が見たら、「宮沢はこんなに喋るのか」と驚くかもしれない。自分でも信じられないくらい言葉が出てきていた。


「だから来たんですけど……話すことがないんです。もう本当に、なにも。色々あったはずなのに、なにも出てこなかった。本を読んでるところを見られて、恥ずかしかっただけ。一緒にいて、楽しいのか楽しくないのかも分からない。もうなんだかさっぱり……」


　言葉に感情が入り混じって、おかしな台詞になっていた。分かってはいるが、止まらない。


「二人っきりになったんです。はぐれたわけじゃなくて、自分からなってました。なんだか、ついていくのが……怖くなって……。怖い人じゃないんです。いい人で気になっていたんですけど、やっぱり想い出のままでいいのかなって……。だからあそこで、ずっと動けなかったんです」


「だからわたしと出会ったときは、お一人だったのですね」


「そうなんです……なんか、男の子を無視しちゃって……」


　ここまで語り、大きく息を吐く。


　恥ずかしかった。知らない外国人のメイドに、自分はなにを話しているんだろうと思った。彼女もこんな子供の弱音を聞きに来日したのではないだろうに。


「……その男の子とは、もう会いたくないのですか？」


「そうじゃないんです。卒業式とかで会えます。だから……今じゃなくてもいいやって、考えたのかもしれません」


「…………」


「こっ……こういうのが駄目だってことは分かっているんです。なにもしないのに、うじうじしてるばかりで、わたしいつもこんなんで……でもどうしても変えられなくって。臆病なんです、だから学校でもずっと一人で、友達もいなくて、今日なんか本当は嬉うれしいはずなのに、結局こんなことになっちゃって……これじゃ高校に行っても、駄だ目めなのかなあって……」


　喋りすぎていた。相手の柔やわらかな雰囲気とまったく関係のない異い邦ほう人じんだということが相まって、いつになく言葉を紡つむぎ出していた。中学ではとても考えられない。


　リーラはじっと、知沙を見つめていた。その瞳ひとみに好奇心のようなものはなく、むしろ穏おん和わな聖せい職しよく者しやのような色があった。


「わたしごときが口を差さし挟はさむのは、おこがましいかもしれませんが……」


　彼女は話しはじめた。


「宮沢様がなにをなさらないのも、それは一つの選せん択たくだと考えます」


「え？　どういう……」


「確かになにかをなさることは、重要ですし、男の子との関係がどうなるにせよ、なんらかの変化は起こるでしょう。そのことが宮沢様の経けい験けんに有ゆう益えきな蓄ちく積せきとなるのも確かです」


「はあ……」


「ですが、なにもなさらないのもまた蓄積なのです。しないことを『しない』と自じ覚かくなされば、問題はありません。こう言ってはなんですが、所しよ詮せんは男性へアプローチをするかしないかの話でしょう」


「まあ……そう……です」


「政治家が戦争をするかしないかの決けつ断だんではないのです。宮沢様はまだお若い方です。今後いくらでも挽ばん回かいできるチャンスはあります。社会に出るまでのいつかのタイミングで、経験なさればいいのです。気楽に構かまえてください。卒業をひかえているので、過か敏びんになられているのでしょう。年月を経へれば、このことも普通に想い出の一ピースとなります」


　語り口はゆっくりであり、静かだった。メイドというよりは、経験豊かな教育者のようだ。


　聞いているうちに、ゆっくりとだったが、心の中のしこりがほぐれていった。全てを納なつ得とくしたわけではない。やはり自分には「今」が大事なのではないかとの気持ちも強い。ただ「気楽にすればいい」との台詞は、ゆるやかな安あん堵ど感をもたらしていた。


「そんなものでしょうか……」


「ええ。そのようなものです」


　リーラはにこやかであった。


「ですがお忘れにならないでください。宮沢様は、なにもなさらないことをしたのです。このことは、次に同じような局きよく面めんに立たされたときに、役に立ちます」


　これを聞いた知沙はためらいつつ口にする。


「それは……次は……その……告白しなきゃならない……とか……」


　目の前の女性は微笑むだけで、返事はしない。


　なんだか身体が熱くなってきた。さきほどまでの純じゆん然ぜんたる照てれとは違い、もっと心の奥をつつかれたような気恥ずかしさだった。


　ふと気づくと、リーラの視線が泳いでいた。


「あの……？」


「申し訳ございません。実はさきほどの店に、連れがおりまして」


　店内の時計を確認していたのだった。知沙はびっくりして、


「じゃあ、早く行かないと……！」


「お気になさらずに。彼女はあそこを楽しんでいたようですから……ん？」


　リーラが店の入り口を見た。直前までと違い、顔つきに真しん剣けんさが宿やどっていた。


「焦こげ臭くさい……宮沢様」


　彼女は知沙に、座っているよう合あい図ずすると、いすを蹴け飛とばすように立ち上がった。駆かけだして店のドアを開ける。


「……火か災さいか！」


　うっすらとした煙けむりが店内に入ってくるのが、知沙からも分かった。





　　　　◯





　火元は階上の踊おどり場からで、やはり放ほう置ちされていた紙束が発はつ火かしたことによるものだった。放火ではなく、誰かのたばこの吸すい殻がららしい。これはあとで分かったこと。


　リーラは階段の上を確認した。ここから見える煙は、まだたなびく程度。熱くもないから、火元は下ではなく上だ。


　店内に向かって叫さけぶ。


「避ひ難なんを。まだ平気です」
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　店員がつたない動作で、避ひ難なん誘ゆう導どうをしようとする。リーラと知沙以外には、あとからやってきた女性しかいなかったのですぐに終わる。


　リーラは店員に下へ行くよう言った。アルバイトの女性は、青い顔をしてうなずいた。


「ああ、待ってください。非ひ常じよう階かい段だんはありますか？」


「裏うら手て、窓の外です」


　店員はそう答えると、階段を駆け下りていく。リーラは振り返った。


「宮沢様も早く。ここが燃えることはまずないでしょうが、上の壁が崩ほう落らくするとやっかいです」


「あ……でも……」


　知沙はなにやらためらっている。


「リーラさんは……」


「わたしは上の確認を。連れが残っているかどうか確かめませんと」


「じゃあわたしも……」


「危険です」


「だって……！」


　知沙の台詞は震ふるえていた。なにかに不安を覚おぼえ、いてもたってもいられない風だ。


「……さきほどの、男の子ですか？」


　少女がうなずく。


「では、わたしが見て参ります」


「え……」


「連れの確認をしなければならないのです。あの店よりもさらに上にいるかもしれないのですね」


「ええ……。でも、火事で危ないから……」


　危険なことはして欲しくない。それでも少年が無事かどうかを知りたい。この矛む盾じゆんが知沙の言葉を震わせ、不安の元となっていた。


　リーラは足を折り、知沙と同じ目線になった。


「ご安心ください」


　そして喫茶店内のときと、寸すん分ぶん違たがわぬ微笑みを見せた。


「メイドにできないことはないのです」





　リーラはハンカチで口を覆おおい、素早く階段を上がった。上に行くにつれ、白い煙が量を増ます。視界も急速に悪くなっていった。


　うっすらとだが熱も感じる。どこで引き返すかが鍵かぎだ。実際の火よりも煙が怖い。


　そろそろ例の店だ。誰かが下りてきた。


「セレン！」


　階段にいたのは、褐かつ色しよくのメイドであった。人間を背せ負おっていて、動きが鈍い。


「おー、リーラ」


「その方は？」


「店員だ。煙を思いっきり吸すっちまったらしい。重たいったらねえぜ」


「手伝おう」


「いや、平気だ」


　重そうだが、ふらついてはいない。この分なら下まで行けるだろう。彼女はさらに上を目指した。


「おい、店はもう誰もいねえぞ。あたしたちが最後だ」


「その上だ。なんの店てん舗ぽか知ってるか」


「ファッション関係の……倉そう庫こみたいだったな」


　この地域でファッションとは珍しい。服ふく飾しよく店てんの仮かり住ずまいなのだろうか。とにかくチェックだけでもしなければ。


　リーラはもう一度「十八歳未満お断り」の店に入った。


　確かに無人だ。あらためて見ると女性の裸はだかばかりだったが、赤面してはいられない。


　店内の奥へ向かう。従じゆう業ぎよう員いんの更こう衣い室しつと店舗内倉庫があるはずである。


　ポスターがたくさん貼られた扉を開けた。狭い部屋だ。段ボール箱にロッカー。整せい理りもされておらず、荒れている。一番奥は窓。


　掃そう除じをしたいというメイドの血が騒ぐが、そんな暇ひまはない。奥の窓枠わくに手をかける。


　開けた。外の空気が入ってくる。すぐ脇が非常階段だった。


　手の届きそうなところに隣のビルがある。狭すぎて、ここまで消しよう防ぼう車しやも野次馬も来ないだろう。逆にちょうどいい。


　身体を乗り出し、非常階段に下りる。さらに上へ。鉄てつ板ぱんがかんかんと鳴なった。


　真上のフロアへ。煙がずっと濃こくなる。火元の近くなのだ。ガラス窓を引く。


　開かない。内側から施せ錠じようされていた。一瞬顔をしかめると、膝ひじを曲まげて靴くつを脱ぬいだ。


　中なか敷じきに鉄板が入っている。日頃はウェイトにしかならないのだが、捕ほ虜りよになったときなどの脱だつ出しゆつ手段として使用する。今は人助けだ。


　短たん冊ざく状の鉄板を束たばね、力を込めてガラスに叩きつける。何度か繰り返すと割れた。


　手を突っ込み、錠を操そう作さして開ける。室内は半分ほどが白くなっていた。


（まずいな……）


　視界がかなり悪い。床付近まで屈かがめば呼こ吸きゆうはできるが、先まで見通すことは非常に困こん難なんだ。


（一部屋……二部屋が限界か）


　へたをすると救出する側まで巻き込まれる。二次災害は避さけねばならない。それでも限界まで確認はしなければ。


　ここの部屋は空からだった。扉に手をかけて、極きよく端たんに熱くないかチェックしてからドアノブを引く。


　廊下だった。オフィスビルのような長いものではなく、せいぜい数メートル。単に部屋を区切るためにあるだけだ。手近なところを見ていく。


　いない。休日なので無人なのだ。例の男の子は階段付近にいる可能性が高いのだが、そっちへは向かえない。煙の量からいって、明らかに火元だ。装そう備びなしでは火にまかれてしまう。


（この部屋に避難していれば……助けられる）


　一番奥を開ける。空ではなかったが、バケツや段ボールだけ。その隣。ここはファッション誌が積つまれていた。


（……!?）


　咳き込んだ。熱くなっていて、煙が黒くなっている。危険だ。長くはいられない。這いつくばるようにして進む。


（ここで……最後）


　ノブを引く。が、重くて開けられない。両腕で力を込めた。


「くっ……」


　開いた。室内の中央に、誰かが倒れていた。





　　　　◯





　ビルの上層はくすぶったように燃えていた。炎こそ見えないが、避難訓練のようなものではないことだけは、誰にでも分かった。


　相川と翔子は、野次馬を搔かき分けながら、苦労して前まで行った。


「うわ……やべえな……」


　相川が呟く。さっきまで、入るの入らないので騒いでいたビルである。消防車はまだ到着しない。


「関塚。式森と宮沢さん、いたか？」


「見あたらない」


　翔子はきょろきょろ首を動かしていた。


「野次馬の中にいればいいけど」


「向こう捜してくれ。僕はこっちに」


「うん」


　相川は人込みを縫ぬうようにして移動する。彼は長身なので、かなり遠くまで見渡せる。だが、見えづらいというよりは、騒々しい上に続々と集まってくるので、判別がつきづらかった。


　見知った顔がない。徐々に焦りが出てくる。


「くそ……」


「相川君！」


　翔子の声だ。誰かを引っ張りながら、駆け寄ってくる。


「知沙ちゃんいた。無事だよ！」


「よかった……」


　ひとまず胸をなで下ろす。知沙は服が少し汚よごれていたが、なんともなさそうだ。


　だが顔色がよくない。


「宮沢さん、式森は一緒じゃなかった？」


「いないの……途中で、離れたから……」


　不安な声こわ音ね。それは相川や翔子も一緒だ。


「もしかしたら、まだビルに……！」


　三人は思わず絶ぜつ句くする。が、そのとき。


　野次馬の群れが、もこもこと動いた。


「相川」


　和樹が手を振っていた。


　口を開けて眺めている主しゆ婦ふを避よけてやってきた。なにやらのんびりしている。すすけた様子もなく、元気そうだ。


「凄い火事だね」


「お前……どこにいたんだ。平気か!?」


　相川は思わず彼の身体をチェックした。翔子は足があるか確認し、知沙はほっとして倒れそうだった。


「死んでないだろうな!?」


「うん……なんで？」


　和樹はきょとんとしていた。三人があまりに切せつ迫ぱくしているからだろう。


「なんでって、あのビルにいただろ」


「いや、すぐ出てきちゃったけど」


「は!?」


「宮沢さんとはぐれちゃったからさ、いてもしょうがないかって。あっちのゲームショップにいたんだけど。ほら、こないだ新作が出たばっかりだから……」


「阿あ呆ほ！」「馬ば鹿か！」


　相川と翔子が、同時に違う罵ば声せいを浴あびせた。


「な……なに？」


「なにじゃねえ！　出てきたんならさっさとパソコンショップに来い。心配したじゃねえか！」


「そうよ、あたし絶対黒こげになったと思ったわよ！」


「そんなこと言われたって……」


「言い訳すんな！　あー、こいつに彼女作ってやろうなんて、一瞬でも考えるんじゃなかった！」


「本当！　損そんした！　知沙ちゃん、こんな男忘れて高校行った方が……」


　翔子はわめくのを止め、周囲を見回す。


「知沙ちゃん？」





　知沙は野次馬の最前列でビルを見上げていた。


　煙の量が多くなりつつある。窓ガラスが割れる可能性があるので近寄らない方がいいのだが、本当は中に入りたかった。


　あのメイドさんがまだビルにいる。「メイドにできないことはない」と言い切った女性だ。確かにできないことはなかった。たったあれだけの会話で、自分の心はずいぶん軽くなったのだから。だから救助活動もお手のものかもしれない。だけど助けるべき人物は、もう見つかった。中にいることはない。一いつ刻こくも早く出てきて欲しい。


　赤い炎が見えた。ついに火が回り始めたのだ。野次馬は「燃えてんな」などと気楽なことを言っている。こっちは気を失いそうだ。神様、どうかあの方をお助けください。無事でいさせてください。お願いします。


　野次馬の会話が大きくなった。すぐ近くの人々が、なにか声高に喋っている。


　人ひと垣がきが割れた。


　そこから出てきたのは銀髪のメイド、リーラであった。誰かを背負っていた。


　彼女は知沙を見て、軽く微笑む。


「宮沢様、こちらにおられましたか」


「リーラさん……よかった……」


　安あん堵どのあまり、リーラに倒れかかってしまった。


「怪我したんじゃないかって……」


「あいにく、悪あく魔まに嫌きらわれたようです」


「あの……彼、もう下にいて……」


「でしょうね」


　リーラが軽くうなずく。


「その人は……？」


「こちらですか」


　彼女は背負っていたものを下ろした。仰向けにされたのは、和樹とは似ても似つかぬ無む機き質しつな顔であった。


「マネキンです」


「えっ……」


　知沙はぽかんとした。


「手足が折れ曲がる、なかなかの優れものですよ。高こう価かだと聞いたことがあるので救い出しました。表ひよう彰しようはされないでしょうが」


「わたし、リーラさんをあんな危ないところに……」


「無む駄だ骨ぼねではありませんでした。無人だったので、死し者しやは出ないでしょう。その情報だけでも残ったかいがありました」


　本当はそんなことはないはずだ。一いつ刻こくも早く避難する方が理に適かなっている。だがこのメイドはそう告げることで、知沙の罪ざい悪あく感かんをなくそうとしているのだ。


　知沙にはそれが、よく理解できた。


「すっ……すみませんっ」


　つい頭を下げた。


「お気になさらずに」


「わたし、リーラさんにこんなことまでさせて、怒られなきゃいけないのに、なんか……。凄いんですね、メイドさんって」


「それほどでもありません」


「凄いです！　あっ、あの……それで、今じゃないんですけど……わたし、高校に入ったら、いずれ……その……」


　彼女の台詞は、不意に中ちゆう断だんされた。


「あ、知沙ちゃんいた。知沙ちゃーん」


　翔子が走ってくる。後ろからは相川と和樹。


「どこ行ってたの？」


「あのね……こっちの人に、とても迷惑かけちゃって……」


「どの人？」


「そこの人……」


　知沙は振り返ったが、そこで動きを止める。


　メイド姿の銀髪女性は、すでにいなかった。





「おい、リーラ」


　セレンはぼりぼり頭を搔かいていた。危険な階へ上る姿を見ていたはずなのに、ほっとしたようには見えない。無事に決まっていると、確信していたのだろうか。


「誰と話していたんだ？」


「学生だ」


　背後をちらりと確認する。


「もうすぐ日本のレディになる」


「ふーん。さっきの店員は救きゆう急きゆう車しやに押し込んだぜ」


「ご苦労だったな」


「救急隊員に早口でなんか言われたけど、聞き取れなかった。『アリガトウゴザイマス』って、礼の言葉だっけか」


「失うせろという意味だ」


「そうなのか!?」


　リーラは「そんなわけなかろう」と言い、メイド服を軽くはたくと、セレンをうながした。


「いくぞ。肝かん心じんの仕事に遅れた」


「あれ、いいのか？　さっきの女の子は放っておいて」


「構わない。メイドは裏方だ。あまり出しゃばるものではない」


　それから、思い出したように付け加えた。


「会うにしても、遠い将来だろうな」





　　　　◯





　現在。


　第五装甲猟兵パンツアーイエーガー侍女中隊メートヒエンカンパニー長のリーラは、和樹のための夜や食しよくを作り終えたところであった。今晩はおかゆだ。いささか重い食べ物かもしれないが、量は少なめにしたから大丈夫だろう。


　寮の部屋に持っていく。和樹は「ありがとう」と言って受け取った。


「そうだ、リーラあてにエアメールが来てたよ」


「は……」


　和樹は机の一番上に置かれていた封ふう書しよを取ると差し出した。


「これ。帰ってくるときに郵ゆう便びん屋やさんと会ってさ」


「申し訳ありません。式森様のお手をわずらわせるなど……」


「いいよ、これくらい」


　彼女はひっくり返した。ロンドンからだ。ＭＭＭの人事部である。


　開かい封ふうしてみた。中には葉書が一通。転送されてきたのだ。











[image: ]








　葉書に目を走らせた。


「なにかあった？」


　と和樹。


「いえ……古い知り合いからです。日本の高校を休学して、ＭＭＭにメイドとして入隊したとの知らせでした」


「日本人なんだ」


「それほど親しい仲ではありませんでしたが、相談に乗ったことがあります。あのときはわたしも、口くち幅はばったいことを言いました。今回は、なにかをすることを選択しましたか……」


「ふーん。機会があったら紹介して」


「はい。喜よろこんで」


　リーラはそう言うと、頭を下げて退たい室しつした。














　あとがき







　築つき地じです。延えん期きに延期を重かさねてしまったメイド編です。このたび無事に刊行することができました。お待たせして申し訳ありません。





　ちょっと内容というか構こう成せいの説明を。今回の話は、前巻でブランデンブルク部隊と戦ったあとの話となっています。本来ならファンタジアバトルロイヤルに掲けい載さいされる作品ですが、様さま々ざまな事情により文庫化することになりました。事情といっても単たん純じゆんに私がなかなか書かなかっただけなのですが……モウシワケナイ。ブランデンブルク部隊との戦闘の続きは、ドラゴンマガジン本誌に短期集中の形で掲載されています。よろしければご覧になってください。





　今回も例によって、夕菜はリーラと角つのを突き合わせています。なんかこの二人がやりあっていると、書いていてもほっとします。喧けん嘩かするほど仲が良いってやつです。いや、この二人（というか夕菜）の場合は本当に仲が悪いんですが、書いてる側はやりやすいんで問題なしです。


　もっぱら夕菜がヒートアップしてリーラがいなす展開が続いてるのですが、これは仕方ありません。やはりこの世代での年ねん齢れい差さはかなりの差となって現われます。ましてやリーラは人じん格かく、能のう力りよく共に完成されたキャラなので、ちょっとそっとじゃ太刀打ちできないはずです。


　ただ登場キャラクターの一人としてみると、欠点もなにもない存在は、主役を張るにはいささか噓うそっぽくなります。どこか抜ぬけがあった方が面白く、話も転ころがしやすくなるんですね。そういう意味では、メイド編であっても夕菜がメインであり、リーラは彼女がいてこそ輝かがやくのかもしれません。





　ではこれで。次のまぶらほは九月です。多分。





　　　二〇〇七年五月二十三日




築地　俊彦












まぶらほ


～さらにメイドの巻～





築つき地じ俊とし彦ひこ
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